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一　

は
じ
め
に

㈠　

問
題
の
所
在

　

近
年
、
先
住
民
族
へ
の
関
心
が
日
本
で
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
札
幌
地
裁
二
風
谷
ダ
ム
事
件
判
決
（
１
）に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ

民
族
が
先
住
民
族
で
あ
る
と
初
め
て
認
め
ら
れ
た
。
同
年
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
財
産
に
制
限
を
か
け
同
化
を
目
的
と
し
た
旧
土
人
保
護
法
が

撤
廃
さ
れ
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
（
２
）」
が
制
定
さ
れ
た
。
二
〇

〇
八
年
に
、
日
本
政
府
も
ア
イ
ヌ
民
族
を
正
式
に
先
住
民
族
と
し
て
認
め
、
二
〇
一
九
年
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
」
が
制
定
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
普
及
を
目
的
と
し
て
二
〇
二
〇
年
に
は
北
海
道
に

「
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）」
と
い
う
博
物
館
が
開
館
し
、
北
海
道
観
光
の
看
板
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
他
方
で
、
日
本
は
先
住
民
族
の
数
が
少
な
い
た
め
、
文
化
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
外
国
と
比
べ
て
権
利
保

護
は
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
国
際
的
な
先
住
民
族
の
権
利
保
護
に
係
る
日
本
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
小
坂
田
裕
子
「
先
住
民
族

と
国
際
法
（
３
）」、
常
本
照
樹
「『
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
』
の
採
択
と
そ
の
意
義
（
４
）」、
佐
々
木
雅
寿
「
先
住
民
族
の
権
利

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
―
︱
カ
ナ
ダ
憲
法
を
参
考
に
し
て
︱
―
（
５
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

特
に
、
小
坂
田
は
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
先
住
民
族
に
影
響
を
及
ぼ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
情
報
を

先
住
民
族
が
完
全
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
提
供
し
た
上
で
、
先
住
民
族
が
圧
力
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
同
意
か
否
か
選
択
で
き

る
権
利
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
６
）。

　

こ
の
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
の
前
段
階
と
し
て
、
先
住
民
族
に
は
自
ら
の
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
に
つ
い
て
「
協
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議
を
受
け
る
権
利
（
協
議
権
）」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
権
利
は
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
お
い
て
、
無
断
で
先
住
民
族
の
共
同

体
財
産
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
に
お
い
て
は
、
先
住
民
族
の
協
議
権
は
国
際
基
準
に
至
っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

国
際
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
八
九
年
に
「
独
立
国
に
お
け
る
原
住
民
及
び
種
族
民
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
六
九
号
条
約
（
英
：Indigenous 

and T
ribal Peoples Convention, 1989 

（N
o. 169

）、
以
下
、
一
六
九
号
条
約
と
す
る
。）」
が
制
定
さ
れ
、
協
議
権
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
（
英
：D

eclaration on the Rights of Indigenous Peoples

、
西
：D

eclaración sobre los 

D
erechos de los Pueblos Indígenas

、
以
下
、
国
連
宣
言
と
す
る
。）」
が
国
連
よ
り
出
さ
れ
、
多
く
の
条
文
で
協
議
権
が
規
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
先
住
民
族
の
協
議
権
に
関
し
て
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
先
住
民
族
の
多
い
地
域
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
着
目
し
た
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
多
く
は
地
域
的
国
際
組
織
で
あ
る
米
州
機
構
に
加
盟
し
て
お
り
、
先
住
民
族
問
題
の
判
例
も
多
い
。
そ
の
中
で

も
、
メ
キ
シ
コ
は
先
住
民
族
の
人
口
が
多
く
（
７
）、
歴
史
的
に
見
て
も
一
九
一
七
年
の
連
邦
憲
法
制
定
時
に
は
す
で
に
先
住
民
族
の
権
利
を
条

文
内
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
他
方
で
、
一
九
一
七
年
の
連
邦
憲
法
二
七
条
で
根
源
的
に
は
土
地
や
資
源
は
国
家
が
所
有
す
る
と
し
て
お
り
、

国
有
企
業
を
は
じ
め
民
間
企
業
や
外
資
系
企
業
に
よ
っ
て
領
域
や
資
源
な
ど
を
搾
取
さ
れ
て
き
た
過
去
も
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
は
先
住
民
族

の
協
議
権
を
憲
法
で
定
め
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
現
在
「
協
議
権
に
係
る
国
内
法
」
の
制
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
先

住
民
族
の
権
利
保
護
の
歴
史
と
現
状
、
更
に
将
来
的
な
方
向
を
知
る
に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
先
住
民
族
の
協
議
権
を
検
討
す
る
に
は
、
国
際
法
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
国
内
法
で
ど
の
よ
う
に
先
住
民
族
の
権
利
保
護
が

な
さ
れ
て
い
る
か
も
重
要
な
観
点
と
考
え
、
加
盟
国
の
中
で
も
比
較
的
先
住
民
族
の
多
い
国
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
を
研
究
対
象
国
と
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
先
住
民
族
の
保
護
と
い
う
社
会
的
課
題
を
紐
解
く
一
端
と
し
て
、
先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
（
西
：propiedad 

com
unal

）
に
係
る
協
議
権
に
つ
き
検
討
を
行
っ
た
。
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㈡　

定　

義

　

本
稿
で
は
、
国
際
法
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
い
く
つ
か
の
国
に
お
い
て
協
議
権
を
検
討
す
る
た
め
、
専
門
用
語
を
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
住
民
族
は
、
同
じ
伝
統
・
文
化
・
慣
習
・
政
治
な
ど
を
共
有
す
る
人
間
集
団
と
し
て
定
義
で
き
る
。
し
か
し
、「
協
議
権
」
を
中
心
と

し
て
い
る
本
稿
に
お
い
て
は
、「
先
住
民
族
」
ま
た
は
「
民
族
」
は
、
あ
る
領
域
や
資
源
と
特
別
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
集
団
と
す
る
。

さ
ら
に
、「
構
成
員
」
と
は
、
集
団
に
属
す
る
個
人
で
あ
る
。

　
「
領
域
」
は
、
国
家
法
の
認
容
は
と
も
か
く
、
先
住
民
族
が
、
伝
統
的
に
特
別
な
関
係
を
持
ち
、
居
住
も
し
く
は
管
理
し
て
い
る
場
所

を
指
す
。
そ
し
て
領
域
や
土
地
や
資
源
な
ど
、
民
族
が
特
別
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
財
産
を
「
共
同
体
財
産
」
と
定
義
す
る
。

　
「
協
議
権
」
と
は
、
先
住
民
族
が
自
己
に
影
響
が
及
ぶ
事
項
に
関
し
協
議
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
指
す
。
ま
た
、「
コ
ン
セ
ン

ト
」
は
、
協
議
権
の
目
的
と
な
る
、
先
住
民
族
が
自
決
権
を
行
使
し
て
賛
成
・
不
賛
成
を
示
す
同
意
を
意
味
す
る
。

二　

先
住
民
族
の
権
利
保
護
に
関
す
る
規
範

㈠　

国
際
規
範

１　

独
立
国
に
お
け
る
原
住
民
及
び
種
族
民
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
六
九
号
条
約

　

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
が
、
一
九
五
七
年
に
先
住
民
族
並
び
に
他
の
民
族
の
保
護
と
同
化
を
目
的
と
し
て
、「
独
立
国
に
お
け
る
土

民
並
び
に
他
の
種
族
民
及
び
半
種
族
民
の
保
護
及
び
同
化
に
関
す
る
条
約
（
英
：Indigenous and T

ribal Populations Convention, 1957 

（N
o. 107

）、
以
下
、
一
〇
七
号
条
約
と
す
る
。）」
を
採
択
し
た
。
こ
の
条
約
は
、
先
住
民
族
を
遅
れ
た
存
在
と
し
て
捉
え
、
現
代
社
会
に
統
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合
（
英
：integration

）・
同
化
（
英
：assim

ilation

）
さ
せ
る
こ
と
が
先
住
民
族
の
幸
福
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
持
っ
て
い
た
（
８
）。

　

そ
の
後
一
九
七
七
年
、
国
連
諸
機
関
と
の
公
式
な
関
係
を
持
つ
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
「
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
先
住
民
族
差

別
に
関
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
先
住
民
族
を
招
待
し
て
「
西
半
球
の
先
住
民
族
国
家
お
よ
び
人
民
の

防
衛
の
た
め
の
原
則
宣
言
」
を
採
択
し
た
（
９
）。

　

ま
た
同
時
期
に
は
、
国
連
で
「
人
種
主
義
・
人
種
差
別
と
闘
う
国
連
一
〇
年
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
は
国
連
が

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
し
た
「
人
種
主
義
に
関
す
る
世
界
会
議
」
に
て
先
住
民
の
権
利
が
最
終
声
明
に
お
い
て
出
さ
れ
た（（1
（

。
こ
う
い
っ
た
活

動
に
よ
り
先
住
民
が
国
際
社
会
で
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
一
〇
七
号
条
約
へ
の
反
対
並
び
に
改
正
の

声
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
一
九
八
九
年
に
、
一
〇
七
号
条
約
を
改
正
す
る
一
六
九
号
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
二
〇
二
〇
年
時
点
で
は
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、

エ
ク
ア
ド
ル
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
、
メ
キ
シ
コ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
一
六
九
号
条
約

を
批
准
し
て
い
る
。

　

本
条
約
で
は
、
各
民
族
が
持
つ
独
自
の
文
化
・
伝
統
・
制
度
な
ど
を
尊
重
し
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
持
ち

一
〇
七
号
条
約
の
統
合
・
同
化
と
い
う
言
葉
を
積
極
的
に
回
避
し
た（（1
（

。
統
合
・
同
化
に
代
わ
り
、
一
六
九
号
条
約
で
は
人
民
（
先
住
民
族

や
他
の
民
族
）
の
「
自
己
認
識
」
へ
の
尊
重
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
六
九
号
条
約
二
条
一
項
は
、
政
府
に
権
利
の
保
護
や
元
の
状

態
の
尊
重
の
保
証
を
す
る
と
い
う
責
任
が
あ
り
、
そ
の
責
任
を
果
た
す
に
は
関
係
す
る
人
民
の
参
加
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
参
加
の
形
と

し
て
六
条
で
は
、
政
府
が
人
民
ら
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
立
法
・
行
政
措
置
を
検
討
す
る
際
は
、
そ
の
関
係
人
民
ら
の
代

表
団
体
を
通
じ
て
誠
実
に
か
つ
状
況
に
適
す
る
形
で
合
意
も
し
く
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
達
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
協
議
（
西
：consulta

）
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
が
あ
る
と
定
め
て
い
る
。
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六
条
に
定
め
る
協
議
は
、
人
民
の
土
地
（
一
七
条
）、
労
働
（
二
二
条
）、
教
育
（
二
七
条
）、
言
語
（
二
八
条
）
に
関
す
る
措
置
を
対
象
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
条
一
項
で
は
、
人
民
は
自
己
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
計
画
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
実
施
、
評
価

に
参
加
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
を
定
め
、
三
項
で
は
政
府
が
計
画
す
る
開
発
事
業
が
人
民
に
影
響
を
与
え
る
場
合
、
人
民
の
参
加
の
下
調

査
を
行
う
義
務
が
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
先
住
民
族
の
土
地
の
開
発
措
置
に
関
す
る
協
議
の
権
利
は
、
地
上
に
限
ら
ず
地
下
資
源
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
一
五
条

一
項
は
、
先
住
民
族
の
地
下
資
源
に
つ
い
て
、
当
該
資
源
に
関
係
す
る
人
民
の
使
用
・
管
理
・
保
存
の
権
利
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
権

利
に
は
そ
の
資
源
に
関
係
す
る
人
民
も
保
護
の
対
象
と
な
る
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
条
約
採
択
後
、
締
約
国
に
お
い
て
も
一
六
九
号
条
約
に
沿
っ
た
政
府
の
権
利
義
務
の
遂
行
が
、「
失
敗
」
に
終
わ
る
事
例
が

存
在
し
て
お
り
、
先
住
民
族
と
の
協
議
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
政
府
の
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
複
数
存
在
し
て
い
る（（1
（

。

２　

先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言

　

国
連
宣
言
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
三
日
国
連
総
会
に
て
当
時
一
四
四
カ
国
、
反
対
四
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）、
棄
権
一
一
カ
国
と
い
う
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
二
〇
〇
九
年
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
（
二
〇
一
〇
年
）、
カ
ナ
ダ
（
二
〇
一
〇
年
）
は
賛
成
に
転
じ
た
。

　

国
連
先
住
民
族
作
業
部
会
に
お
け
る
国
連
宣
言
の
作
成
に
は
作
業
の
開
始
か
ら
二
二
年
と
い
う
長
い
月
日
を
要
し
た
。
主
な
理
由
と
し

て
は
「
自
決
権
」
の
議
論
に
あ
り
、
特
に
先
住
民
族
の
分
離
権
を
認
容
す
る
と
多
く
の
国
で
危
惧
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る（（1
（

。
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
宣
言
案
に
「
主
権
独
立
国
家
の
領
土
保
全
又
は
政
治
的
統
一
を
全
部
又
は
一
部
分
割
又
は
棄
損
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
加
え
る
こ
と
に
よ
り
採
択
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
に
至
っ
た（（1
（

。
そ
し
て
、
国
連
宣
言
の
三
条
は
、「
先
住
民
族
は
、
自
決
の
権

利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
に
基
づ
き
、
先
住
民
族
は
、
そ
の
政
治
的
地
位
を
自
由
に
決
定
し
、
並
び
に
そ
の
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化

的
発
展
を
自
由
に
追
求
す
る（（1
（

」
と
定
め
、
自
決
権
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
先
住
民
族
が
伝
統
的
に
持
つ
政
治
・
法
律
・
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社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
先
住
民
族
を
国
際
法
の
主
体
と
し
て
認
容
し
、
そ
の
権
利
体
系
の
普
遍
性
を
明
ら
か
に
し
た（（1
（

。

　

ま
た
、
国
連
宣
言
は
前
述
の
一
九
八
〇
年
代
の
国
際
法
に
お
け
る
先
住
民
族
の
権
利
保
護
の
活
動
か
ら
影
響
を
受
け
て
お
り
、
先
住
民

族
の
協
議
権
が
明
記
さ
れ
た
。
国
連
宣
言
に
お
け
る
協
議
権
の
対
象
は
、
相
互
理
解
促
進
の
措
置
（
一
五
条
二
項
）、
子
供
の
教
育
の
権
利

（
一
七
条
二
項
）、
立
法
上
・
行
政
上
の
措
置
（
一
九
条
）
土
地
又
は
地
域
に
お
け
る
軍
事
活
動
（
三
〇
条
二
項
）、
資
源
の
開
発
・
利
用
（
三

二
条
二
項
）、
分
断
を
経
験
し
た
先
住
民
族
の
関
係
回
復
の
措
置
（
三
六
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
八
条
は
宣
言
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
先
住
民
族
と
協
議
及
び
協
力
し
て
、
国
の
立
法
措
置
を
含
む
適
当
な
措
置
を
と
る
義
務
を
規
定
し
て
い
る（（1
（

。

　

三
二
条
一
項
で
は
先
住
民
族
の
土
地
と
領
域
と
そ
の
他
の
資
源
の
開
発
又
は
使
用
に
関
す
る
優
先
的
な
戦
略
を
決
定
す
る
権
利
を
定
め

て
い
る
。
こ
の
権
利
に
基
づ
き
同
条
二
項
で
は
、
国
が
、
資
源
の
開
発
、
利
用
、
採
掘
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
項
に
定
め
ら
れ
て
い

る
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
は
、
合
意
を
得
る
た
め
代
表
機
関
を
通
じ
て
先
住
民
族
と
の
協
議
義
務
を
記
し
た
。

㈡　

メ
キ
シ
コ
の
国
内
規
範

１　

エ
ヒ
ー
ド
と
共
同
体
に
つ
い
て

　

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
先
住
民
族
の
協
議
権
を
検
討
す
る
た
め
、
先
住
民
族
の
利
用
す
る
土
地
制
度
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

九
一
〇
年
に
メ
キ
シ
コ
農
地
改
革
が
起
こ
り
、
一
九
一
五
年
農
地
法
（
西
：Ley A

graria

）
と
一
九
一
七
年
憲
法
二
七
条
が
そ
の
基
本
法

と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
一
九
一
七
年
憲
法
二
七
条
で
は
、
メ
キ
シ
コ
の
領
土
内
の
土
地
や
水
の
所
有
権
は
国
に
属
す
る
と
規
定
し
、
国
は

個
人
に
譲
渡
す
る
権
利
を
持
ち
、
そ
れ
が
私
有
権
（
西
：propiedad privada

）
を
構
成
し
て
い
る
と
冒
頭
で
明
記
し
て
い
る
。

　

前
述
の
農
地
改
革
に
よ
り
、
メ
キ
シ
コ
に
は
「
エ
ヒ
ー
ド
」（
西
：ejido

）（
一
九
一
五
年
農
地
法
三
条
）
と
「
共
同
体
」（
西
：

com
unidad

）（
一
九
一
五
年
農
地
法
一
条
Ⅰ
）
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
土
地
利
用
形
態
が
生
ま
れ
た
。

　

エ
ヒ
ー
ド
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
占
領
時
代
の
先
住
民
族
が
保
有
し
て
い
た
土
地
に
起
源
を
持
ち
、
国
か
ら
土
地
の
所
有
権
で
は
な
く
耕
作
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権
（
利
用
権
）
を
一
定
の
土
地
に
対
し
与
え
ら
れ
た
集
団
若
し
く
は
そ
の
土
地
自
体
の
事
で
あ
る（（1
（

。
先
住
民
族
に
限
ら
ず
、
二
〇
名
以
上

の
一
定
の
条
件
を
達
成
し
た
人
為
的
な
「
村
落
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
エ
ヒ
ー
ド
は
共
同
で
耕
作
す
る
場
合
の
他
、
構
成
員

で
あ
る
エ
ヒ
ー
ド
農
民
（
西
：ejidatario

）
に
分
割
さ
れ
、
各
エ
ヒ
ー
ド
農
民
が
分
割
地
を
個
別
に
耕
作
す
る
場
合
も
あ
る
。
後
者
に
お

い
て
エ
ヒ
ー
ド
農
民
は
そ
の
分
割
地
に
対
し
用
益
権
（
西
：usufruto

（
（1
（

）
を
有
す
る（（2
（

。
こ
の
よ
う
な
個
別
に
分
割
す
る
エ
ヒ
ー
ド
の
法
的
根

拠
は
、
一
九
二
五
年
制
定
の
「
エ
ヒ
ー
ド
の
土
地
の
再
分
配
及
び
エ
ヒ
ー
ド
の
世
襲
財
産
形
成
に
関
す
る
法
律
細
則
」（
西
：Ley 

Reglam
entaria sobre Repartición T

ierras Ejidales y Constitución del Patrim
onio Ejidal

）
二
条
に
あ
る
。

　

エ
ヒ
ー
ド
と
共
同
体
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
は
、
一
九
七
一
年
農
地
改
革
連
邦
法
（
西
：Ley Federal de Reform

a A
graria

）
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。
同
法
五
二
条
で
は
、
村
や
農
民
集
団
（
西
：grupos de cam

pesinos

）
に
分
配
さ
れ
、
返
還
さ
れ
た
エ
ヒ
ー
ド
や
共
同
体

の
土
地
は
、
不
可
侵
（
西
：inalienable

）、
譲
渡
不
可
（
西
：intrasm

isible

）、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
（
西
：im

prescriptible

）、
差

し
押
さ
え
の
対
象
に
な
ら
な
い
（
西
：inem
bargable

）
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、
い
か
な
る
方
法
で
も
、
土
地
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
売
却
、
譲
渡
、
賃
貸
、
抵
当
権
設
定
ま
た
は
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
エ
ヒ
ー
ド
と
共
同
体
は
法
人
格
（
西
：personalidad jurídica

）（
同
法
二
三
条
）
を
持
つ
と
し
、
総
会
（
西
：asam

blea 

general

）
を
内
部
最
高
機
関
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ヒ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
総
会
の
実
施
機
関
と
し
て
エ
ヒ
ー
ド
委
員
会

（
西
：com

isario ejidal

）（
同
法
三
七
条
、
四
八
条
）、
監
視
機
関
と
し
て
監
視
委
員
会
（
西
：consejo de vigilancia

）（
同
法
四
九
条
）
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

エ
ヒ
ー
ド
と
共
同
体
は
、
制
度
運
用
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
手
続
き
上
は
異
な
っ
て
い
る
点
が
存
在
す
る
。
エ
ヒ
ー
ド
は

十
分
な
土
地
や
水
を
持
た
な
い
集
団
に
土
地
を
提
供
す
る
授
与
単
位
（
西
：unidad de dotación

）
で
集
団
に
土
地
を
割
り
当
て
る
（
一
九

一
七
年
憲
法
二
七
条
）。
一
方
、
共
同
体
が
土
地
を
得
る
た
め
に
は
、
返
還
（
西
：restitución

）
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
（
一
九
一
七
年
憲

法
二
七
条
）。
し
か
し
、
返
還
の
手
続
き
を
行
う
に
は
、
植
民
地
時
代
に
付
与
さ
れ
た
権
利
証
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
み
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な
ら
ず
、Leyes Lerdo

（
一
八
五
七
年
か
ら
一
九
一
〇
年
）
の
期
間
中
に
共
同
体
の
所
有
権
が
奪
わ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
は
複
雑
か
つ
困
難
な
手
続
き
で
あ
っ
た
た
め
、
返
還
請
求
を
開
始
し
た
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は
授
与
単
位
の
形
で
エ
ヒ
ー
ド
と
な
っ
た（（2
（

。

　

一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
〇
年
の
間
に
、
当
時
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
は
、
集
団
エ
ヒ
ー
ド
（
西
：ejido colectivo

）
と
い
う
新
し
い
エ
ヒ

ー
ド
を
創
設
し
、
前
述
の
個
別
に
耕
作
権
を
与
え
な
い
共
同
経
営
の
エ
ヒ
ー
ド
が
生
ま
れ
た（（2
（

。
そ
の
後
、
エ
ヒ
ー
ド
は
経
済
発
展
に
お
い

て
、
私
有
地
の
増
加
に
伴
い
減
少
し
そ
の
質
も
下
が
っ
た（（2
（

。
ま
た
、
集
団
エ
ヒ
ー
ド
は
当
初
の
個
別
的
な
エ
ヒ
ー
ド
へ
の
転
換
が
頻
繁
に

起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
エ
ヒ
ー
ド
の
分
割
地
に
対
す
る
違
法
な
賃
貸
借
も
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（（2
（

。
一
九
六
〇
年
代
中
盤
、

メ
キ
シ
コ
の
政
策
に
よ
り
農
業
は
輸
出
向
け
と
国
内
向
け
の
二
極
化
の
構
造
と
な
り
、
同
時
期
に
エ
ヒ
ダ
タ
リ
オ
（
エ
ヒ
ー
ド
農
民
、
西
：

ejidatario

）
の
資
格
を
得
ら
れ
な
い
農
民
が
増
加
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
国
際
的
な
穀
物
価
格
の
低
下
が
起
こ
り
、
生
産
費

が
縮
小
さ
れ
、
政
策
が
さ
ら
に
転
換
さ
れ
、
私
的
農
場
経
営
者
と
エ
ヒ
ダ
タ
リ
オ
や
先
住
民
族
が
共
同
し
て
生
産
す
る
形
が
と
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
私
的
農
場
経
営
の
企
業
側
か
ら
、
エ
ヒ
ー
ド
が
時
代
に
合
っ
て
い
な
い
制
度
で
あ
る
と
い
う

批
判
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
二
年
憲
法
二
七
条
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
一
九
一
五
年
の
メ
キ
シ
コ
革
命
後
に
開
始
さ
れ
た
農
地
改
革
に
よ
る
土
地
の
分
配
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
エ

ヒ
ー
ド
と
共
同
体
に
分
配
ま
た
は
返
還
さ
れ
た
土
地
を
市
場
に
開
放
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
共
有
財
産
か
ら
私
有
財
産
へ
の
変
換
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
改
正
と
同
時
に
、
一
九
九
二
年
農
地
法
（
西
：Ley A

graria

）
が
制
定
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
農

地
法
四
四
条
に
よ
れ
ば
、
エ
ヒ
ー
ド
の
土
地
は
以
下
三
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

①
　
定
住
地
（
西
：asentam

iento hum
ano

）

　

一
九
九
二
年
農
地
法
六
六
条
に
定
義
と
し
て
「
市
街
化
区
域
（
西
：zona de urbanización

）
と
居
住
区
（fundo legal

）
が
あ
る
土
地
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
エ
ヒ
ー
ド
の
共
同
生
活
の
発
展
の
た
め
に
必
要
な
地
域
」
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
学
校
区
画
（
西
：parcela 

escolar

）、
青
年
区
画
（
西
：parcela de la juventud

）、
女
性
の
工
業
農
業
ユ
ニ
ッ
ト
（
西
：unidad agrícola industrial de la m

ujer

）
も
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保
護
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
法
六
四
条
で
は
不
可
侵
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
、
差
し
押
さ
え
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
法
二
九
条
で
は
、
定
住
地
は
、
エ
ヒ
ー
ド
農
民
が
完
全
な
所
有
権
（
西
：pleno dom

inio

）
を
得
ら
れ
る
土
地
か
ら

は
除
外
し
て
お
り
第
三
者
や
他
の
エ
ヒ
ー
ド
農
民
へ
の
委
譲
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。

　

都
市
部
の
エ
ヒ
ー
ド
の
土
地
（
西
：tierras ejidales en zonas urbanas

）
は
、
同
法
八
七
条
で
定
住
地
の
規
則
に
準
ず
る
旨
、
同
法
八

九
条
で
は
、
定
住
地
に
関
す
る
一
般
法
（
西
：Ley General de A
sentam

ientos H
um
anos

）
に
沿
っ
て
都
市
部
の
開
発
区
域
に
関
し
て
は

国
や
自
治
体
の
意
向
が
尊
重
さ
れ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

②
　
共
有
地
（
西
：tierras de uso com

ún

）

　

一
九
九
二
年
農
地
法
七
三
条
で
は
、
定
義
と
し
て
「
エ
ヒ
ー
ド
の
共
同
生
活
の
経
済
維
持
を
構
成
し
、
定
住
地
で
も
区
分
地
で
も
な
い

も
の
」
と
さ
れ
、
七
四
条
で
は
共
有
地
は
不
可
侵
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
せ
ず
、
差
し
押
さ
え
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

同
法
六
〇
条
で
は
、
共
有
地
（
西
：uso com
ún

）
を
譲
渡
し
た
場
合
、
当
該
エ
ヒ
ー
ド
農
民
は
、
エ
ヒ
ー
ド
農
民
と
し
て
の
権
利
を
失
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
土
地
を
使
用
し
た
り
、
比
例
し
た
り
す
る
利
益
を
得
ら
れ
な
く
な
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
法
七
五
条
で

は
、
エ
ヒ
ー
ド
集
落
は
有
用
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
エ
ヒ
ー
ド
ま
た
は
エ
ヒ
ダ
タ
リ
オ
が
参
加
す
る
営
利
企
業
ま
た
は
民
営
企
業
に
共
有

地
の
所
有
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

③
　
区
分
地
（
西
：tierras parceladas

）

　

一
九
九
二
年
農
地
法
七
六
条
で
は
区
分
地
に
お
い
て
エ
ヒ
ー
ド
農
民
は
、
使
用
権
（
西
：uso

）
と
用
益
権
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に

同
法
二
三
条
Ｘ
、
五
六
条
、
五
七
条
は
、
議
会
に
個
別
あ
る
い
は
集
団
に
分
け
て
配
分
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
同
法
七
九
条
で
は
、

エ
ヒ
ー
ド
農
民
は
そ
の
土
地
の
権
利
を
他
の
エ
ヒ
ー
ド
農
民
や
同
じ
農
村
集
落
（
西
：núcleo de población agrario

）
の
居
住
者
に
譲
渡

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
記
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
買
主
と
売
主
の
間
で
書
面
に
よ
る
合
意
（
二
人
の
証
人
の
前
で
）
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
り
、

エ
ヒ
ー
ド
委
員
会
は
、
全
国
農
地
登
録
簿
（
西
：Registro A

grario N
acional

）
へ
の
通
知
と
エ
ヒ
ー
ド
集
落
の
登
録
簿
（
西
：Libro de 
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Registro del N
úcleo Ejidal

）
へ
の
記
載
を
行
う
責
任
が
あ
る
（
同
法
五
六
条
）
と
し
て
い
る
。

２　

連
邦
憲
法
に
お
け
る
先
住
民
族
の
保
護

　

一
九
一
七
年
に
発
布
さ
れ
た
連
邦
憲
法（（2
（

で
は
民
族
（
西
：tribu

）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
西
：com

unidad

）
の
表
記
が
あ
る
の
は
、
二
七
条

の
土
地
・
資
源
に
関
す
る
条
項
の
み
で
あ
る
。
二
七
条
に
は
、
十
分
な
土
地
・
資
源
を
持
っ
て
い
な
い
先
住
民
族
は
十
分
に
そ
れ
ら
を
提

供
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
旨
、
部
族
等
に
属
し
て
い
る
も
し
く
は
回
復
・
返
還
さ
れ
た
土
地
を
彼
ら
は
共
同
で
享
受
で
き
る
旨
（
Ⅵ

款
）、
部
族
の
土
地
・
資
源
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
奪
う
区
画
整
理
を
禁
止
し
、
返
還
法
で
先
住
民
族
に
返
還
さ
れ
た
土
地
の
権
利
は
そ

の
構
成
員
の
み
が
持
つ
旨
（
Ⅶ
款
）、
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
二
年
の
憲
法
改
正
は
一
六
九
号
条
約
の
国
内
批
准
の
影
響
を
受
け
て
、
先
住
民
族
に
関
す
る
条
文
が
盛
り
込
ま
れ
た（（2
（

。

四
条
一
項
で
は
、
メ
キ
シ
コ
国
家
が
、
一
様
で
な
い
、
多
民
族
・
多
言
語
の
国
家
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
先
住
民
グ
ル
ー
プ
が
差
別
や
支

配
に
苦
し
ん
で
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
法
の
下
に
公
的
な
平
等
を
も
た
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
旨
を
記
し
て
い
る
。
本
改
正
が
、
メ
キ

シ
コ
憲
法
の
長
い
歴
史
に
お
い
て
先
住
民
（
西
：indígena

）
と
い
う
言
葉
を
入
れ
た
初
め
て
の
改
正
と
な
っ
た（（2
（

。
こ
の
条
文
は
、
後
述
の

二
〇
〇
一
年
改
正
に
お
い
て
削
除
さ
れ
、
二
条
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

一
九
九
二
年
改
正
で
は
、
先
住
民
族
が
国
家
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
が
、
一
六
九
号
条
約
に
想
定
さ
れ
た
先
住
民
族
の
権

利
か
ら
す
れ
ば
不
十
分
で
あ
っ
た（（2
（

。
そ
こ
で
一
九
九
四
年
に
チ
ア
パ
ス
州
の
先
住
民
族
が
活
動
の
主
体
と
な
っ
た
サ
パ
テ
ィ
ス
タ
民
族
解

放
軍
が
武
装
蜂
起
し
、
権
利
の
訴
え
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
後
一
九
九
六
年
に
、
政
府
と
サ
パ
テ
ィ
ス
タ
民
族
解
放
軍
は
「
サ

ン
・
ア
ン
ド
レ
ス
合
意
」
を
締
結
し
た
。
サ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ス
合
意
で
は
、
公
的
行
政
体
（
西
：entidades de derecho público

）
と
し

て
、
先
住
民
族
を
認
め
る
項
目
を
加
え
る
案
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
大
統
領
は
承
認
し
な
か
っ
た（（2
（

。

　

サ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ス
合
意
に
は
、
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
憲
法
改
正
を
行
う
協
定
が
あ
り
、
合
意
を
守
る
た
め
に
二
〇
〇
一
年
に

憲
法
が
改
正
さ
れ
た
。
追
加
さ
れ
た
二
条
Ａ
項
は
、
国
家
の
統
一
か
ら
逸
脱
し
な
い
限
り
に
お
け
る
自
決
権
を
認
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
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先
住
民
族
に
様
々
な
自
治
権
が
与
え
ら
れ
た
。

　

二
条
Ｂ
項
は
、
政
府
が
先
住
民
族
の
平
等
、
権
利
の
保
障
義
務
を
示
し
、
同
条
同
項
Ⅱ
款
で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ⅸ
款
で
国
家
開
発

計
画
（
西
：Plan N

acional de D
esarrollo

）
の
立
案
に
関
し
て
先
住
民
族
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
一

六
年
改
正
で
は
、
同
条
同
項
Ⅸ
款
に
お
い
て
、
国
家
開
発
計
画
の
他
に
連
邦
機
関
、
自
治
体
機
関
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
領
土
の
境
界（（3
（

の

計
画
に
お
い
て
も
、
政
府
は
先
住
民
族
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
旨
を
示
し
、
憲
法
で
唯
一
、
協
議
の
権
利
に
つ
き
明
記
し
て
い
る
。

３　

二
〇
一
三
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
憲
法
改
正

　

メ
ガ
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
に
伴
う
社
会
的
紛
争
の
激
化
に
直
面
し
、
メ
キ
シ
コ
や
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
、

先
住
民
族
の
自
決
権
と
自
治
権
の
承
認
を
求
め
る
要
求
に
対
し
て
、
協
議
と
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
西
：

consentim
iento previo, libre e inform

ado

、
以
下
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
と
す
る
。）
が
主
要
な
対
応
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る（（3
（

。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
が
前
述
の
基
本
的
権
利
を
保
護
す
る
判
決
を
出
し
始
め
た
の
は
二
〇
一
三
年
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
国
に
は
協
議
と
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
を
規
定
す
る
国
内
法
は
な
い
た
め
、
州
の
当
局
は
一
般
的
に
、
先
住
民
族
開
発
の
た
め
の
国
家

委
員
会
（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
協
議
に
関
す
る
プ
ロ
ト
コ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
導
か
れ
て
き
た
。
二
〇
一
三
年
の
い
わ
ゆ

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
炭
化
水
素
、
電
気
産
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
源
に
つ
い
て
、
先
住
民
族
が
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
（
西
：concesión

、
委
譲
）
の
下
で
の
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
由
で
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
た
め
の
協
議
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
沿
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
に
関
連
し
た
い
く
つ
か
の
協
議
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
特
定
の
プ
ロ
ト
コ
ル
が
採
用
さ
れ
て
い
る（（3
（

。

　

そ
も
そ
も
一
九
一
七
年
憲
法
二
七
条
で
、
地
下
資
源
の
所
有
権
は
国
家
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
ま
だ
外
資
企
業

の
乗
り
入
れ
が
あ
り
、
本
来
的
な
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
果
た
せ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
三
八
年
に
石
油
産
業
が
完
全
に
国

有
化
さ
れ
Ｐ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
と
い
う
国
営
石
油
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
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し
か
し
、
資
金
不
足
や
組
織
運
営
の
非
効
率
化
、
さ
ら
に
は
一
九
九
二
年
Ｐ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
が
起
こ
し
た
大
き
な
爆
発
事
故
に
よ
り
、
改
革

の
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
天
然
ガ
ス
や
電
気
産
業
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
外
資
を
は

じ
め
と
す
る
外
部
の
企
業
に
開
か
れ
、
そ
の
後
二
〇
一
三
年
憲
法
が
改
正
さ
れ
た（（3
（

。

　

改
正
さ
れ
た
憲
法
を
見
て
い
く
と
、
憲
法
二
五
条
で
は
国
家
の
経
済
を
促
進
す
る
企
業
を
奨
励
す
る
と
し
、
憲
法
二
七
条
で
は
下
層
土

中
の
石
油
及
び
固
体
、
液
体
又
は
気
体
の
炭
化
水
素
の
場
合
に
は
、
国
家
の
財
産
は
不
可
侵
で
あ
り
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
せ
ず
、
い
か

な
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
国
有
を
維
持
し
つ
つ
も
、
国
が
生
産
性
の
高
い
国
有
企
業
へ
の
配
分
、
ま
た
は
そ
れ
ら

の
企
業
や
個
人
と
の
契
約（（3
（

を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
憲
法
の
改
正
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
ま
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
が
全
て
担
っ
て
い
た

石
油
・
天
然
ガ
ス
の
事
業
へ
の
民
間
の
参
入
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
の
憲
法
改
正
に
付
随
し
、
二
〇
一
四
年
に
炭
化
水
素
法
（
西
：Ley de H

idrocarburos

）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
法
（
西
：

Ley de la Industria Eléctrica

）
が
制
定
さ
れ
、
開
発
さ
れ
る
地
域
の
先
住
民
族
と
の
協
議
に
つ
い
て
も
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
炭
化
水

素
法
一
二
〇
条
で
は
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
産
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
開
発
さ
れ
る
地
域
社
会
及
び
先
住
民
の
利
益
及
び
権
利
を
考

慮
に
入
れ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
同
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
先
住
民
族
と
自
由
、
事
前
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
（
十
分

な
情
報
提
供
）
に
通
じ
た
協
議
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
法
一
一
条
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

の
義
務
と
し
て
合
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
先
住
民
族
と
の
協
議
を
挙
げ
、
同
法
一
一
九
条
で
は
開
発
さ
れ
る
地
域
社
会
や
先
住
民

の
利
益
や
権
利
を
考
慮
す
る
た
め
、
当
該
地
域
社
会
や
先
住
民
族
と
の
協
議
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

㈢　

小　

括

　

国
際
規
約
の
場
面
で
は
、
先
住
民
族
の
権
利
保
障
の
あ
り
様
が
論
点
と
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
一
〇
七
号
条
約
が
採
択
さ
れ
た
時
点

で
は
、
先
住
民
族
は
「
遅
れ
た
存
在
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
先
住
民
族
や
他
の
民
族
を
国
家
に
同
化
・
統
合
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
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こ
れ
に
は
、
当
初
か
ら
先
住
民
族
は
批
判
し
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
八
〇
年
代
に
「
先
住
民
族
や
他
の
民
族
」
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
一
九
八
九
年
に
一
六
九
号
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
各
民
族
の
独
自
の
文
化
・
伝
統
・
制
度
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の

手
段
と
し
て
「
協
議
権
」
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
国
に
よ
っ
て
は
一
六
九
号
条
約
に
お
け
る
権
利
義
務
の
遂
行
に
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
も

出
た
た
め
、
二
〇
〇
七
年
国
連
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
宣
言
で
は
、
協
議
権
の
適
用
範
囲
が
拡
大
し
た
の
み
で
な
く
、
宣
言
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
、
先
住
民
族
と
協
議
及
び
協
力
し
て
、
国
の
立
法
措
置
を
含
む
適
当
な
措
置
を
と
る
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
当
初
は
同
化
・
統
合
が
目
的
で
あ
っ
た
先
住
民
族
の
権
利
保
障
は
、
先
住
民
族
を
尊
重
し
、
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
に
関
し
て
協
議
を

通
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

メ
キ
シ
コ
の
国
内
規
範
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
一
九
一
七
年
の
連
邦
憲
法
か
ら
、
先
住
民
族
に
関
す
る
条
文
が
あ
り
、
一
九
九
二

年
以
降
連
邦
憲
法
が
先
住
民
族
の
様
々
な
権
利
保
護
を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
住
民
族
の
土
地
制
度
は
、
一
九
一
七
年
の
農
地
改

革
を
き
っ
か
け
に
「
共
同
体
」
と
「
エ
ヒ
ー
ド
」
と
い
う
二
つ
の
制
度
が
で
き
た
が
、
共
同
体
は
手
続
き
が
複
雑
で
エ
ヒ
ー
ド
と
い
う
制

度
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ヒ
ー
ド
は
、
十
分
な
土
地
や
水
を
持
た
な
い
集
団
に
土
地
を
提
供
す
る
授
与
単
位
で
集
団
に
土
地

を
割
り
当
て
る
方
法
で
あ
り
土
地
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
売
却
、
譲
渡
、
賃
貸
、
抵
当
権
設
定
ま
た
は
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
エ
ヒ
ー
ド
に
お
い
て
違
法
な
賃
貸
借
が
見
ら
れ
る
な
ど
問
題
が
起
き
た
。
そ
こ
で
、「
エ

ヒ
ー
ド
」
は
一
九
九
二
年
に
、
定
住
地
、
共
有
地
、
区
分
地
の
三
タ
イ
プ
に
細
分
化
さ
れ
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
九
二
年
に
、
一
六
九
号
条
約
の
批
准
を
し
て
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
先
住
民
族
と
い
う
概
念
及
び
様
々
な
権
利
は
連
邦
憲

法
に
追
加
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
点
で
先
住
民
族
は
メ
キ
シ
コ
国
家
に
と
っ
て
同
化
・
統
合
の
対
象
と
さ
れ
た
た
め
、
自
決

権
を
想
定
し
て
い
た
一
六
九
号
条
約
と
は
合
致
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
一
年
に
憲
法
改
正
が
さ
れ
、
可
能
な
限
り
で
先
住
民
族
に

自
決
権
や
自
治
権
が
与
え
ら
れ
た
。
加
え
て
、
二
〇
一
三
年
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
憲
法
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
に
付
随
し
て
炭
化

水
素
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
、
開
発
等
に
よ
っ
て
先
住
民
族
が
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
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ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
た
め
の
協
議
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
際
規
範
が
先
住
民
族
保
障
を
確
立
し
て
い
く
中
メ
キ
シ
コ
の
国
内
法
は
追
随
し
て
改
正
を
重
ね
て
い
る
が
、
可
能
な

限
り
に
そ
の
保
障
を
と
ど
め
て
い
る
。

三　

協
議
権
と
コ
ン
セ
ン
ト

㈠　

協
議
権

１　

協
議
権
の
内
容

　

協
議
は
、
先
住
民
族
が
自
己
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
決
定
に
参
加
す
る
た
め
の
手
段（（3
（

で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
由
、
事
前
、
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
（
十
分
な
情
報
提
供
）
の
協
議
の
適
用
は
、
先
住
民
族
の
自
治
権
、
独
自
の
文
化
に
対
す
る
権
利
、
お
よ
び
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
自
決
権
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る（（3
（

。
協
議
権
は
一
六
九
号
条
約
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
り
、
一
九
九
三
年
の
世
界
人
権
会

議
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
及
び
行
動
計
画
で
は
、
国
家
は
社
会
の
様
々
な
側
面
、
特
に
先
住
民
族
が
関
わ
る
事
項
に
お
い
て
先
住
民
族

の
自
由
な
参
加
を
保
証
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
の
国
連
宣
言
に
お
い
て
も
協
議
権
は
明
記
さ
れ
た（（3
（

。

　

米
州
人
権
裁
判
所
のK

ichw
a de Sarayaku V

s. Ecuador
（
以
下
、Sarayaku

判
決
と
す
る（（3
（

。）
に
お
い
て
、
協
議
は
形
式
的
な
手
続

き
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
本
当
の
意
味
で
の
参
加
の
手
段
」
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、「
当
事
者
間
の
対
話

は
、
相
互
信
頼
と
尊
重
の
原
則
に
基
づ
き
、
当
事
者
間
の
合
意
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
点
に
も
注
意
が
必
要
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
、「
領
域
内
の
開
発
計
画
や
投
資
計
画
へ
の
先
住
民
族
構
成
員
の
効
果
的
な
参
加
を
保
証

す
る
た
め
に
、
国
は
、
当
事
者
間
の
継
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
の
中
で
、
民
族
の
慣
習
や
伝
統
に
従
っ
て
、
積
極
的
か
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つ
十
分
な
情
報
に
基
づ
い
た
上
で
、
民
族
と
協
議
す
る
義
務
」
が
あ
り
、「
協
議
は
誠
意
を
持
っ
て
、
文
化
的
に
適
切
な
手
続
き
を
経
て

行
わ
れ
、
合
意
に
達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
加
え
て
、「
開
発
や
投
資
計
画
の
初
期
段
階
で
、

先
住
民
族
の
承
認
を
得
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
の
み
で
は
な
く
、
先
住
民
族
の
伝
統
に
従
っ
て
、
構
成
員
ら
や
先
住
民
族
に
相
談
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
協
議
を
彼
ら
の
伝
統
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

　

一
六
九
号
条
約
、
国
連
宣
言
、
メ
キ
シ
コ
の
連
邦
憲
法
の
条
文
を
み
る
と
、
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る

こ
と
を
要
件
と
す
る
協
議
と
、
要
件
と
し
て
い
な
い
協
議
の
規
定
が
存
在
す
る
。
一
六
九
号
条
約
六
条
一
項
ａ
号
で
は
先
住
民
族
に
直
接

影
響
の
あ
る
法
的
・
行
政
的
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
の
協
議
権
を
定
め
て
お
り
、
同
条
二
項
で
、
合
意
（
西
：acuerdo

）
又
は
コ

ン
セ
ン
ト
（
西
：consentim

iento
）
を
達
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
が
保
有
す
る
鉱
物
も
し
く
は
地
下
資

源
の
探
査
や
開
発
に
お
い
て
先
住
民
族
に
影
響
が
あ
る
場
合
（
一
五
条
二
項
）、
先
住
民
族
の
土
地
や
土
地
の
権
利
の
譲
渡
に
関
す
る
資
格

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
る
場
合
（
一
七
条
二
項
三
項
）、
職
業
訓
練
を
計
画
す
る
場
合
、
一
六
九
号
条
約
二
七
条
の
教
育
計
画
や
サ
ー
ビ

ス
行
う
場
合
（
二
二
条
）、
固
有
の
言
語
の
教
育
を
行
う
場
合
（
二
八
条
一
項
）
に
関
し
て
は
合
意
や
コ
ン
セ
ン
ト
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
国
連
宣
言
に
お
い
て
も
、
一
九
条
で
先
住
民
族
に
影
響
す
る
立
法
・
行
政
措
置
に
関
し
て
は
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
目
的
と
し
た
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
三
二
条
で
も
、
資
源
の
開
発
・
利
用
・
採
掘
に
関
し
て
先
住
民
族

が
影
響
を
受
け
る
場
合
に
も
同
様
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
他
方
、
三
〇
条
の
軍
事
活
動
で
先
住
民
族
の
土
地

や
領
域
を
使
用
す
る
場
合
、
三
六
条
の
先
住
民
族
が
国
境
を
超
え
る
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
お
い
て
、
協
議
の
規
定
は
あ
る
も
の
の
自

由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
明
記
は
な
い
。

　

国
連
宣
言
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
要
件
と
せ
ず
協
議
を
求
め
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
規
定
は
、
先
住
民
族
を
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

に
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
求
め
る
も
の
は
「
結
果
」
を
重
視
し
先

住
民
族
自
ら
が
効
果
的
に
決
定
で
き
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る（（3
（

。
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メ
キ
シ
コ
の
国
内
規
範
で
は
、
連
邦
憲
法
二
条
Ｂ
項
本
文
で
、
連
邦
、
国
家
及
び
市
町
村
が
先
住
民
族
の
平
等
な
機
会
を
促
進
し
て
権

利
の
有
効
性
を
保
証
す
る
旨
、
Ⅸ
款
で
国
家
開
発
計
画
や
自
治
体
の
計
画
作
成
に
お
い
て
の
協
議
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
自
由
で
事
前
の

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

２　

協
議
権
の
対
象

　

メ
キ
シ
コ
の
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
二
〇
一
六
年
の
判
決（（4
（

で
、
国
連
の
特
別
報
告
者
の
報
告（（4
（

を
引
用
し
て
、
先
住
民
族
の
協
議
権
は
、

当
該
民
族
の
構
成
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
憲
法
上
の
権
利
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
当
権
利
は
、
先
住
民
族

が
関
与
し
て
い
る
場
合
に
協
議
権
を
認
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
の
行
為
が
先
住
民
族
の
集
団
生
活
や
環
境
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
考
慮
さ
れ
る

べ
き
事
情
と
し
て
は
（
ⅰ
）
先
祖
代
々
の
領
土
の
喪
失
、（
ⅱ
）
先
祖
代
々
の
領
土
か
ら
の
立
ち
退
き
、（
ⅲ
）
再
定
住
の
可
能
性
、

（
ⅳ
）
先
祖
代
々
の
生
活
に
必
要
な
資
源
の
枯
渇
、（
ⅴ
）
先
祖
代
々
の
領
土
や
そ
の
天
然
資
源
の
破
壊
や
汚
染
、（
ⅵ
）
社
会
的
・
地
域

社
会
の
混
乱
、（
ⅶ
）
健
康
や
栄
養
面
で
の
悪
影
響
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
行
政
行
為
の
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
許
可
、
認
可
、
計
画
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
生
態
学
的
秩
序
と
領
域
の
計
画
、
自
然
保

護
区
の
作
成
、
特
に
民
族
、
先
祖
代
々
の
領
土
や
そ
の
天
然
資
源
に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
は
、
協
議
を
行
う
義
務
が
発
生
す
る（（4
（

。

３　

協
議
権
の
当
事
者

　

メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
委
員
会（（4
（

（
西
：Com

isión N
acional de los D

erechos H
um
anos

、CN
D
H

）
は
、
協
議
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

次
の
者
が
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（4
（

と
定
め
て
い
る（（4
（

。

（
ⅰ
）�　

責
任
当
局
（
西
：autoridad responsable

）	
�

先
住
民
族
に
影
響
を
与
え
る
行
為
を
お
こ
な
う
当
局
。
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（
ⅱ
）�　

保
証
機
関
（
西
：órgano garante

）	
�

国
家
人
権
委
員
会
自
身
の
よ
う
に
、
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
参
加
す
る
、
協
議
プ
ロ
セ
ス

の
外
部
機
関
。

（
ⅲ
）�　

技
術
機
関
（
西
：órgano técnico

）	
�

協
議
の
過
程
で
責
任
当
局
の
た
め
に
準
備
し
、
全
国
先
住
民
開
発
委
員
会
の
よ
う
な
技
術
的
・
方
法
論
的
な
情
報
を
提
供
す
る

機
関
。

（
ⅳ
）�　

技
術
諮
問
委
員
会
（
西
：com

ité técnico asesor

）	�

三
権
分
立
の
関
係
の
よ
う
な
、
具
体
的
な
事
案
に
精
通
し
た
当
局
で
構
成
さ
れ
る
合
議
体
。

（
ⅴ
）�　

学
識
者
諮
問
委
員
会
（
西
：grupo asesor de la academ

ia

）	�

必
要
に
応
じ
て
協
議
を
受
け
た
民
族
を
支
援
す
る
役
割
を
担
う
機
関
。

（
ⅵ
）�　

市
民
社
会
団
体
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
西
：organizaciones de la sociedad civil

）	
�

上
記
同
様
に
支
援
す
る
役
割
を
担
う
機
関
。

　

ま
た
、
炭
化
水
素
法
一
〇
〇
条
で
は
、
炭
化
水
素
の
探
査
や
抽
出
を
行
う
た
め
に
必
要
な
土
地
、
財
産
、
権
利
の
使
用
、
享
受
、
影
響

評
価
、
条
件
設
定
に
は
、
当
該
土
地
、
財
産
、
権
利
の
所
有
者
（
西
：propietarios

）
ま
た
は
名
義
人
（
西
：titulares

）
と
、
譲
受
人

（
西
：asignatarios

）
ま
た
は
請
負
人
（
西
：contratistas

）
と
の
間
で
交
渉
し
、
合
意
す
る
も
の
と
し
て
炭
化
水
素
探
査
や
抽
出
に
お
け
る

協
議
の
必
要
性
を
明
記
し
て
お
り
、
一
一
一
条
Ⅲ
項
で
は
、
協
議
に
社
会
的
証
人
（
西
：testigos sociales

）
の
参
加
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
に
お
い
て
も
一
一
条X

X
V
III

項
、
お
よ
び
七
四
条
で
は
、
電
機
事
業
の
場
合
に
お
い
て
も
炭
化
水
素
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事
業
同
様
、
必
要
と
さ
れ
る
協
議
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
社
会
的
保
証
人
の
参
加
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
証
人
と
は
、
協
議
の
プ
ロ
セ

ス
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
の
責
任
を
持
つ
、
プ
ロ
セ
ス
外
の
者
で
あ
り
、
そ
の
参
加
費
用
は
、
譲
受
人（（4
（

や
請
負
人（（4
（

、

電
気
事
業
法
で
は
利
害
関
係
人
（
西
：interesados

）
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
炭
化
水
素
法
八
六
条
）。
つ
ま
り
炭
化
水
素
事
業
、

電
気
事
業
を
問
わ
ず
協
議
の
費
用
負
担
は
事
業
計
画
の
実
施
側
と
な
っ
て
お
り
、
先
住
民
族
自
身
や
先
住
民
族
の
領
域
や
領
域
内
の
資
源

が
影
響
を
受
け
る
場
合
に
は
、
先
住
民
族
側
に
費
用
負
担
は
課
さ
れ
な
い
。

４　

協
議
権
の
特
徴

　

協
議
は
自
由
（
西
：libre
）、
事
前
（
西
：previa

）、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
（
西
：inform

ada

）、
誠
意
（
西
：buena fe

）、
適
切
（
西
：

adecuada

）
か
つ
ア
ク
セ
ス
可
能
な
（
西
：accesible

）
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（4
（

。
本
節
で
は
、
各
々
の
特
徴
に
つ
き
検
討
を
加
え
て

い
く
。

⑴
　
自
由
と
誠
意

　

一
六
九
号
条
約
六
条
一
項
ｂ
号
で
は
、
先
住
民
族
に
影
響
を
及
ぼ
す
計
画
や
政
策
に
お
い
て
協
議
に
よ
っ
て
先
住
民
族
は
意
思
決
定
の

全
て
の
段
階
で
地
域
の
他
の
住
民
と
同
程
度
に
自
由
に
参
加
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
条
で
は
例
外
的
に
強
制
移
住
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
要
件
と
し
た
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
記
し
た
。

　

自
由
と
は
、
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
強
制
や
圧
力
が
な
い
こ
と
で
あ
る（（4
（

。
し
か
し
、
米
州
人
権
委
員
会
（
西
：Com

isión Interam
ericana 

de D
erechos H

um
anos

、CID
H

）
は
、
先
住
民
族
と
の
協
議
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有
責
企
業
が
雇
っ
た
民
間
の
警
備
員
や
、
時

に
は
公
安
部
隊
に
よ
っ
て
、
先
住
民
族
が
嫌
が
ら
せ
や
暴
力
を
受
け
る
環
境
の
中
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る（（5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
実
状
を
踏
ま
え
、
メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
委
員
会
は
、
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
は
外
部
か
ら
の
干
渉
を
受
け
ず
、
基
本
的
な
社

会
サ
ー
ビ
ス
を
制
約
し
た
り
、
開
発
か
貧
困
と
差
別
の
継
続
か
の
選
択
を
さ
せ
た
り
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
協
議
の
対
象
を
分
断
し
て
刑
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事
事
件
に
す
る
よ
う
な
「
強
制
、
脅
迫
、
操
作
」
を
受
け
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る（（5
（

。

　

自
由
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
一
六
九
号
条
約
六
条
二
項
で
は
、
協
議
は
誠
意
を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
政
府
は
、
先
住
民
族
自
身
も
し
く
は
先
住
民
族
の
領
域
や
資
源
に
影
響
の
あ
る
立
法
も
し
く
は
行
政
措
置
に
関
連
す
る
す
べ
て
の

情
報
を
先
住
民
族
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
受
け
る
か
に
つ
い
て
も
誠
意
を
持
っ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る（（5
（

。

　

米
州
人
権
裁
判
所
は
、
誠
意
を
持
っ
た
協
議
に
つ
い
て
、Sarayaku

判
決
に
お
い
て
、
相
互
信
頼
と
尊
敬
の
原
則
に
基
づ
き
当
事
者

間
の
合
意
に
達
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、
当
事
者
間
の
対
話
を
確
立
す
る
と
い
う
究
極
の
目
的
に
応
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
た
。
ま
た
「
相
互
信
頼
の
風
土
」
と
「
誠
実
さ
」
は
、
先
住
民
族
と
の
協
議
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
国
、
ま
た
は
国
の
承
認

や
同
意
を
得
て
行
動
す
る
代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る
い
か
な
る
種
類
の
強
制
も
な
い
こ
と
を
必
要
と
し
、
誠
意
あ
る
協
議
は
、
影
響
を
受

け
た
民
族
の
社
会
的
結
束
を
崩
壊
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
慣
行
と
は
相
容
れ
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
当
該
事
案
の
事
前
の
協
議
に
お
い

て
、
石
油
の
抽
出
・
掘
削
に
関
し
て
石
油
会
社
に
許
可
を
出
し
た
国
自
身
が
当
事
者
と
な
っ
て
協
議
を
行
う
義
務
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
当
該

石
油
会
社
の
下
請
け
会
社
に
調
査
を
依
頼
し
た
こ
と
、
ま
た
国
が
当
該
領
域
に
一
定
の
時
間
帯
武
装
勢
力
の
警
備
を
配
置
し
た
と
い
う
事

実
か
ら
、「
相
互
信
頼
の
風
土
」
も
「
誠
実
さ
」
も
な
い
と
判
断
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
委
員
会
も
、Sarayaku

判
決
や
国
連
に
お
い
て
「
協
議
は
誠
意
を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（5
（

」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
一
般
勧
告（（5
（

の
中
で
支
持
し
て
い
る
。

⑵
　
事
　
前

　

一
六
九
号
条
約
一
五
条
二
項
で
は
、
国
家
が
所
有
者
も
し
く
は
権
利
を
持
つ
鉱
物
、
地
下
資
源
、
土
地
を
探
査
又
は
開
発
の
計
画
を
実

施
す
る
か
許
可
を
与
え
る
前
に
、
影
響
を
受
け
る
先
住
民
族
と
協
議
の
手
続
き
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
国
連
宣
言
に

お
い
て
も
一
〇
条
（
強
制
移
住
）
一
一
条
（
文
化
的
伝
統
と
慣
習
の
権
利
）、
二
八
条
（
没
収
さ
れ
た
土
地
へ
の
救
済
措
置
）、
一
九
条
（
先
住
民
族
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に
影
響
す
る
立
法
・
行
政
措
置
）、
二
九
条
（
有
害
物
質
の
貯
蔵
及
び
処
分
）
に
お
い
て
事
前
の
原
則
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
の
国
連
先
住
民
常
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
議
で
は
、
活
動
の
認
可
や
開
始
に
先
立
っ
て
十
分
な
合
意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
先
住
民
の
協
議
・
合
意
プ
ロ
セ
ス
の
時
間
要
件
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
べ
き
で
あ
る（（5
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
委
員
会
は
、
先
住
民
族
の
協
議
は
、
利
害
関
係
者
に
「
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
決
定
」
を
伝
え
る
手
段
で
は
な
く
、
先
住
民
族
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
国
家
の
行
動
に
先
住
民
族
を
参
加
さ
せ
、
先
住
民

族
の
影
響
力
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
段
階
か
ら
先
住
民
族
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
国
家
の
義
務

で
あ
る（（5
（

と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
メ
キ
シ
コ
の
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
も
、
先
住
民
族
に
影
響
の
あ
る
計
画
に
関
し
て
、
問
題
と
な
る

管
轄
区
域
内
の
全
て
の
当
局
に
事
前
の
協
議
を
行
う
義
務
が
必
要
で
あ
り
、
協
議
を
行
う
義
務
に
関
し
て
は
先
住
民
族
の
権
利
が
実
際
に

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
判
決
も
あ
っ
た（（5
（

。

　

ま
た
、
仮
に
工
事
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
工
事
が
完
了
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
自
由
の
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
協
議
プ
ロ
セ
ス
を
開
始
す
る
べ
き
で
あ
り
、
協
議
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
影

響
を
受
け
た
場
所
に
関
し
て
修
復
す
る
義
務
が
生
じ
る（（5
（

。

⑶
　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

　

一
六
九
号
条
約
で
は
、
一
六
条
二
項
（
強
制
移
住
）、
二
〇
条
三
項
ａ
号
（
労
働
法
に
お
け
る
権
利
）
に
お
い
て
の
協
議
の
み
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
財
産
や
資
源
な
ど
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ン
ト
（
同
意
）
の
明
記
は
あ
る
も
の
の
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
の
要
件
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
連
宣
言
で
は
、
一
〇
条
（
強
制
移
住
）、
一
一
条
（
文
化
的
伝
統
と
慣
習
の
権

利
）、
一
九
条
（
先
住
民
族
に
影
響
す
る
立
法
・
行
政
措
置
）、
二
八
条
（
没
収
さ
れ
た
土
地
へ
の
救
済
措
置
）、
二
九
条
（
有
害
物
質
の
廃
棄
・
処
理
）、

三
二
条
（
先
住
民
族
の
領
域
・
資
源
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
の
原
則
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

米
州
人
権
裁
判
所
は
、Sarayaku

判
決
で
、
先
住
民
族
が
環
境
や
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
含
め
、
提
案
さ
れ
て
い
る
開
発
や
投
資
計
画
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に
お
い
て
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
協
議
は
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要

で
あ
り
、
事
前
協
議
は
、
当
事
者
間
の
絶
え
間
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
味
す
る
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
、
国
は
、
先
住
民
族
が
、

開
発
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
環
境
上
や
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
受
け
る
可
能
性
を
十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
適
切
な
意
思
決
定
で

き
る
よ
う
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
先
住
民
族
も
、
権
利
や
生
活
が
当
該
計
画
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
に
も
、
彼
ら
は
必
要
な
す
べ
て
の
文
書
を
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（5
（

。

　

国
連
先
住
民
常
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
で
あ
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
次
の
七
項
目
を
確
実
に
先
住
民
族
が
認
識
で

き
る
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
ⅰ
）�　

提
案
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
活
動
の
性
質
、
規
模
、
ペ
ー
ス
、
可
逆
性
、
範
囲
。

（
ⅱ
）�　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
／
ま
た
は
活
動
の
理
由
ま
た
は
目
的
。

（
ⅲ
）�　

上
記
の
期
間
。

（
ⅳ
）�　

影
響
を
受
け
る
地
域
の
所
在
地
。

（
ⅴ
）�　

潜
在
的
な
リ
ス
ク
や
予
防
原
則
を
尊
重
す
る
文
脈
で
の
公
正
か
つ
衡
平
な
利
益
配
分
を
含
む
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、

環
境
的
影
響
の
可
能
性
の
予
備
的
な
評
価
。

（
ⅵ
）�　

提
案
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
関
与
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
員
（
先
住
民
族
、
民
間
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
、
研
究
機
関
、
政

府
職
員
を
含
む
）。

（
ⅶ
）�　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
含
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
手
続
き（（6
（

。

　

メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
委
員
会
は
、Sarayaku

判
決
、
国
連
先
住
民
常
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
支
持
し
つ
つ
、
加
え
て
協
議
の
中
で
「
真
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の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
」（
西
：m

odelo de verdadera asociación

）
を
採
用
す
べ
き
で
あ
り
、
影
響
を
受
け
る
地
域
の
先
住
民
族

は
、
関
係
す
る
先
住
民
族
の
権
利
を
保
障
す
る
協
定
を
通
じ
て
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
利
益
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る（（6
（

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
同
し
て
適
切
な
情
報
を
先
住
民
族
と
国
の
双
方
が
発
信
し
て
、
情
報
を
適
切
に
得
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

⑷
　
適
切
で
ア
ク
セ
ス
可
能

　

一
六
九
号
条
約
六
条
一
項
ａ
号
で
は
、
先
住
民
族
に
影
響
の
あ
る
立
法
又
は
行
政
措
置
が
検
討
さ
れ
る
と
き
は
「
常
に
適
切
な
手
続
、

特
に
そ
の
代
表
的
団
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
人
民
と
協
議
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
九
号
条
約
一
二
条
で
は
、
先
住
民

族
は
、
個
人
的
に
も
代
表
機
関
を
通
じ
て
も
権
利
保
護
の
た
め
に
法
的
手
続
き
（
西
：procedim

ientos legales

（
（6
（

）
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
法
的
手
続
き
で
は
、
先
住
民
族
が
理
解
し
、
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
通
訳
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る
旨
明
記
し
て
い
る
。

　

適
切
な
手
続
き
と
は
、
先
住
民
族
の
文
化
に
適
し
て
い
る
こ
と
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
措
置
に
関
す
る
合
意
ま
た
は
コ

ン
セ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
適
切
な
手
続
き
の
モ
デ
ル
は
一
つ
で
は
な
く
、
国
の
事
情
、
関

係
す
る
先
住
民
族
の
事
情
、
及
び
協
議
の
対
象
と
な
る
措
置
の
性
質
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（6
（

。
協
議
プ
ロ
セ
ス
自
体
に
関
し
て
は
、

情
報
交
換
を
促
進
し
、
使
用
さ
れ
る
手
続
き
が
す
べ
て
の
当
事
者
に
よ
っ
て
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
関

係
す
る
様
々
な
先
住
民
族
の
意
見
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る（（6
（

。
メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
員
会
は
、
手
続
き
に
は
（
先
住
民
族
の
）
集

会
や
長
会
議
（
西
：consejos de principales

）、
特
に
彼
ら
の
代
表
機
関
を
通
じ
で
行
わ
れ
る（（6
（

と
し
て
お
り
、
米
州
人
権
裁
判
所
の

Saram
aka People v. Surinam

e

事
案
（
以
下
、Saram

aka

判
決
と
す
る（（6
（

。）
を
引
用
し
て
、「
文
化
的
妥
当
性
と
は
、
先
住
民
族
を
代
表

す
る
機
関
が
、（
先
住
民
族
独
自
の
）
選
出
方
法
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
し
た
。

　

ア
ク
セ
ス
可
能
と
は
、
先
住
民
族
が
利
用
で
き
、
理
解
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
言
語
に
お
い
て
は
、
先
住
民
族
は
独
自
の
言

語
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
多
い（（6
（

た
め
、
協
議
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
み
で
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
々
の
先
住
民
族
の
言
語
を
尊
重
す
べ
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き
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
で
は
ア
ク
セ
ス
可
能
の
要
件
の
達
成
に
関
し
て
、
メ
キ
シ
コ
国
内
の
先
住
民
族
の
言
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
翻
訳

者
・
通
訳
者
の
育
成
を
は
じ
め
と
し
て
先
住
民
族
言
語
の
保
護
や
促
進
を
担
う
国
立
先
住
民
言
語
研
究
所
（
西
：Instituto N

acional de 

Lenguas Indígenas, IN
A
LI

）
が
重
要
な
役
割
を
示
し
て
い
る
。

　

Sarayaku
判
決
で
は
、
石
油
会
社
が
先
住
民
族
の
組
織
の
形
を
尊
重
せ
ず
にK

ichw
a de Sarayaku

族
の
一
部
の
人
々
と
直
接
関
係

を
持
つ
こ
と
を
試
み
て
お
り
、
さ
ら
に
国
が
石
油
会
社
に
事
前
協
議
プ
ロ
セ
ス
を
委
任
す
る
形
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
該
協
議
は

適
切
か
つ
ア
ク
セ
ス
可
能
な
協
議
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
に
適
切
か
つ
ア
ク
セ
ス
可
能
な
協
議
は
、
先
住
民
族
の
権
利

保
護
に
お
い
て
、
民
族
個
々
の
慣
習
や
伝
統
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
り
、
統
一
し
た
基
準
を
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

㈡　

コ
ン
セ
ン
ト

１　

コ
ン
セ
ン
ト
と
は

　

一
六
九
号
条
約
六
条
二
項
で
は
、
協
議
は
提
案
さ
れ
た
措
置
に
合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
又
は
コ
ン
セ
ン
ト
（
同
意
）
が
達
成
さ
れ
た
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
協
議
権
と
は
協
議
の
み
を
行
え
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
目
的
と
し
て
合
意
も
し
く
は
コ
ン

セ
ン
ト
を
得
る
必
要
が
あ
る（（6
（

。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
法
的
支
配
促
進
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体D

ue Process of Law
 Foundation

（D
PLF

）
は
、
影
響
を
受
け
る
先
住
民
族
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
、
先
住
民
族
と
国
際
基
準
を
尊
重
す
る
あ
ら
ゆ
る
協
議
が
追
求
す
べ
き
究
極

の
目
的
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
探
求
が
協
議
プ
ロ
セ
ス
の
真
の
目
的
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
協
議
は
有
効
で
は
な
い
と

し
て
コ
ン
セ
ン
ト
の
達
成
の
な
い
協
議
は
有
効
で
な
い
と
し
て
い
る
。
加
え
て
一
六
九
号
条
約
で
は
、
土
地
か
ら
強
制
的
に
先
住
民
族
を

移
転
さ
せ
る
場
合
（
一
六
条
一
項
、
二
項
）
に
つ
い
て
も
同
様
に
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

　

国
連
宣
言
で
は
、
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
な
し
に
は
、
先
住
民
族
の
強
制
移
住
は
認
め
ら
れ
ず
（
一
〇
条
）、
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同
様
の
コ
ン
セ
ン
ト
な
し
に
奪
取
さ
れ
た
先
住
民
族
の
財
産
に
は
救
済
が
必
要
で
あ
る
（
一
一
条
）
と
し
て
お
り
、
先
住
民
族
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
立
法
・
行
政
措
置
に
つ
い
て
は
同
様
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
が
必
要
で
あ
る
（
一
九

条
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
の
コ
ン
セ
ン
ト
な
し
に
先
住
民
族
の
領
域
や
資
源
が
利
用
等
さ
れ
た
場
合
（
二
八
条
）
や
有
害
物
質
の

廃
棄
が
行
わ
れ
先
住
民
族
の
領
域
等
に
影
響
が
出
た
場
合
（
二
九
条
）
に
先
住
民
族
は
救
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
と
し
て
お
り
、
国

が
先
住
民
族
の
資
源
を
開
発
・
利
用
・
掘
削
す
る
許
可
を
与
え
る
場
合
に
は
同
様
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
が
必

要
（
三
二
条
二
項
）
と
記
し
て
い
る
。

　

国
連
は
、「
協
議
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
原
則
は
、
国
家
と
先
住
民
族
が
コ
ン
セ
ン
ト
に
向
け
て
誠
実
に
働
き
、
満
足
の
い
く
合
意
に
到
達

す
る
た
め
の
真
剣
な
努
力
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
対
話
を
生
み
出
す（（6
（

」
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
し
て
、
先
住
民
族
に
よ
る
自
決
権
の
行
使
に
と
っ
て
不
可
欠
な
部
分
か
つ
、
土
地
、
領
域
、
資
源
に
対
す
る
先

住
民
族
ら
の
権
利
の
中
核
的
な
要
素
で
あ
り
、
公
平
な
解
決
と
進
化
的
発
展
に
つ
な
が
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る（（7
（

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
由

で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
主
に
以
下
の
範
囲
で
必
要
と
し
て
い
る
。

（
ⅰ
）�　

先
住
民
族
の
聖
地
を
含
む
土
着
の
領
土
の
開
発
や
利
用
（
考
古
学
的
探
査
も
含
ま
れ
る
）。

（
ⅱ
）�　

国
家
と
先
住
民
族
や
部
族
間
の
条
約
や
協
定
等
に
関
す
る
決
定
。

（
ⅲ
）�　

先
住
民
族
の
領
域
、
資
源
の
探
査
、
開
発
、
利
用
に
つ
な
が
る
採
鉱
産
業
、
保
全
、
水
力
発
電
の
開
発
、
そ
の
他
の
開
発
及

び
観
光
活
動
に
つ
い
て
。

（
ⅳ
）�　

先
住
民
族
の
生
物
資
源
、
遺
伝
資
源
、
伝
統
的
知
識
を
含
む
天
然
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
の
探
査
、
開
発
、

利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

（
ⅴ
）�　

先
住
民
族
を
対
象
と
す
る
、
ま
た
は
、
先
住
民
族
に
影
響
が
出
る
可
能
性
の
あ
る
評
価
、
計
画
、
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
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採
点
と
終
了
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ク
ル
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

（
ⅵ
）�　

国
連
機
関
及
び
そ
の
他
の
政
府
組
織
が
先
住
民
族
の
領
域
で
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
に
関
す
る
調
査
を
行
う
場
合
。

（
ⅶ
）�　

先
住
民
族
を
目
的
と
す
る
、
ま
た
は
影
響
を
与
え
る
政
策
や
法
律
が
採
用
さ
れ
る
場
合
。

（
ⅷ
）�　

先
住
民
族
や
先
住
民
族
の
子
供
の
連
れ
去
り
、
移
住
、
ま
た
は
伝
統
的
な
領
土
か
ら
の
移
転
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
政

策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
用
さ
れ
る
場
合（（7
（

。

　

コ
ン
セ
ン
ト
は
影
響
を
受
け
る
人
々
や
先
住
民
族
に
代
わ
っ
て
コ
ン
セ
ン
ト
を
表
明
す
る
権
限
の
あ
る
代
表
機
関
が
、
問
題
と
な
る
活

動
の
開
始
ま
た
は
承
認
に
先
立
っ
て
達
成
す
る（（7
（

。
加
え
て
、
先
住
民
族
に
提
供
さ
れ
る
情
報
は
、
正
確
か
つ
先
住
民
族
の
口
承
と
そ
の
言

語
を
考
慮
し
た
形
で
利
用
可
能
で
適
切
で
理
解
し
や
す
い
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（7
（

。

　

メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
委
員
会
は
、
協
議
と
コ
ン
セ
ン
ト
を
区
別
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
方
が
そ
の
基
準
は
高
い
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
事
前
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
、「
当
事
者
を
拘
束
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
に
達
す
る
こ
と
を
前
提
に
活
性
化
さ
れ
て
い
る
。

当
局
は
、
協
議
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
コ
ン
セ
ン
ト
を
一
方
的
に
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
…
…
先
住
民
族
に
事

前
協
議
の
権
利
を
効
果
的
に
保
障
す
る
方
法
は
、
国
の
事
業
の
実
施
が
、
協
議
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
ト
の
結
果
と
し
て
の
み
実

行
可
能
と
な
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い（（7
（

」
と
し
、
協
議
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
ト
の
重
要
性
を
述
べ
て

い
る
。

２　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
義
務
は
拒
否
権
に
当
た
る
か

　

こ
こ
で
、
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
義
務
に
関
し
て
、
先
住
民
族
の
拒
否
権
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
に
検
討
を
加
え
て
お
く
。
こ
の
問
題
は
、
協
議
権
の
特
徴
で
あ
る
合
意
を
求
め
る
権
利
同
様
、
国
家
が
領
域
に
お
い
て
の
最
終

決
定
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と（（7
（

や
、
拒
否
権
を
認
め
る
こ
と
で
異
な
る
市
民
階
層
を
創
設
す
る
懸
念
か
ら
生
ま
れ
る
問
題
で
あ
る（（7
（

。
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国
連
宣
言
に
関
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
先
住
民
族
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
を
支
持
し
つ
つ
も
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
同
様
の
立
場
に
立
っ
て
い
る（（7
（

。
ま
た
、
カ
ナ
ダ

も
国
連
宣
言
を
支
持
し
な
が
ら
も
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
拒
否
権
を
含
ま
な
い
協
議
の
義
務
範
囲
（
合
意
に

至
る
目
的
）
で
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る（（7
（

。

　

し
か
し
、
先
住
民
族
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
事
案
も
存
在
す
る
。
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
先
住
民
族
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

大
規
模
な
開
発
や
投
資
計
画
の
場
合
、
国
は
慣
習
や
伝
統
に
従
っ
て
、
協
議
す
る
の
み
で
な
く
、
当
該
先
住
民
族
の
自
由
で
事
前
の
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
義
務
が
あ
る
と
し
て（（7
（

、「
協
議
」
と
「
同
意
」
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
最
高
裁
判
所
は
、
先
住
民
保
留
地
の
一
部
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
一
以
上
の
先
住
民
族
、
二
つ
の
ア
フ
ロ
共
同
体
に
影
響
を

与
え
民
族
の
先
祖
代
々
の
領
域
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
事
案（（8
（

に
お
い
て
、
米
州
裁
判
所
の
前
述
判
断
を
引
用

し
、「
ア
フ
ロ
共
同
体
や
先
住
民
族
の
領
域
内
で
よ
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
大
規
模
な
開
発
や
投
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
先

住
民
族
と
協
議
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
慣
習
や
伝
統
に
従
っ
て
、
当
該
先
住
民
族
の
自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
国
の
義
務
で
あ
る
」
と
し
て
、
民
族
に
影
響
が
出
る
可
能
性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
関
し
て
は
、

自
由
で
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
要
件
と
な
る
旨
判
示
し
た
。

　

こ
の
議
論
に
関
し
て
国
連
は
、
協
議
の
義
務
と
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
し
て
先
住
民
族
が
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
阻
止
す
る
た
め
の
「
拒
否

権
」
を
持
っ
て
い
る
か
を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
「
遺
憾
に
思
う（（8
（

」
と
し
て
、
拒
否
権
か
否
か
で
は
な
く
権
利

の
本
質
を
重
視
し
て
い
る
。

　

メ
キ
シ
コ
の
国
家
人
権
員
会
は
、「
国
と
先
住
民
族
・
民
族
と
の
対
話
に
よ
り
、
国
の
決
定
事
項
の
採
択
に
先
住
民
族
の
意
見
や
ビ
ジ

ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る（（8
（

」
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、「
立
法
・
行
政
措
置
の
拒
否
権
、
先
住
民
族
の
協
議
の
拒
否
権
は
、

こ
の
権
利
の
内
容
に
は
含
ま
れ
な
い（（8
（

」
と
し
て
、
協
議
権
は
拒
否
権
と
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
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㈢　

小　

括

　

本
章
で
は
、
協
議
権
の
概
要
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
概
要
を
検
討
し
た
。
協
議
権
と
コ
ン
セ
ン
ト
は
混
同
さ
れ
や
す
い
が
、
そ
の
違
い
を
明

ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
、
協
議
権
は
、
先
住
民
族
の
自
治
権
、
独
自
の
文
化
に
対
す
る
権
利
、
及
び
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
自
決
権
を
保
障
す
る
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
際
事
例
の
レ
ベ
ル
で
は
、
協
議
と
は
形
式
的
な
手
続
き
に
限
ら
ず
相
互
信
頼
と
尊
重
の
原
則
に
基
づ
き
、
当
事
者

間
の
合
意
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
協
議
権
の
要
件
は
、（
一
）
自
由
と
誠
意
、（
二
）
事
前
、（
三
）
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
、（
四
）
適
切
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
、
そ
の
目

的
は
合
意
又
は
コ
ン
セ
ン
ト
の
達
成
で
あ
る
。
特
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
は
一
方
的
な
情
報
提
供
で
は
な
く
、
共
同
し
て
適
切
な
情
報
を

先
住
民
族
と
国
の
双
方
が
発
信
し
て
、
情
報
を
適
切
に
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
可
能
に
つ
い
て
は
、
民
族

の
分
断
を
避
け
る
た
め
に
も
代
表
機
関
が
存
在
す
る
民
族
は
ま
ず
民
族
の
意
思
決
定
を
行
う
そ
の
機
関
と
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

他
方
、
コ
ン
セ
ン
ト
は
自
決
権
に
対
応
す
る
手
段
で
あ
り
、
先
住
民
族
が
情
報
提
供
を
受
け
た
上
で
、
開
発
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛

成
す
る
か
、
反
対
す
る
か
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
る
。
合
意
は
当
事
者
同
士
の
折
り
合
い
を
模
索
す
る
こ
と
で
、
コ

ン
セ
ン
ト
は
、
先
住
民
族
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
協
議
よ
り
も
基
準
が
高
い
。
そ
の
た
め
国
際
法
に
お
い

て
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
少
な
い
。
一
六
九
号
条
約
で
は
強
制
移
住
の
み
、
国
連
宣
言
で
は
一
六
九
号
条
約
よ
り
も
適
用

範
囲
は
広
が
っ
た
も
の
の
、
先
住
民
族
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
立
法
・
行
政
措
置
な
ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
限
り
、

コ
ン
セ
ン
ト
ま
で
が
要
件
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
、
先
住
民
族
の
拒
否
権
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
国
連
宣
言
の
賛
成
国
で
あ
っ
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て
も
、
コ
ン
セ
ン
ト
拒
否
権
と
捉
え
て
認
め
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
対
し
て
国
連
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
は
権
利
の
本
質
で
あ
り
拒
否
権

で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

四　

米
州
人
権
裁
判
所
の
事
例

㈠　

米
州
人
権
裁
判
所
と
は

　

米
州
機
構（（8
（

（
英
：O

rganization of A
m
erican States

）
と
は
、
一
九
四
八
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ボ
ゴ
タ
で
調
印
さ
れ
た
米
州
機
構
憲
章

（
英
：Charter of the O

rganization of A
m
erican States

）
に
基
づ
い
て
、
一
九
五
一
年
に
創
設
さ
れ
た
地
域
的
国
際
組
織
で
あ
り
、
加

盟
国
は
、
二
〇
二
〇
年
現
在
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
含
む
三
五
カ
国
に
及
ぶ
。
目
的
は
、（
ａ
）
大
陸
の
平
和

と
安
全
を
強
化
、（
ｂ
）
不
干
渉
の
原
則
の
尊
重
と
代
表
的
民
主
主
義
の
促
進
、（
ｃ
）
加
盟
国
間
で
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
紛
争
の
平

和
的
解
決
の
確
保
、（
ｄ
）
侵
略
時
、
国
家
が
と
る
共
通
の
行
動
の
規
定
、（
ｅ
）
加
盟
国
間
の
政
治
・
法
律
・
経
済
に
係
る
問
題
の
解
決
、

（
ｆ
）
国
の
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
な
発
展
の
協
力
と
促
進
、（
ｇ
）
貧
困
の
根
絶
、（
ｈ
）
通
常
兵
器
の
効
果
的
制
限
（
米
州
機
構

憲
章
二
条
）
で
あ
る
。

　

米
州
機
構
は
米
州
人
権
委
員
会
を
設
立
し
、
同
時
に
予
定
さ
れ
た
米
州
人
権
条
約
は
一
九
六
九
年
に
採
択
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
発
効

さ
れ
た
。
米
州
人
権
条
約（（8
（

（
英
：A

m
erican Convention on H

um
an Rights

）
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
二
四
カ
国
が
批
准
し
て
い
る

が
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
内
か
ら
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
不
参
加
に
関
し
て
、
不
満
の
声
を
上

げ
る
国
も
存
在
す
る（（8
（

。
内
容
と
し
て
は
、
自
由
権
的
人
権
を
中
心
に
、
地
域
的
国
際
保
障
を
定
め
て
お
り
、
社
会
権
的
人
権
は
少
し
ず
つ

の
達
成
を
約
束
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
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米
州
人
権
裁
判
所（（8
（

は
、
米
州
人
権
条
約
発
効
と
同
時
、
一
九
七
八
年
に
設
立
さ
れ
た
コ
ス
タ
リ
カSan José

市
に
所
在
す
る
米
州
人

権
条
約
の
実
施
機
関
で
あ
り
、
条
約
締
約
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
任
期
六
年
の
裁
判
官
七
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

権
限
と
し
て
は
、
第
一
に
、
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
し
た
条
約
締
約
国
が
関
わ
る
事
件
に
つ
い
て
審
理
し
判
決
を
下
す
、
争
訟
管
轄

権
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
米
州
人
権
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て
も
、
管
轄
権
を
受
諾
し
て
い
な
い
国
に
つ
い
て
は
米
州
人
権
委
員
会

が
米
州
人
権
条
約
の
解
釈
適
用
を
行
う
の
み
で
、
米
州
人
権
裁
判
所
が
審
理
し
判
決
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
提
訴
権
者
は
、
米
州
人

権
委
員
会
、
当
事
国
の
み
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
個
人
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
個
人
や
団
体
は
、
米
州
人
権
宣
言
や
米
州
人
権
条
約

等
に
規
定
さ
れ
る
権
利
侵
害
に
関
す
る
調
査
を
、
米
州
人
権
委
員
会
に
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
る
。
手
続
き
は
、
書
面
審
理
と
口
頭
審

理
か
ら
成
り
、
申
述
書
、
答
弁
書
の
提
出
、
裁
判
所
の
指
示
に
従
っ
た
証
拠
の
提
出
、
証
人
喚
問
等
を
経
て
下
さ
れ
た
判
決
に
は
法
的
拘

束
力
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
米
州
人
権
条
約
の
一
般
的
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
立
場
か
ら
意
見
を
示
す
、
勧
告
的
意
見
管
轄
権
が
挙
げ
ら
れ
る
。
意

見
要
求
者
は
、
米
州
機
構
加
盟
国
も
し
く
は
米
州
機
構
の
主
要
機
関
で
あ
り
、
米
州
人
権
条
約
及
び
そ
の
他
の
人
権
条
約
の
解
釈
、
こ
れ

ら
の
条
約
と
自
国
の
国
内
法
の
両
立
性
な
ど
が
対
象
事
項
と
な
る
が
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
。

　

米
州
人
権
裁
判
所
の
強
制
管
轄
権
受
諾
国
は
、
米
州
人
権
条
約
三
三
条
、
六
二
条
一
項
、
三
項
、
六
五
条
、
六
七
条
、
六
八
条
一
項
、

米
州
人
権
裁
判
所
規
程
二
四
条
、
三
〇
条
、
裁
判
所
手
続
規
則
三
一
条
二
項
、
六
九
条
を
根
拠
に
、
米
州
条
約
上
の
義
務
を
遵
守
し
、
米

州
人
権
裁
判
所
の
判
決
を
迅
速
に
、
完
全
に
遵
守
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
米
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
を
国
家
に
遵
守
さ
せ

る
権
限
は
、
強
制
管
轄
権
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
米
州
人
権
裁
判
所
の
賠
償
命
令
は
、
原
状
回
復
、
金
銭
賠
償
、

満
足
な
ど
の
民
事
的
内
容
を
持
つ
も
の
の
他
、
い
わ
ゆ
る
、
刑
事
的
な
内
容
を
持
つ
、
加
害
者
を
調
査
し
、
訴
追
し
、
処
罰
す
る
義
務
ま

で
も
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
体
的
に
賠
償
（
英
：reparations

）
に
含
め
て
お
り
、
①
補
償
的
損
害
賠
償
措
置
（
英
：m

easures of 

com
pensatory dam

ages

）、
②
原
状
回
復
の
措
置
（
英
：m

easures of restitution
）、
③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
（
英
：m

easures 
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of rehabilitation

）、
④
満
足
の
措
置
（
英
：m

easures of satisfaction

）、
⑤
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
の
保
証
（
英
：guarantees of non-

repetition

）、
⑥
調
査
、
訴
追
、
処
罰
の
義
務
（
英
：obligation to investigate

、prosecute and punish

）
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
、
全

て
に
関
し
て
米
州
人
権
裁
判
所
は
遵
守
命
令
を
下
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

㈡　

米
州
人
権
裁
判
所
の
事
例

１　

Aw
as Tingni Vs. N

icaragua

（
（8
（

（2001/8/31

）

⑴
　
事
　
実

　

A
w
as T

ingni

先
住
民
族
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国
の
北
部
大
西
洋
自
治
区
（
西
：Región A

utónom
a del A

tlántico N
orte, RA

A
N

）

に
居
住
す
るM

ayagna

族
ま
た
はSum
o

族
で
構
成
さ
れ
る
先
住
民
族
で
あ
り
、
構
成
員
の
多
く
は
一
九
四
〇
年
ご
ろ
各
地
域
か
ら
移

住
し
て
き
た
。
先
住
民
族
は
、
民
族
判
事
（
西
：juez del Pueblo

）、
共
益
委
員
（
西
：síndico

）、
共
益
委
員
代
理
（
西
：suplente del 

síndico

）、
森
林
管
理
者
（
西
：responsable del bosque

）
で
構
成
さ
れ
る
理
事
会
を
備
え
、
農
業
、
果
物
や
薬
草
の
採
取
、
狩
猟
、
漁
業

な
ど
を
家
族
や
先
住
民
族
で
行
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。

　

一
九
九
二
年A

w
as T

ingni

先
住
民
族
とM

aderas y D
erivados de N

icaragua, S.A
. 

社
（M

A
D
EN
SA

）
と
の
間
に
森
林
管
理

契
約
が
締
結
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
環
境
天
然
資
源
省
（
西
：M

inisterio del A
m
biente y los Recursos N

aturales

、

M
A
REN

A

）、M
A
D
EN
SA

、
先
住
民
族
が
「
森
林
利
用
協
定
（
西
：Convenio de A

provecham
iento Forestal

）」
を
結
ん
だ
。
し
か
し
、

当
該
森
林
協
定
は
民
族
の
領
域
の
定
義
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
環
境
天
然
資
源
省
は
、Sol 

del Caribe

、S.A
. 

社
（SO

LCA
RSA

）
に
対
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
伐
採
権
の
付
与
を
目
的
と
し
た
森
林
管
理
計
画
を
承
認

し
、
翌
年
に
は
、
先
住
民
族
の
領
域
内
の
三
〇
年
間
に
わ
た
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
伐
採
権
を
付
与
し
た
。

　

A
w
as T

ingni

先
住
民
族
は
、
以
上
の
状
況
か
ら
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
環
境
天
然
資
源
省
が
付
与
し
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
伐
採
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権
の
一
時
停
止
や
救
済
措
置
を
求
め
て
、
一
九
九
五
年
九
月
に
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
（
憲
法
保
護
請
求
）
を
提
起
し
た
が
、
最
高
裁
判
所
は
、

先
住
民
族
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
環
境
天
然
資
源
省
の
行
っ
た
当
該
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
権
利
付
与
に
対
し
て
黙
認
し
た
こ
と
を
理
由

に
、
一
九
九
七
年
二
月
に
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
不
適
切
と
し
て
却
下
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
七
年
一
一
月
に
先
住
民
族
は
再
度
ア
ン
パ
ロ

訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
に
同
様
の
理
由
で
却
下
さ
れ
た
。
同
時
に
一
九
九
六
年
、RA

A
N

地
域
評
議
会
の
会
員
二

名
が
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
地
域
評
議
会
を
通
さ
ず
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
権
利
を
付
与
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
提

起
し
た
。
審
理
が
認
可
さ
れ
て
か
ら
、
約
一
年
後
一
九
九
七
年
二
月
二
七
日
、
最
高
裁
判
所
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
環
境
天
然
資
源
省
が

SO
LCA

RSA

社
に
付
与
し
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
伐
採
権
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
憲
法
一
八
一
条
に
記
さ
れ
て
い
る
地
域
評
議
会
の

承
認
を
得
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
違
憲
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
当
該
違
憲
判
決
内
で
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
権
侵

害
に
つ
い
て
の
主
張
は
、
審
理
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
局
は
、
違
憲
判
決
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

基
づ
く
権
利
付
与
を
中
断
し
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
一
九
九
八
年
六
月
四
日
米
州
人
権
委
員
会
は
、
先
住
民
族
か
ら
の
訴
え
を
基
に
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
し
て
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
境
界
画
定
を
せ
ず
権
利
確
保
の
た
め
の
効
果
的
な
救
済
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
こ
と
、
領
域
と
天
然
資
源
に
関
す
る
共
同
体

財
産
に
対
し
て
先
住
民
族
の
同
意
な
し
に
第
三
者
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
伐
採
権
を
付
与
し
民
族
の
救
済
手
段
を
確
保
し
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
米
州
人
権
条
約
二
一
条
（
財
産
権
）、
二
五
条
（
簡
易
人
権
救
済
措
置
）
の
違
反
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
米

州
人
権
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

加
え
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
当
該
事
案
が
解
決
す
る
ま
で
、
国
が
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
先
住
民
族
の

領
域
や
資
源
に
係
る
権
利
を
第
三
者
に
付
与
し
た
り
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
を
控
え
る
旨
の
宣
言
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

⑵
　
当
事
者
の
主
張

　

本
事
案
に
お
い
て
、
主
に
米
州
人
権
条
約
二
五
条
の
簡
易
人
権
救
済
措
置
に
関
す
る
侵
害
と
、
二
一
条
の
財
産
権
に
関
す
る
侵
害
に
つ
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き
議
論
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
二
五
条
に
関
し
て
、
米
州
人
権
員
会
は
、
裁
判
所
の
手
続
き
に
お
け
る
不
当
な
遅
延
や
先
住
民
族
の
控
訴
拒
否
が
存
在
し
、
更

に
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
当
局
が
裁
判
所
の
決
定
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
憲
法
（
四
五
条
と
一
八
八
条
）

と
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ア
ン
パ
ロ
法
（
西
：Ley de A

m
paro, Ley N

o. 49

）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
は

SO
LCA

RSA
社
が
長
年
に
わ
た
っ
てA

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
領
域
を
破
壊
し
、
搾
取
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
国
の
行
為
を
防
ぐ

た
め
に
は
全
く
効
果
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。

　

米
州
人
権
委
員
会
の
主
張
に
対
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
が
裁
判
所
に
正
式
な
権
利
付
与
手
続
き
を
求
め
た

こ
と
は
な
く
、
最
高
裁
判
所
が
司
法
救
済
を
怠
っ
た
と
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
米
州
人
権
員
会
が
主
張
す
る

領
域
はA

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
先
祖
代
々
の
領
域
で
あ
る
と
い
う
証
明
が
な
い
た
め
認
め
ら
れ
な
い
と
も
反
論
し
た
。
さ
ら
に
、

当
局
に
よ
る
判
決
の
不
履
行
に
関
し
て
は
、
判
決
が
出
さ
れ
た
後SO

LCA
RSA

社
に
一
時
停
止
を
求
め
た
事
実
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
米
州
人
権
条
約
二
一
条
の
財
産
権
に
関
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
領
域
の

境
界
画
定
や
権
利
付
与
手
続
き
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
先
祖
代
々
の
領
域
と
天
然
資
源
に
お
け
る
共
同
体
財
産
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
他

の
効
果
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
加
え
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
先
住
民
族
の
全
面
的
な
参
加
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
ら

ず
、
国
がSO

LCA
RSA

社
に
与
え
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
権
利
に
よ
っ
て
、
民
族
の
森
林
が
損
害
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
り
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
権
利
付
与
や
関
連
す
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
行
為
は
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
権
の
侵
害
を

構
成
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。

　

以
上
の
米
州
人
権
委
員
会
の
主
張
に
対
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
当
該
領
域
に
係
る
共
同
体
財
産
権
の
存
在
は
十
分
に
文
書
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
が
、
管
轄
の
当
局
に
対
し
て
境
界
画
定
と
権
利
付
与
手
続
き
を
求
め
る
要
請
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

に
触
れ
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
は
共
同
体
財
産
権
を
保
持
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
当
該
領
域
は
一
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
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で
あ
る
が
、
先
住
民
族
は
六
〇
〇
人
の
み
で
、
領
域
面
積
と
先
住
民
族
の
人
数
が
不
釣
り
合
い
で
あ
る
旨
も
問
題
で
あ
る
と
し
た
。

SO
LCA

RSA

社
に
付
与
さ
れ
た
森
林
伐
採
権
に
つ
い
て
は
、
同
社
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
森
林
開
発
活
動
を
開
始
し
て
お
ら

ず
、
共
同
体
財
産
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
と
も
付
け
加
え
た
。

⑶
　
裁
判
所
の
判
断

　

二
〇
〇
一
年
八
月
三
一
日
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
断
を
下
し
た
。

　

ま
ず
、
簡
易
人
権
救
済
措
置
に
関
し
て
は
、「
救
済
措
置
が
形
式
的
に
存
在
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
実
効
性
が
必
要
で
あ

る
」
と
し
て
、（
ａ
）
先
住
民
族
の
土
地
の
表
示
及
び
境
界
線
の
設
定
の
た
め
の
手
続
き
の
存
在
、（
ｂ
）
行
政
手
続
き
及
び
司
法
手
続
き
、

の
二
点
に
分
け
て
論
じ
た
。

　
（
ａ
）
の
問
題
に
関
し
て
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
憲
法
五
条
に
お
い
て
、
先
住
民
族
が
、
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
権
利
・

義
務
・
保
障
を
享
受
す
る
こ
と
、
先
住
民
族
の
領
域
の
享
受
や
占
有
・
使
用
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
八
九
条
に
お
い
て
、
大
西
洋
岸
の
先

住
民
族
の
領
域
に
お
け
る
共
同
体
財
産
の
形
態
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
一
八
〇
条
に
お
い
て
大
西
洋
岸
の
民
族
の
自
由
な
選
択
を
認
め
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
大
西
洋
岸
の
地
域
の
自
治
権
規
約
を
規
制
し
た
法
律
二
八
号
（
西
：Ley N

o. 28

）
四
条
で

は
、
大
西
洋
岸
の
民
族
が
住
む
地
域
は
自
治
体
制
を
享
受
し
て
お
り
、
九
条
で
は
、
自
治
体
制
内
の
天
然
資
源
等
の
合
理
的
利
用
に
関
し

て
は
地
方
政
府
と
中
央
政
府
の
協
定
並
び
に
先
住
民
族
へ
の
利
益
分
配
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
旨
を
示
し
た
。
さ
ら
に
一

九
九
六
年
八
月
二
三
日
の
政
令
一
六
号
（D

ecreto N
o. 16-96 de 23 de agosto de 1996

）
に
お
い
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
大
西
洋
岸
の
民
族

の
領
域
に
お
け
る
共
同
体
財
産
権
を
認
め
る
旨
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
は
、
先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
を
認
め
、

保
護
す
る
規
制
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
が
、「
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
法
律
で
は
、
先
住
民
族
が
占
有
し
て
い
る
領
域
の
権
利
取

得
に
か
か
る
手
続
き
は
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
」
の
で
、「
先
住
民
族
の
領
域
の
境
界
画
定
、
区
分
け
、
権
利
証
書
付

与
手
続
き
の
た
め
の
有
効
な
手
続
き
が
な
い
」
と
判
断
し
た
。
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（
ｂ
）
の
問
題
に
関
し
て
は
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
は
法
律
四
九
号
に
お
い
て
四
五
日
以
内
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
の
明
記
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
住
民
族
の
申
し
立
て
た
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
の
判
決
に
は
二
回
と
も
一
年
近
く
の
時
間
を
要

し
、「
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
の
た
め
の
合
理
的
な
期
限
を
守
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
以
上
の
（
ａ
）
並
び
に
（
ｂ
）
の
議
論

を
鑑
み
れ
ば
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
米
州
人
権
条
約
二
五
条
に
違
反
し
た
と
判
断
し
た
。

　

次
に
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
米
州
人
権
条
約
二
一
条
に
関
し
て
、
全
て
の
人
が
自
己
財
産
の
使
用
及
び
享
受
の
権
利
を
有
す
る
旨
（
一

項
）、
正
当
な
理
由
も
し
く
は
法
律
の
定
め
が
な
い
限
り
自
己
財
産
は
奪
わ
れ
な
い
旨
（
二
項
）、
簒
奪
及
や
搾
取
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
旨
（
三
項
）
が
、
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
二
一
条
は
起
草
段
階
で
「
全
て
の
人
は
私
有
財
産
に
対
す
る
権
利

を
有
す
る
が
、
法
律
は
そ
の
使
用
及
び
享
受
を
公
共
の
利
益
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
文
言
が
、「
全
て
の
人
は
自
分
の

財
産
の
使
用
と
享
受
を
社
会
的
利
益
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
「
私
有
財
産
」
と
い
う
文
言
で
は
な
く
「
財
産
の
使
用
と

享
受
」
を
意
味
す
る
よ
う
選
択
さ
れ
て
お
り
、
集
団
的
に
利
用
さ
れ
補
助
的
に
個
人
や
家
族
は
占
有
・
使
用
の
権
利
を
享
受
し
て
い
る
よ

う
な
先
住
民
族
の
権
利
を
含
む
共
同
体
財
産
権
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
先
住
民
族
の
間
で
は
、
領
域
の
共
同
体
財
産
権
は
個
人
で
は
な
く
、
先
住
民
族
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
先
住
民
族
の
形
で
集
団
的

に
属
す
る
と
い
う
先
住
民
族
の
伝
統
が
あ
る
。
先
住
民
族
は
、
自
分
た
ち
の
存
在
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
領
域
で
自
由
に

生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
先
住
民
族
が
領
域
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
文
化
、
霊
的
生
活
、
完
全
性
、
経
済

的
生
存
の
基
盤
と
し
て
認
識
さ
れ
、
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
住
民
族
に
と
っ
て
、
領
域
と
の
関
係
は
単
な
る
所
有
や
生
産
の

問
題
で
は
な
く
、
物
質
的
・
霊
的
な
要
素
で
あ
り
、
文
化
的
遺
産
を
保
護
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
十
分
に
享
受
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
本
事
案
に
つ
い
て
、「A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
構
成
員
は
、
他
の
先
住
民
族
の

権
利
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
彼
ら
が
現
在
住
ん
で
い
る
領
域
の
共
同
体
財
産
権
を
有
す
る
と
考
え
」
ら
れ
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族

の
共
同
体
財
産
権
は
認
め
ら
れ
る
た
め
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
権
利
付
与
は
米
州
人
権
条
約
二
一
条
違
反
で
あ
る
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と
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
命
じ
た
。
第
一
に
、
先
住
民
族
の
慣
習
法
や
伝
統
や
価
値
観
に
従
っ
て
先
住

民
族
の
領
域
を
境
界
画
定
（
西
：delim

itación

）、
区
分
け
（
西
：dem

arcación

）、
権
利
付
与
手
続
き
（
西
：titulación

）
を
す
る
た
め
に

効
果
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
な
立
法
的
・
行
政
的
措
置
を
国
内
法
に
お
い
て
採
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
に
、

領
域
を
区
分
け
し
、
権
利
証
書
を
付
与
す
る
ま
で
は
先
住
民
族
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
に
、

A
w
as T

ingni
先
住
民
族
の
集
団
的
利
益
の
た
め
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
に
損
害
賠
償（（8
（

と
し
て
五
万
米
ド
ル
の
投
資
、
民
族
が
負
担
し
て
い

る
訴
訟
費
用
分
と
し
て
三
万
米
ド
ル
の
支
払
い
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

⑷
　
考
　
察

　

本
事
案
は
、
米
州
人
権
裁
判
所
が
初
め
て
先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
権
を
認
め
今
後
の
事
件
の
基
礎
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る（（9
（

。

　

米
州
人
権
条
約
二
五
条
の
検
討
に
関
し
て
は
、
集
合
的
な
共
同
体
財
産
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
共
同
体
財
産
で
あ
る
領
域
の
、
境
界

画
定
・
区
分
け
・
権
利
付
与
手
続
き
の
制
定
を
怠
り
、
先
住
民
族
の
領
域
に
お
い
て
実
際
に
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

条
約
違
反
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

米
州
人
権
条
約
二
一
条
の
検
討
に
関
し
て
も
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
領
域
で
あ
る
旨
、
文
書
に
よ
る
記
録
は
な
く
米
州
人
権

委
員
会
は
証
明
で
き
な
か
っ
た
が
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
先
住
民
族
の
領
域
は
先
住
民
族
の
形
で
集
団
的
に
利
用
す
る
と
い
う
「
伝

統
」
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
本
事
案
に
関
し
て
も
、「
現
在
住
ん
で
い
る
領
域
の
共
同
体
財
産
権
を
有
す
る
」
と
し
て
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
権
を
認
め
た
う
え
で
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
権
利
付
与
は
条
約
違
反
で
あ
る
と
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
一
度
本
事
案
の
事
実
関
係
に
立
ち
返
る
と
、A

w
as T

ingni

先
住
民
族
の
構
成
員
の
多
く
は
一
九
四
〇
年
頃
、
本

件
の
領
域
に
移
り
住
ん
で
き
て
民
族
を
形
成
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
が
述
べ
る
先
住
民
族
の
持
つ
「
伝
統
」
と
い
う
言
葉
を
鑑
み

る
と
、
本
事
案
で
は
、
比
較
的
新
し
い
関
係
性
と
な
っ
て
い
る（（9
（

。
こ
の
点
、
本
事
案
で
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
国
内
法
が
す
で
に
大
西
洋
岸
地
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域
の
先
住
民
族
の
領
域
に
係
る
共
同
体
財
産
権
を
認
め
て
お
り
、
伝
統
性
の
解
釈
は
必
要
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
故
に
、
裁
判
所

は
「
現
在
住
ん
で
い
る
領
域
の
共
同
財
産
権
を
有
す
る
」
と
い
う
文
言
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る（（9
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
伝
統
」
や

「
先
祖
代
々
」
と
言
っ
た
言
葉
は
不
明
瞭
で
あ
り
こ
の
伝
統
性
の
検
討
に
関
し
て
は
こ
の
判
決
の
み
で
は
判
断
し
難
い
。

　

本
判
決
は
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
にA

w
as T

ingni

先
住
民
族
へ
の
領
域
に
係
る
権
利
証
書
付
与
が
行
わ
れ（（9
（

、
民
族
の
権
利

実
現
を
達
成
さ
せ
て
い
る（（9
（

。

２　

Yakye Axa Vs. Paraguay

（
（9
（

（2005/6/17

）

⑴
　
事
　
実

　

Y
akye A

xa

先
住
民
族（（9
（

は
、Lengua Enxet Sur

族
に
属
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
のChaco

と
い
う
地
域
（
以
下
、
伝
統
的
領
域
と
す
る
）

に
居
住
し
て
い
た
先
住
民
族
で
あ
り
、
伝
統
的
な
狩
猟
採
集
を
行
い
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
た
。
母
国
語
はEnxet Sur

語
、Guaraní

語
、
ま
た
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
の
伝
統
的
領
域
を
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
自
国
の
負
債
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
の
実
業
家
に
売
却
し
、

先
住
民
族
は
当
該
領
域
に
お
い
て
労
働
者
と
し
て
雇
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
に
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
は
深
刻
な
生

活
状
況
を
理
由
と
し
、El Estribo

と
い
う
地
域
に
移
住
し
た
が
、
構
成
員
の
生
活
条
件
は
改
善
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
二
万
五
千

ha
の
広
さ
で
三
〇
〇
万
人
以
上
の
住
民
が
住
ん
で
い
た
。
作
物
は
ほ
と
ん
ど
生
産
さ
れ
ず
、
狩
り
を
す
る
動
物
も
お
ら
ず
、
構
成
員
は
地

域
外
で
仕
事
を
探
す
必
要
が
あ
り
、
水
や
食
べ
物
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
子
供
を
含
め
て
多
く
の
構
成
員
が
死
亡
し
た
。
加
え
て
、
当

該
地
域
は
他
の
先
住
民
族
の
主
要
な
定
住
地
で
あ
っ
た
た
め
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
は
疎
外
さ
れ
、
文
化
的
慣
習
を
自
由
に
祝
う
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
の
伝
統
的
領
域
は
す
で
に
多
国
籍
企
業
に
売
却
さ
れ
、
当
該
企
業
が
所
有
権
を
有
し
て
い
た
た
め
、

一
九
九
三
年
、
先
住
民
族
は
伝
統
的
領
域
の
返
還
請
求
手
続
き
を
開
始
し
た
が
、
返
還
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
一
九
九
七
年
三
月
三
日
、
先
住
民
族
は
、
先
祖
代
々
の
領
域
で
狩
猟
、
漁
業
、
果
実
採
集
を
行
う
権
利
の
保
護
を
求
め
る
訴
え

を
起
こ
し
た
が
、
第
一
審
、
第
二
審
で
は
手
続
き
上
の
理
由
で
却
下
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
七
日
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
先
住
民
族
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
パ
ラ
グ
ア
イ
が
米
州
人
権
条
約
四
条

（
生
命
権
）、
二
一
条
（
財
産
権
）、
八
条
（
司
法
ア
ク
セ
ス
権
）
及
び
二
五
条
（
簡
易
人
権
救
済
措
置
）
に
違
反
し
て
い
る
か
否
か
を
裁
判
所
が

判
断
す
る
た
め
に
、
米
州
人
権
裁
判
所
に
訴
状
を
提
出
し
た
。

　

米
州
人
権
委
員
会
は
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
と
そ
の
構
成
員
の
先
祖
代
々
の
共
同
体
財
産
権
が
国
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、

民
族
と
そ
の
構
成
員
が
領
域
の
共
同
体
財
産
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
料
、
医
療
、
健
康
に
関
し
て
、
構
成
員
の
生
存
と
民
族
の
完

全
性
を
絶
え
ず
脅
か
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
、
一
定
の
賠
償
措
置
を
講

じ
る
こ
と
、
及
び
費
用
を
返
済
す
る
こ
と
を
命
じ
る
よ
う
裁
判
所
に
要
請
し
た
。

⑵
　
当
事
者
の
主
張

　

本
事
案
で
は
、
米
州
人
権
条
約
八
条
の
司
法
ア
ク
セ
ス
権
及
び
二
五
条
の
簡
易
人
権
救
済
措
置
、
二
一
条
の
財
産
権
、
四
条
の
生
命
権

に
つ
き
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
八
条
、
二
五
条
に
関
連
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
国
内
法
に
お
い
て
米
州
人
権
条
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ

た
基
本
的
権
利
の
侵
害
に
対
す
る
有
効
な
救
済
手
段
が
な
い
と
明
示
し
た
上
で
、
行
政
（
領
域
請
求
）
や
立
法
（
収
用
）
の
手
続
き
が
有
効

で
な
い
場
合
、
影
響
を
受
け
た
人
々
（
本
事
案
で
はY

akye A
xa

先
住
民
族
）
は
権
利
を
主
張
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
加
え
て
、Y

akye 

A
xa

先
住
民
族
の
代
表
者
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
が
先
住
民
族
に
法
人
格
を
与
え
て
か
ら
存
在
を
認
め
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
、

先
住
民
族
の
存
在
は
国
の
成
立
よ
り
も
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
法
人
格
の
認
定
は
、
特
定
の
先
住
民
族
が
主
張
す
る
領
域
の
移
転
を
運

用
可
能
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
先
祖
代
々
の
領
域
返
還
申
請
は
一
九
九
三
年
一
〇
月
一
三
日
に
先

住
民
族
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
が
、
提
出
さ
れ
て
か
ら
約
一
二
年
が
経
過
し
て
も
、
国
は
先
住
民
族
の
主
張
に
対
し
て
明
確
な
回
答
を
し
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て
い
な
い
こ
と
に
言
及
し
、
こ
の
問
題
は
、
複
雑
な
返
還
プ
ロ
セ
ス
が
原
因
で
は
な
く
民
族
が
主
張
す
る
先
祖
代
々
の
領
域
を
回
復
す
る

た
め
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
が
適
切
な
基
準
を
適
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

以
上
の
主
張
に
対
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
民
族
の
代
表
者
に
よ
る
訴
訟
上
の
手
続
き
の
不
備
を
原
因
と
し
て
、
審
理
が
却
下
さ
れ
た
事

実
が
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
加
え
て
、
先
住
民
族
は
、
先
祖
代
々
の
財
産
に
ア
ク
セ
ス
し
て
正
当
化
す
る
た
め
に
法
律
で
必
要
と
さ
れ
る
最

低
数
の
組
合
員
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
事
実
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
民
族
は
主
張
す
る
財
産
の
共
同
体
財
産
権
や
占
有
権
を
持
っ
て
い

な
い
と
主
張
し
た
。

　

次
に
、
共
同
体
財
産
権
に
関
し
て
米
州
人
権
委
員
会
は
、
単
独
で
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
国
内
法
と
国
際
法
の
両
方
を
考
慮
し
て
、

そ
れ
が
運
用
さ
れ
て
い
る
法
制
度
全
体
か
ら
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
上
で
、
本
事
案
の
パ
ラ
グ
ア
イ
の
行
為
を
批
判

し
、
先
住
民
族
が
主
張
す
る
伝
統
的
領
域
は
神
聖
な
場
所
で
あ
り
、
民
族
が
自
由
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
場
所
で
あ
り
、

共
存
、
文
化
、
喜
び
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
う
え
で
、
当
該
領
域
は
共
同
体
財
産
で
あ
る
旨
主
張
し

た
。

　

以
上
の
主
張
に
対
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
当
該
伝
統
的
領
域
に
お
い
て
、
先
祖
代
々
居
住
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
不
明
確
で
あ
る
た

め
、
先
住
民
族
は
、
請
求
さ
れ
た
領
域
の
共
同
体
財
産
権
も
占
有
権
も
持
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、

当
該
伝
統
的
領
域
に
先
住
民
族
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
解
決
策
を
講
じ
る
用
意
が
あ
る
旨
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
、
米
州
人
権
条
約
四
条
の
生
命
権
に
関
し
て
米
州
人
権
委
員
会
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
がY

akye A
xa

先
住
民
族
の
領
域
を
保
証

し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
民
族
の
構
成
員
は
、
伝
統
的
な
自
給
自
足
活
動
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ず
最
低
限
の
尊
厳
（
西
：vida digna

）
を
も
っ
て
生
活
を
発
展
さ
せ
る
に
は
明
ら
か
に
不
十
分
な
場
所
で
生
活
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
主
張
し
た
。

　

生
命
権
の
保
護
に
関
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
の
構
成
員
の
死
が
本
事
案
の
移
住
と
関
係
が
あ
る
か
の
証
明
が
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な
く
、
先
住
民
族
は
衛
生
サ
ー
ビ
ス
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
上
で
、
国
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
ら
の
判

断
や
誘
導
に
よ
っ
て
現
在
の
定
住
地
に
い
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
生
命
権
を
保
護
し
な
か
っ
た
と
の
主
張
に
つ
き
、

「
土
地
と
物
理
的
生
命
権
と
の
間
」
に
は
因
果
関
係
が
な
い
と
主
張
し
た
。

⑶
　
裁
判
所
の
判
断

　

二
〇
〇
五
年
六
月
一
七
日
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
各
論
点
に
つ
き
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

　

米
州
人
権
条
約
八
条
、
二
五
条
に
関
し
て
、「
米
州
人
権
条
約
二
五
条
に
従
っ
て
国
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
効
果
的
な
救
済
は
、

法
の
適
正
な
手
続
の
規
則
（
八
条
）
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
そ
の
意
味
で
、「
裁
判
所
は
、
行
政
手
続
お
よ
び
そ
の

決
定
が
個
人
の
権
利
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
そ
の
他
の
手
続
に
お
い
て
は
、
法
の
適
正
な
手
続
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、「
先
住
民
族
に
関
し
て
は
、
国
家
が
そ
の
固
有
の
特
徴
、
経
済
的
・
社
会
的
特
徴
、
特
別
な

脆
弱
性
の
状
況
、
慣
習
法
、
価
値
観
、
利
用
、
伝
統
を
考
慮
に
入
れ
た
効
果
的
な
保
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
た
。

　

本
事
案
に
関
し
先
住
民
族
の
領
域
請
求
に
対
応
す
る
た
め
の
効
果
的
な
手
続
き
が
以
上
の
特
徴
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

ま
ず
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
の
法
人
格
付
与
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
先
住
民
族
規
約
（
法
律
第
九
〇
四
／
八
一
号
）
一
〇
条
に
お
い

て
、
先
住
民
族
の
申
請
か
ら
政
府
機
関
で
あ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
先
住
民
族
研
究
所
（
西
：Instituto Paraguayo del Indígena

）
通
し
て
正
式

に
要
請
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
三
〇
日
と
定
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
事
案
で
三
年
か
か
っ
た
こ
と
は
、「
不
釣
り
合
い
で
あ
っ

た
」
と
示
し
た
。
加
え
て
、
領
域
請
求
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
憲
法
六
四
条
で
は
共
同
体
財
産
に
関
し
、
先
住
民
族
は
権
利

を
保
持
し
て
お
り
国
は
領
域
を
無
償
で
提
供
し
、
当
該
領
域
は
差
し
押
さ
え
の
対
象
に
な
ら
ず
、
不
可
分
で
、
譲
渡
不
可
で
、
時
効
に
よ

っ
て
消
滅
し
な
い
と
い
う
性
質
を
持
つ
と
さ
れ
、
共
同
体
財
産
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
領
域
請
求
プ
ロ
セ
ス

が
一
一
年
以
上
経
っ
た
判
決
日
に
お
い
て
も
い
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、「
長
期
に
わ
た
る
遅
延
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、

パ
ラ
グ
ア
イ
はY

akye A
xa

先
住
民
族
の
構
成
員
が
申
し
立
て
る
効
果
的
な
手
続
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
国
内
法
上
の
適
切
な
措
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置
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
条
約
に
違
反
し
先
住
民
族
の
権
利
を
侵
害
し
た
と
判
示
し
た
。

　

米
州
人
権
条
約
二
一
条
に
関
し
て
は
、
ま
ず
先
住
民
族
が
領
域
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、「
先
住
民
族
の
文
化
、
霊
的
生
活
、

完
全
性
、
経
済
的
生
存
、
お
よ
び
そ
の
保
存
と
将
来
の
世
代
へ
の
伝
達
の
基
本
的
な
基
盤
と
し
て
理
解
さ
れ
、
米
州
人
権
条
約
二
一
条
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
憲
法
六
二
条
で
は
文
化
集
団
と
定
義
さ
れ
る
先
住
民
族
の
存
在
を
認
め

て
お
り
、
六
三
条
で
、
先
住
民
族
は
、
領
域
内
で
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
発
展
さ
せ
る
権
利
が
あ
り
、
憲
法
に
違
反
し
な

い
限
り
、
組
織
の
制
度
を
適
用
し
、
か
つ
、
内
部
共
存
を
規
制
す
る
た
め
の
慣
習
的
規
則
を
用
い
る
権
利
を
有
す
る
と
明
示
し
た
。
加
え

て
、
前
述
の
六
四
条
に
お
い
て
も
先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
を
認
め
た
。

　

他
方
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
国
内
法
で
定
め
ら
れ
た
手
続
き
で
は
、
先
住
民
族
に
引
き
渡
す
目
的
で
、
国
有
地
を
処
分
し
た
り
、
不
当
に

搾
取
さ
れ
た
領
域
を
収
用
し
た
り
、
所
有
者
で
あ
る
第
三
者
と
交
渉
し
た
り
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
当
該
第
三
者
が
領
域
の
売
却

を
拒
否
し
、
そ
れ
が
合
理
的
に
取
得
し
た
こ
と
を
当
該
第
三
者
が
証
明
し
た
場
合
、
先
住
民
族
の
構
成
員
は
、
領
域
を
主
張
す
る
た
め
の

有
効
な
行
政
上
の
救
済
手
段
を
持
た
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
示
し
た
。

　

先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
と
第
三
者
の
私
有
財
産
が
対
立
し
て
い
る
場
合
、（
ａ
）
法
律
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、（
ｂ
）
必
要
な
も
の
で

あ
り
、（
ｃ
）
相
応
の
も
の
で
あ
り
、（
ｄ
）
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
正
当
な
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
い
う
基
準
を
基
に
、
一
方
の

権
利
を
他
方
の
権
利
よ
り
優
先
し
て
認
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
米
州
人
権
条
約
二
一
条
の
制
限
は
事
案
ご
と
に
評
価
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
加
え
て
、
国
が
正
当
な
理
由
で
返
還
が
で
き
な
い
、
つ
ま
り
私
有
財
産
権
を
優
先
し
た
場
合
に
お
い
て
、

先
住
民
族
に
代
替
地
の
選
択
と
提
供
、
公
正
な
補
償
金
の
支
払
い
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
明
示
し
た
。
ま
た
、
行
う
場
合
に
は
単

に
国
の
裁
量
に
寄
る
の
で
は
な
く
、
一
六
九
号
条
約
お
よ
び
米
州
人
権
条
約
の
包
括
的
な
解
釈
に
基
づ
い
て
、
先
住
民
族
と
の
合
意

（
西
：consensuada

）
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
手
続
き
、
価
値
観
、
慣
習
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

　

ま
た
、
先
住
民
族
の
領
域
は
、
定
め
な
け
れ
ば
先
住
民
族
の
他
の
基
本
的
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
強
調
し
た
。
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そ
の
上
で
、
以
上
の
（
ａ
）
か
ら
（
ｄ
）
の
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
、
先
住
民
族
の
伝
統
や
文
化
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
個
人
の

私
的
所
有
権
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
旨
明
ら
か
に
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、「（
パ
ラ
グ
ア
イ
は
）
国
内
法
で
共
同
体
財
産
権
を
認
め
て
い
る
が
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
の
構
成
員
に
よ
る
伝

統
的
領
域
の
有
効
利
用
と
享
受
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
国
内
法
の
下
で
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
由
を

脅
か
し
て
」
お
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
条
約
違
反
に
よ
っ
て
民
族
の
権
利
を
侵
害
し
た
。

　

最
後
に
、
四
条
の
生
命
権
に
関
し
て
は
、
他
の
権
利
の
実
現
は
生
命
権
の
保
護
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
生
命
権
が
尊
重
さ
れ
な
い
場

合
、
権
利
者
が
消
滅
す
る
た
め
、
他
の
す
べ
て
の
権
利
が
消
滅
す
る
と
い
う
基
本
的
性
質
か
ら
、
生
命
権
に
対
す
る
制
限
的
ア
プ
ロ
ー
チ

は
認
め
ら
れ
な
い
と
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
質
的
に
は
、
生
命
権
に
、
生
命
を
恣
意
的
に
奪
わ
れ
な
い
と
い
う
す
べ
て
の
人
間
の
権
利

だ
け
で
な
く
、
最
低
限
の
尊
厳
あ
る
存
在
を
保
障
す
る
条
件
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
権
利
も
含
ま
れ
て
お
り
、
国
家
は
、

生
命
権
を
保
護
・
保
障
し
て
、
人
間
の
尊
厳
に
適
合
す
る
最
低
限
度
の
宣
言
あ
る
条
件
を
作
り
出
す
義
務
が
あ
る
と
し
た
。

　

こ
の
前
提
の
下
、
本
事
案
に
お
い
て
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
は
、「
伝
統
的
な
自
給
自
足
活
動
に
適
し
た
条
件
を
備
え
て
い
な
い
地

域
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
食
料
の
入
手
が
困
難
と
な
り
、
更
に
、
清
潔
な
水
な
ど
の
最
低
限
の
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
、
衛
生
設
備

を
備
え
た
適
切
な
住
宅
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
認
め
た
。
そ
し
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
措
置
は
不
十
分
で
あ
り
、
構
成
員
の
生

命
権
を
侵
害
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
の
構
成
員
の
伝
統
的

領
域
を
特
定
し
、
無
償
で
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
領
域
が
第
三
者
の
私
有
地
で
難
し
い
場
合
に
は
「
土
地
を
収
用
す
る
か
否

か
の
合
法
性
、
必
要
性
及
び
衡
平
性
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
ま
た
、「
客
観
的
か
つ
十
分
な
根
拠
の
あ
る
理
由
に
よ
り
、

Y
akye A

xa

先
住
民
族
の
構
成
員
の
先
祖
代
々
の
領
域
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
国
は
代
替
の
領
域
を
彼
ら
に
引
き
渡
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
領
域
は
民
族
の
コ
ン
セ
ン
ト
と
、
独
自
の
協
議
と
意
思
決
定
の
形
態
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
先
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住
民
族
の
生
計
に
必
要
な
基
本
的
な
財
貨
及
び
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
民
族
に
引
き
渡
す
べ
き
領
域
の
取

得
を
目
的
と
す
る
基
金
を
設
立
し
、
地
域
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
資
金
を
提
供
し
、
民
族
の
構
成
員
の
財
産
に
対
す
る
権
利
の
効
果

的
な
享
受
を
保
証
す
る
た
め
に
必
要
な
立
法
的
、
行
政
的
そ
の
他
の
措
置
を
採
択
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
賠
償
と
し
て
、
先

住
民
族
に
対
し
て
重
大
な
損
害
賠
償
及
び
費
用
を
支
払
う
義
務
も
負
う
。

⑷
　
考
　
察

　

本
判
決
は
争
わ
れ
る
領
域
の
共
同
体
財
産
権
に
関
し
、
民
族
と
第
三
者
と
の
権
利
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
、
国
際
裁
判
所
と
し
て
は
初

め
て
の
事
案
と
さ
れ
る（（9
（

。

　

米
州
人
権
条
約
八
条
、
二
五
条
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
手
続
き
の
遅
延
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
憲
法
六
四
条
を
示
し
国
内
法
で

す
で
に
共
同
体
財
産
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
当
該
権
利
を
前
提
に
、
国
内
法
の
手
続
き
の
不
備
を
取
り
上

げ
た
点
は
前
述
のA

w
as T

ingni

先
住
民
族
訴
訟
の
解
釈
と
変
わ
り
が
な
い
。

　

米
州
人
権
条
約
二
一
条
に
関
し
て
は
、
第
一
に
、
領
域
内
で
民
族
と
第
三
者
の
権
利
に
関
す
る
衝
突
が
あ
っ
た
場
合
は
、「（
ａ
）
法
律

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、（
ｂ
）
必
要
な
も
の
で
あ
り
、（
ｃ
）
相
応
の
も
の
で
あ
り
、（
ｄ
）
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
正
当
な
目
的
を
持

つ
」
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
方
の
権
利
を
他
方
の
権
利
が
優
先
し
て
も
良
い
と
さ
れ
、
民
族
と
第
三
者
の
ど
ち
ら
が
優
先
す
る
か
判
事
せ
ず
、

国
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
。
米
州
人
権
裁
判
所
が
、
二
一
条
の
検
討
内
で
、
先
住
民
族
の
領
域
に
お
け
る
権
利
が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
、
他

の
基
本
的
権
利
に
も
影
響
す
る
こ
と
や
、
個
人
の
私
的
所
有
権
の
制
限
が
先
住
民
族
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
保
全
と
い
う
集
団
的

目
標
を
達
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
住
民
族
の
領
域
に
と
っ
て
の
先
祖
代
々
の
領
域
に
お
け
る
霊

的
・
物
質
的
重
要
性
か
ら
先
住
民
族
の
権
利
の
尊
重
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る（（9
（

。

　

第
二
に
、
本
事
案
で
は
、
領
域
と
の
関
係
に
関
し
、
す
で
に
そ
の
領
域
を
占
有
し
て
お
ら
ず
、
第
三
者
が
占
有
し
て
お
り
、
継
続
性
が

失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
裁
判
所
は
、
領
域
とY

akye

族
の
密
接
な
関
係
を
考
慮
し
て
共
同
体
財
産
権
を
認
め
た
。
こ
の
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点
、
二
〇
〇
六
年
の
パ
ラ
グ
ア
イ
のChaco

地
方
に
お
け
る
他
の
先
住
民
族
紛
争
に
関
し
米
州
人
権
裁
判
所
が
下
し
た
判
決（（9
（

に
お
い
て
、

「
先
住
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
霊
的
・
物
質
的
な
基
盤
は
、
主
に
伝
統
的
な
土
地
と
の
独
自
の
関
係
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
」
の
で
、
関
係
が
続
く
限
り
領
域
に
係
る
権
利
を
持
つ
と
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
「
霊

的
・
儀
式
的
な
結
び
つ
き
、
耕
作
、
採
集
、
狩
猟
、
漁
業
、
習
慣
に
関
連
し
た
天
然
資
源
の
利
用
、
お
よ
び
彼
ら
の
文
化
を
特
徴
づ
け
る

そ
の
他
の
要
素
を
通
じ
た
伝
統
的
な
利
用
や
存
在
を
含
む
可
能
性
」
が
あ
り
、
土
地
と
の
関
係
が
こ
の
よ
う
な
形
で
表
現
さ
れ
る
状
況
で

は
、「
実
質
的
に
妨
げ
る
暴
力
行
為
や
脅
迫
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
返
還
権
は
、
そ
の
よ
う
な
妨
げ
が
な
く
な
る
ま
で
存
続
す
る
も
の
と

み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
、
よ
り
詳
細
に
継
続
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
領
域
と
の
関
係
は
実
際
の
占

有
・
使
用
で
は
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
本
質
的
な
繋
が
り
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
理
解
で
き
る（（10
（

。

　

本
事
案
の
判
決
後
、
二
〇
〇
八
年
時
点
で
、
判
決
命
令
の
履
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
金
銭
支
払
い
の
遅
延
を
理
由
と
し

た
利
子
が
い
ま
だ
未
払
い
で
あ
り
、
基
本
的
な
財
貨
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
存
在
す
る
が
、
不
定
期
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（（10
（

。
ま

た
、
境
界
画
定
に
つ
い
て
は
、
長
年
実
現
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
パ
ラ
グ
ア
イ
当
局
と
領
域
の
私
有
権
者
と
の

間
の
合
意
に
よ
り
、Y

akye A
xa

先
住
民
族
へ
の
領
域
の
返
還
が
可
能
と
な
っ
た（（10
（

。

３　

Indígena Kichw
a de Sarayaku Vs. Ecuador
（
（10
（

（2012/08/27

）

⑴
　
事
　
実

　

K
ichw

a de Sarayaku

族
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
のPastaza
県
、
ア
マ
ゾ
ン
地
方
の
熱
帯
林
の
中
に
居
住
し
て
い
る
。
当
該
先
住
民
族

は
、
先
祖
代
々
の
伝
統
と
習
慣
に
基
づ
い
て
領
域
内
で
、
集
団
的
な
家
族
農
業
、
狩
猟
、
漁
業
、
採
集
を
生
活
の
糧
と
し
て
お
り
、
食
料

の
九
割
を
自
給
自
足
し
て
い
る
。
構
成
員
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
高
意
思
決
定
機
関
で
も
あ
る
伝
統
的
集

会
に
よ
っ
て
決
め
、
こ
の
伝
統
的
集
会
は
、
伝
統
的
な
指
導
者
（kurakas 

も
し
く
はvarayuks

（
（10
（

）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
関
（
西
：autoridades 

com
unitarias

）、
元
指
導
者
（
西
：ex dirigentes

）、
長
老
（
西
：m

ayores

）、
伝
統
的
な
賢
者
（yachaks

（
（10
（

）、
顧
問
や
技
術
者
グ
ル
ー
プ
で
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構
成
さ
れ
た
諮
問
機
関
（
西
：Consejo de Gobierno

）
の
下
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
K
ichw

a de Sarayaku

族
の
領
域
は
、Bobonaza

川
の
ほ
と
り
に
点
在
し
、
世
界
で
最
も
生
物
多
様
性
に
富
み
、
ま
た
国
内
有
数
の

石
油
資
源
埋
蔵
地
域
で
も
あ
る
。

　

一
九
九
二
年
五
月
一
二
日
、
エ
ク
ア
ド
ル
は
、
農
地
改
革
・
植
民
機
関
（
西
：Instituto de Reform

a A
graria y Colonización

、

IERA
C

）
を
通
じK

ichw
a de Sarayaku

族
を
含
むBobonaza

川
の
先
住
民
族
に
固
有
の
領
域
を
無
分
割
で
付
与
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
エ
ク
ア
ド
ル
は
国
有
地
を
炭
化
水
素
の
探
鉱
・
開
発
の
理
由
か
ら
競
売
に
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

石
油
埋
蔵
地
域
で
あ
るK

ichw
a de Sarayaku

族
の
領
域
も
競
売
に
か
け
ら
れ
、
国
は
、
民
間
の
石
油
会
社
に
対
し
、
石
油
探
査
・
開

発
活
動
契
約
を
、K

ichw
a de Sarayaku

族
と
の
事
前
協
議
も
な
く
、
コ
ン
セ
ン
ト
も
得
て
い
な
い
状
況
で
与
え
た
。

　

そ
の
後
、
当
該
石
油
会
社
は
、
下
請
け
会
社
を
使
い
、Sarayaku

族
の
一
部
に
資
金
提
供
を
し
て
分
団
を
図
っ
た
り
、
構
成
員
を
脅

迫
し
た
り
様
々
な
こ
と
を
試
み
て
、K
ichw

a de Sarayaku

族
の
領
域
内
へ
の
侵
入
を
管
理
し
つ
つ
、
石
油
探
査
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
得

る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
以
上
の
当
該
民
間
会
社
の
行
動
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
に
、K

ichw
a de Sarayaku

族
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の

団
体
が
米
州
人
権
員
会
に
申
し
入
れ
を
行
い
、
二
〇
一
〇
年
四
月
二
六
日
、
米
州
人
権
委
員
会
は
米
州
人
権
裁
判
所
に
対
し
、
エ
ク
ア
ド

ル
が
、
米
州
人
権
条
約
二
一
条
（
財
産
権
）、
米
州
人
権
条
約
四
条
（
生
命
権
）、
米
州
人
権
条
約
八
条
（
司
法
ア
ク
セ
ス
権
）、
米
州
人
権
条

約
二
五
条
（
簡
易
人
権
救
済
措
置
）、
米
州
人
権
条
約
二
二
条
（
移
動
・
居
住
の
権
利
）
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
を
侵
害
し
、K

ichw
a de 

Sarayaku

族
の
構
成
員
に
不
利
益
を
与
え
た
と
主
張
し
た
。

⑵
　
当
事
者
の
主
張

　

本
事
案
の
主
な
論
点
と
し
て
、
二
一
条
に
関
連
し
て
エ
ク
ア
ド
ル
が
、K

ichw
a

族
の
領
域
内
に
お
い
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く

石
油
権
を
第
三
者
へ
付
与
し
た
こ
と
、
当
該
契
約
を
履
行
し
た
こ
と
、
及
び
一
連
の
関
連
事
実
の
発
生
に
関
し
てK

ichw
a de 

Sarayaku

族
の
権
利
を
適
切
に
尊
重
・
保
障
し
た
か
否
か
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
協
議
権
に
付
随
し
て
、
米
州
人
権
条
約
一
三
条
（
思
想
、
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表
現
の
自
由
）、
二
三
条
（
政
治
に
参
加
す
る
権
利
）
も
取
り
上
げ
た
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
国
内
法
で
は
、
先
住
民
族
の
社
会
的
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、

慣
習
、
伝
統
、
制
度
を
尊
重
し
、
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
権
利
の
完
全
な
実
現
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
含
む
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
エ
ク
ア
ド
ル
が
、
米
州
人
権
条
約
二
一
条
で
認
め
ら
れ
たK

ichw
a de Sarayaku

族
の
権
利
を
侵
害
し

た
と
主
張
し
た
。
加
え
て
、
企
業
と
の
開
発
等
に
関
す
る
契
約
締
結
時
に
は
、
当
該
先
住
民
族
と
事
前
で
自
由
で
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
の
協

議
を
行
う
義
務
が
あ
り
、
先
住
民
族
が
当
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
悪
影
響
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
司
法
上
の
不
服
申
し
立
て
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
エ
ク
ア
ド
ル
は
ま
た
、
先
住
民
族
の
権
利
に
関
連
し
た
条
約
二
一

条
の
解
釈
の
発
展
と
一
六
九 
号
条
約
の
批
准
に
よ
り
、
環
境
影
響
評
価（（10
（

の
更
新
承
認
前
に
、
手
続
き
上
の
保
証
を
伴
う
事
前
で
、
自
由

で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
な
方
法
で
、K

ichw
a de Sarayaku

族
と
協
議
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
米
州
人
権
条
約
一
三
条
（
思
想
、
表
現
の
自
由
）
に
関
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
協
議
に
お
い
て
、
国
家
は
、
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
る
活
動
の
性
質
と
影
響
、
お
よ
び
事
前
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
明
確
か
つ
十
分
か
つ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
で
あ
る
こ
と
を

確
保
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
同
時
に
、
米
州
人
権
条
約
二
三
条
（
政
治
に
参
加
す
る
権
利
）
に
関
連
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、

先
住
民
族
の
領
域
に
直
接
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
民
族
に
通
知
し
た
も
の
の
協
議
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
家
は

国
際
法
お
よ
び
国
内
法
の
下
で
、
先
住
民
族
の
文
化
的
・
社
会
的
生
活
に
影
響
を
与
え
る
、
ま
た
は
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
事
項

や
政
策
の
意
思
決
定
に
先
住
民
族
が
参
加
で
き
る
権
利
を
侵
害
し
た
と
主
張
し
た
。

　

以
上
の
主
張
に
対
し
て
エ
ク
ア
ド
ル
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
た
際
に
は
、
一
六
九
号
を
批
准
し
て
お
ら
ず
、

当
時
の
憲
法
に
も
そ
の
旨
の
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
事
前
協
議
プ
ロ
セ
ス
を
開
始
す
る
義
務
は
な
く
、K

ichw
a de Sarayaku

族
の

自
由
で
、
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
義
務
も
な
い
と
主
張
し
た
、
ま
た
、K

ichw
a de Sarayaku

族
の
領
域
は

エ
ク
ア
ド
ル
が
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
無
制
限
の
所
有
権
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
エ
ク
ア
ド
ル
当
局
は
、
領
域
に
自
由
に
立
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ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
エ
ク
ア
ド
ル
は
、
先
住
民
が
固
有
の
事
項
に
参
加
し
、
協
議
を
受
け
る
権
利
は
、
先
住
民

の
社
会
的
文
化
的
発
展
の
た
め
の
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
先
住
民
族
に
、
領
域
の
天
然
資
源
、
特
に
地
下
の
天
然
資

源
の
搾
取
に
関
す
る
国
の
決
定
に
対
し
て
「
拒
否
権
」
を
行
使
す
る
権
限
を
与
え
る
規
則
は
な
い
と
強
調
し
た
。

⑶
　
判
　
決

　

二
〇
一
二
年
八
月
二
七
日
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
が
、
米
州
人
権
条
約
二
一
条
に
基
づ
い
て
、K

ichw
a de 

Sarayaku

族
の
協
議
権
、
共
同
体
財
産
、
文
化
的
同
一
性
の
権
利
を
侵
害
し
た
責
任
、
四
条
、
五
条
に
基
づ
い
て
、
当
該
先
住
民
族
の

生
命
及
び
個
人
の
完
全
性
の
権
利
を
、
共
同
財
産
の
権
利
を
保
障
す
る
義
務
と
関
連
し
て
侵
害
し
た
責
任
、
八
条
、
二
五
条
に
基
づ
い
て
、

当
該
先
住
民
族
の
司
法
ア
ク
セ
ス
権
及
び
簡
易
人
権
救
済
措
置
を
侵
害
し
た
責
任
が
あ
る
と
認
め
た
。
こ
こ
で
は
、
当
事
者
の
主
張
に
沿

っ
て
記
す
。

　

前
提
と
し
て
本
事
案
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
国
内
法
が
、
今
ま
で
の
事
案
よ
り
詳
細
に
先
住
民
族
の
権
利
保
護
に
関
し
整
備
を
し
て
い
た

た
め
に
、「
当
裁
判
所
の
訴
訟
手
続
に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
な
い
事
実
と
し
て
、
疑
い
の
余
地
は
な
い
」
と
し
た
。

　

第
一
に
、Saram

aka

判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
先
祖
代
々
の
領
域
に
お
け
る
天
然
資
源
の
開
発
に
お
け
る
政
府
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

（
協
議
権
の
補
償
、
影
響
環
境
調
査
の
実
施
、
利
益
分
配
）
か
ら
第
一
段
階
で
あ
る
協
議
権
は
重
要
で
あ
る
と
し
た
。
一
六
九
号
条
約
を
批
准
し

て
い
る
国
は
も
ち
ろ
ん
、
批
准
し
て
い
な
い
国
の
他
の
裁
判
所
も
、
先
住
民
族
に
直
接
影
響
を
与
え
る
行
政
上
・
立
法
上
の
措
置
や
、
領

域
内
で
資
源
を
搾
取
す
る
際
の
、
事
前
に
協
議
す
る
必
要
性
に
言
及
し
た
。
つ
ま
り
、「
先
住
民
族
お
よ
び
民
族
の
特
定
の
利
益
が
影
響

を
受
け
る
場
合
に
は
」、
他
の
国
や
当
局
と
「
適
切
か
つ
効
果
的
な
関
係
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
や
先
住
民
族
の
特

定
の
協
議
シ
ス
テ
ム
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
事
案
を
検
討
す
る
と
、K

ichw
a de Sarayaku

族

の
領
域
に
関
す
る
共
同
体
財
産
は
、
先
祖
代
々
の
方
法
で
共
同
体
財
産
権
を
行
使
し
て
お
り
、
先
祖
代
々
の
領
域
や
先
住
民
族
の
天
然
資

源
を
利
用
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
行
う
場
合
に
は
、
協
議
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
り
、
協
議
は
村
や
民
族
の
意
思
決
定
の
た
め
の
伝
統
的
な
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方
法
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
し
た
。
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
エ
ク
ア
ド
ル
の
国
際
基
準
の
義
務
違
反
と
な
る
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
協
議
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
は
、（
ａ
）
事
前
の
協
議
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、（
ｂ
）
誠
実
さ
と
合
意
に
達
す
る
目
的
を
も

っ
て
い
る
こ
と
、（
ｃ
）
適
切
で
利
用
し
や
す
い
協
議
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、（
ｄ
）
環
境
影
響
調
査
を
行
う
こ
と
、（
ｅ
）
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
な
協
議
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
五
点
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、「
有
効
な
協
議
プ
ロ
セ
ス
の
最
低
基
準
と
必
須
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
米
州
間
の
規
則
や
法
律
学
、
各
国
の
慣
習
、
国
際
法
の

発
展
を
考
慮
に
入
れ
て
」、（
ａ
）
か
ら
（
ｅ
）
の
順
番
で
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
米
州
人
権
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
エ
ク
ア
ド
ル
に
判
示
し
た
。

　

エ
ク
ア
ド
ル
に
は
、K

ichw
a de Sarayaku

族
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
領
域
内
の
石
油
採
掘
に
伴
う
環
境
被
害
を
是
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、K

ichw
a de Sarayaku

族
に
影
響
が
出
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
、
事
前
に
、
適
切
か
つ
効
果
的
に
、

K
ichw

a de Sarayaku

族
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
先
住
民
族
及
び
部
族
と
の
事
前
協
議
権
を
、
合
理
的
な
期
間
内
に
完
全
に
実

施
し
、
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
必
要
な
立
法
上
、
行
政
上
又
は
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
完
全
か

つ
自
由
な
行
使
を
妨
げ
る
も
の
を
修
正
し
、
そ
の
た
め
に
も
、
先
住
民
族
の
参
加
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
エ
ク
ア
ド

ル
は
、
物
的
損
害
及
び
非
物
的
損
害
の
賠
償
、
費
用
及
び
費
用
の
償
還
と
し
て
、
被
害
者
法
的
支
援
基
金
へ
の
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。⑷

　
考
　
察

　

本
判
決
は
、
米
州
人
権
裁
判
所
に
お
い
て
一
六
九
号
条
約
の
み
で
な
く
、
未
締
約
国
の
国
内
法
の
事
情
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
協

議
権
を
「
条
約
の
規
則
で
は
な
く
、
国
際
法
の
原
則
」
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
初
め
て
の
判
決
で
あ
る（（10
（

。

　

本
事
案
で
は
、
さ
ら
に
、（
ａ
）
事
前
の
協
議
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、（
ｂ
）
誠
実
さ
と
合
意
に
達
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
る
こ

と
、（
ｃ
）
適
切
で
ア
ク
セ
ス
可
能（（10
（

な
協
議
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、（
ｄ
）
環
境
影
響
調
査
を
行
う
こ
と
、（
ｅ
）
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド（（10
（

な
協
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議
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
協
議
の
要
件
を
明
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
協
議
が
適
切
か
否
か
は
こ
の
順
番
で
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
の
協
議
の
詳
細
な
要
件
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
メ
キ
シ
コ
の
裁
判
所
事
例
のT

ribu Y
aqui

事
件（（11
（

や
遺
伝
子
組
換
え

大
豆
事
件（（11
（

で
も
引
用
さ
れ
た
。

　

本
事
案
は
そ
の
後
、（
Ⅰ
）K

ichw
a de Sarayaku

族
の
領
域
内
で
石
油
会
社
が
埋
め
た
爆
薬
の
撤
去
、（
Ⅱ
）K

ichw
a de 

Sarayaku
族
の
領
域
内
で
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
先
立
っ
て
、
国
際
基
準
に
沿
っ
た
自
由
な
事
前
協
議
と
情
報
提
供
を
保
証
す
る
こ

と
、（
Ⅲ
）
エ
ク
ア
ド
ル
の
法
律
に
先
住
民
族
の
参
加
を
得
て
自
由
な
事
前
協
議
と
情
報
提
供
を
受
け
る
権
利
を
効
果
的
に
実
施
す
る
こ

と
、
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
米
州
人
権
裁
判
所
の
決
定
を
二
〇
二
〇
年
現
在
、
遵
守
し
て
お
ら
ず
、
二
〇
二
〇
年K

ichw
a de 

Sarayaku

族
は
エ
ク
ア
ド
ル
憲
法
裁
判
所
に
告
訴
状
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
鉱
業
省
は
、
国
際
基
準
や
米
州
人
権
裁
判
所
が
定
め
た

要
件
を
遵
守
し
て
い
な
い
鉱
業
に
お
い
て
事
前
協
議
に
関
す
る
規
則
の
採
択
を
発
表
し
た
。

㈢　

小　

括

　

本
章
で
は
、
先
住
民
族
の
協
議
権
に
係
る
米
州
人
権
裁
判
所
の
事
例
を
検
討
し
た
。
ま
ず
米
州
人
権
条
約
二
一
条
に
基
づ
く
、
先
住
民

族
の
領
域
に
お
け
る
共
同
体
財
産
に
関
し
て
は
、
①
共
同
体
財
産
権
の
概
要
、
②
領
域
の
復
帰
又
は
補
償
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
②
は
、
ア）
継
続
的
占
有
の
問
題
、
イ）
第
三
者
と
の
所
有
権
の
対
立
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
共
同
体
財
産
権
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
記
録
が
な
く
証
明
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
が
、A

w
as T

ingni V
s. 

N
icaragua

で
は
、
先
住
民
族
が
伝
統
的
に
集
団
で
使
用
・
占
有
し
て
き
た
と
い
う
特
別
な
関
係
性
か
ら
共
同
体
財
産
権
は
認
め
ら
れ
た
。

　

②
領
域
の
復
帰
又
は
補
償
は
、
国
又
は
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
先
住
民
族
が
領
域
を
利
用
で
き
な
く
な
り
、
先
住
民
族
が
そ
の
復

帰
を
求
め
た
問
題
で
あ
る
。
ア）
に
関
し
て
、
第
三
者
の
所
有
に
よ
っ
て
先
住
民
族
の
集
団
的
な
権
利
が
中
断
さ
れ
た
場
合
に
、
民
族
と
領

域
の
特
別
な
関
係
を
考
慮
し
て
、Y

akye A
xa V

s. Paraguay

に
お
い
て
共
同
体
財
産
権
が
認
め
ら
れ
た
。
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そ
こ
で
、
イ）
に
関
し
て
、
た
だ
し
、
共
同
体
財
産
権
が
認
容
さ
れ
た
と
し
て
も
直
ち
に
領
域
の
復
帰
に
至
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
者

と
民
族
が
当
該
領
域
に
つ
き
権
利
の
対
立
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。Y

akye A
xa V

s. 

Paraguay

で
は
、
国
内
法
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
以
上
の
共
同
体
財
産
で
あ
る
領
域
が
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、「
協
議
」
が
必
要
と
さ
れ
る
。
米
州
人
権

委
員
会
は
早
い
段
階
か
ら
協
議
権
を
重
視
し
て
い
る
。
協
議
権
は
「（
一
六
九
号
）
条
約
の
規
則
で
は
な
く
、
国
際
法
の
原
則
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
もIndígena K

ichw
a de Sarayaku V

s. Ecuador

の
判
決
内
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

五　

メ
キ
シ
コ
国
内
の
事
例

㈠　

メ
キ
シ
コ
法
に
お
け
る
人
権
保
護

　

本
章
で
は
、
ア
ン
バ
ロ
訴
訟
の
概
要
を
㈠
、
先
住
民
族
の
協
議
権
に
関
す
る
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
㈡
と
し
て
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
メ
キ
シ
コ
の
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
が
先
住
民
族
の
協
議
権
に
関
連
し
て
判
断
を
下
し
た
も
の
は
、
ア
ン
パ
ロ
（A

m
paro

）

訴
訟
の
事
例
が
多
い
。
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
と
は
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
見
ら
れ
る
訴
訟
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

メ
キ
シ
コ
の
法
制
度
に
お
け
る
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
の
概
要
を
述
べ
る
。
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
ア
ン
パ
ロ
訴
訟（（11
（

は
、
憲
法
上
の
紛
争
や
違
憲
訴

訟
と
並
ん
で
合
憲
性
を
監
視
す
る
た
め
の
重
要
な
司
法
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
の

対
象
と
な
る
保
護
法
益
が
「
保
護
の
対
象
（
西
：objeto de protección
）」
か
ら
「
救
済
の
対
象
（
西
：objeto de tutela

）」
と
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
一
年
以
降
、
特
に
「
拡
散
的
ま
た
は
集
団
的
利
益
（
西
：interés difusos o colectivos

）」
の
場
合
に
お
い
て
、
ア

ン
パ
ロ
訴
訟
の
原
告
適
格
は
直
接
に
不
利
益
を
被
っ
た
者
に
限
ら
れ
な
い（（11
（

。
例
え
ば
、
団
体
の
構
成
員
や
権
利
利
益
に
詳
し
い
専
門
家
な
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ど
が
訴
訟
を
提
起
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

連
邦
憲
法
一
〇
三
条
で
は
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
法
律
、
ま
た
は
当
局
の
作
為
若
し
く
は
不
作
為
に
よ
る
連
邦
憲
法
及
び
メ
キ

シ
コ
が
批
准
し
て
い
る
国
際
条
約
に
認
識
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
る
人
権
の
侵
害
に
つ
い
て
の
紛
争
（
Ⅰ
款
）、
及
び
州
ま
た
は
メ
キ
シ

コ
シ
テ
ィ
の
自
治
権
を
侵
害
も
し
く
は
制
限
す
る
法
律
、
ま
た
は
連
邦
当
局
の
作
為
に
つ
い
て
の
紛
争
（
Ⅱ
款
）
を
解
決
す
る
旨
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
七
条
で
は
一
〇
三
条
の
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ン

パ
ロ
訴
訟
を
通
じ
て
集
団
的
又
は
拡
散
的
な
利
益
が
保
護
対
象
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
個
人
的
な
権
利
を
持
つ
者
だ
け
で
な
く
、
集
団

的
・
拡
散
的
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
り
制
限
さ
れ
た
り
し
た
と
き
に
も
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
提
起
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
ま
で
効
力
を
有
し
て
い
た
ア
ン
パ
ロ
法
（
以
下
、
旧
ア
ン
パ
ロ
法
と
す
る
）
で
は
、
先
住
民
族
の
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
事
案

で
、
提
訴
が
可
能
で
あ
っ
た
者
は
伝
統
的
機
関
も
し
く
は
実
際
に
被
害
を
受
け
た
構
成
員
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
念
に
は
一
六
九
号
条

約
や
国
連
宣
言
と
合
致
し
な
い
と
し
て
批
判
が
多
か
っ
た
。
旧
ア
ン
パ
ロ
法
は
二
〇
一
三
年
に
、
憲
法
一
〇
三
条
、
一
〇
七
条
を
盛
り
込

ん
だ
新
ア
ン
パ
ロ
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

㈡　

国
家
最
高
司
法
裁
判
所
：
ア
ン
パ
ロ
訴
訟

１　

Tribu Yaqui

事
件
（Am

paro en Revisión 631/2012

）

⑴
　
事
　
実

　

Sonora

州
のY

aqui

族
は
一
九
四
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
に
出
さ
れ
た
大
統
領
令
に
よ
り
、
領
域
に
復
帰
し
、
さ
ら
に
はY

aqui

川
に

位
置
す
るEl N

ovillo

ダ
ム
の
五
〇
％
を
取
水
で
き
る
権
利
を
得
た
。
し
か
し
、
そ
の
後Sonora

州
は
、Y

aqui

川
に
位
置
す
るEl 

N
ovillo

ダ
ム
か
ら
取
水
し
て
都
市
へ
向
け
て
運
ぶIndependencia

水
道
橋
（
西
：A

cueducto Independencia

）
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

計
画
し
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
に
建
設
が
環
境
影
響
認
可（（11
（

（
西
：A

utorización de Im
pacto A

m
biental y Cam

bio

）
を
通
し
て
許
可
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さ
れ
た
が
、
環
境
影
響
認
可
の
前
にY

aqui

族
と
の
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
住
民
族
の
意
思
決
定
を
行
う
伝

統
的
機
関（（11
（

（
西
：autoridad tradicional

）
と
自
称
す
るY

aqui

族
の
構
成
員
（
以
下
、
本
事
案
を
提
訴
し
た
先
住
民
族
）
は
水
使
用
権
が
侵
害

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
水
不
足
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
し
て
、
環
境
影
響
認
可
に
反
対
し
て
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
の
ア
ン
パ
ロ
法
（
西
：Ley de A

m
paro

）
四
条
で
は
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
は
、
法
律
、
国
際
条
約
、
規
則
、
そ
の
他
の
行
為
に

よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
た
当
事
者
の
み
が
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
七
三
条
Ⅴ
款
で
は
、
申
立
人
の
法
的
利
益
に
影
響

を
与
え
な
い
行
為
に
対
し
て
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
は
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵
　
本
判
決
前
の
裁
判
経
過

　

先
住
民
族
側
は
、
連
邦
憲
法
二
条
Ａ
項
Ⅴ
款
（
先
住
民
族
の
領
域
の
保
護
）、
Ｂ
項
Ⅸ
款
（
協
議
権
）、
一
四
条
（
財
産
権
）、
一
六
条
（
個
人

情
報
保
護
権
）
お
よ
び
二
七
条
（
土
地
の
権
利
）
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
一
六
九
号
条
約
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

第
一
に
、Independencia

水
道
橋
の
環
境
影
響
認
可
は
、
影
響
を
受
け
るY

aqui

族
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
該
先
住
民
族
の
権
利

を
侵
害
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
第
二
に
、Independencia

水
道
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
四
〇
年
の
政
令
に
基
づ
い
て
水
量
の
五

〇
％
が
先
住
民
族
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
るY

aqui
川
か
ら
取
水
し
他
の
土
地
に
流
す
計
画
で
あ
り
、
先
住
民
族
の
権
利
を
侵
害
す
る
も

の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
第
三
に
、
一
六
九
号
の
一
四
条
及
び
一
五
条
は
、
先
住
民
族
が
伝
統
的
に
占
有
し
て
い
る
領
域
や
天
然
資
源
に

対
す
る
権
利
が
特
別
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
源
の
使
用
・
管
理
・
保
全
に
先
住
民
が
参
加
で
き
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
尊
重
し
な
か
っ
た
と
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
五
月
四
日
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
事
案
を
提
訴
し
た
先
住
民
族
は
、Y

aqui

族
の
伝
統
的
機
関
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

構
成
員
と
は
認
め
ら
れ
る
た
め
、
原
告
適
格
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
上
で
、
先
住
民
族
側
の
主
張
を
認
め
、
憲
法
保
護
の
判
決
を
下

し
た
。

　

し
か
し
、
建
設
を
許
可
し
た
メ
キ
シ
コ
天
然
資
源
環
境
省
（
西
：Secretaría de M

edio A
m
biente y Recursos N

aturales

、SEM
A
RN
A
T

）
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を
中
心
と
し
た
責
任
当
局
は
、
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
（
１
）
原
告
適
格
の
点
、（
２
）
当
該
先
住
民
族
に
直
接
的
な
影
響
が
な

い
点
か
ら
反
論
し
た
。

　

ま
ず
（
１
）
に
関
し
て
は
、
地
方
裁
判
所
が
、
提
訴
し
た
先
住
民
族
は
伝
統
的
機
関
で
は
な
い
が
、
構
成
員
と
し
て
は
認
め
ら
れ
る
と

判
断
し
た
こ
と
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
、
先
住
民
族
の
自
己
認
識
は
主
観
的
推
論
で
あ
り
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
構
成
員
と
認
定
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
指
摘
し
た
。
次
に
（
２
）
に
関
し
て
は
、Y
aqui

族
が
権
利
保
障
を
訴
え
る
た
め
に
は
、
実
質
的
な
悪
影
響
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環
境
影
響
認
可
はY

aqui

族
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
以

上
を
持
っ
て
、
地
方
裁
判
所
が
当
該
先
住
民
族
に
原
告
適
格
を
認
め
た
こ
と
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
主
張
し
上
告
受
理
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

申
し
立
て
は
受
理
が
な
さ
れ
、
本
事
案
は
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
に
移
さ
れ
た
。

⑶
　
裁
判
所
の
判
断

　

二
〇
一
三
年
八
月
五
日
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
先
住
民
族
の
主
張
を
認
め
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　

第
一
に
、
一
六
九
号
条
約
一
四
条
、
一
五
条
に
お
い
て
、
先
住
民
族
の
領
域
や
資
源
の
使
用
・
管
理
・
保
全
に
先
住
民
族
が
参
加
で
き

る
方
法
で
、
先
住
民
族
が
伝
統
的
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
権
利
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

こ
と
を
述
べ
、Independencia

水
道
橋
の
建
設
許
可
を
含
む
環
境
影
響
認
可
は
先
住
民
族
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と
し
た
。

　

第
二
に
、
メ
キ
シ
コ
側
の
原
告
適
格
に
関
す
る
主
張
に
関
し
て
は
、
一
六
九
号
条
約
に
お
い
て
、「
先
住
民
族
や
先
住
民
族
が
効
果
的

に
司
法
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
は
、
個
人
的
に
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
代
表
機
関
を
通
じ
て
、
法
的
手
続
き
を
開
始
で
き
る
と
強
調
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
本
事
案
を
提
訴
し
た
先
住
民
族
は
伝
統
的
機
関
で
は
な
い
が
、
被
害
を
受
け
たY

aqui

族
の
構
成
員
で

あ
り
原
告
適
格
は
認
め
ら
れ
る
と
す
る
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
支
持
し
た
。

　

第
三
に
、
実
質
的
な
影
響
の
有
無
に
関
し
て
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、「
先
住
民
族
お
よ
び
民
族
と
協
議
す
る
国
の
義
務
は
、
先
住

民
族
の
権
利
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
先
住
民
族
の
利
益
が
害
さ
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
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こ
と
が
手
続
き
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
先
住
民
族
が
害
さ
れ
る
可
能
性
に
依
存
す
る
」
と
し
て
メ
キ
シ
コ
の
主
張
を
斥
け
た
。

　

さ
ら
に
、
米
州
人
権
裁
判
所
のSarayaku

判
決
、Saram

aka

判
決
を
直
接
引
用
し
て
、
協
議
の
要
件
を
、「
事
前
」「
文
化
的
に
適

切
」「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
（
十
分
な
情
報
提
供
）」「
誠
意
を
持
っ
て
合
意
に
達
す
る
目
的
」
と
示
し
た
。

　

第
四
に
、
協
議
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
違
い
を
強
調
し
て
、「
い
か
な
る
協
議
プ
ロ
セ
ス
も
コ
ン
セ
ン
ト
の
目
的
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
事
実
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ン
セ
ン
ト
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
局
の
行
動
を
妨
げ
な
い
場

合
が
あ
る
」
と
し
て
影
響
を
受
け
る
先
住
民
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
利
益
を
受
け
る
側
に
関
し
て
も
考
慮
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
示
し
た
。
本
事
案
で
は
「
対
応
す
る
当
局
は
、
権
限
の
範
囲
内
で
保
護
が
認
め
ら
れ
て
い
る
先
住
民
族
の
生
活
を
保
障

し
、
水
道
橋
の
管
理
（
建
設
で
は
な
く
）
の
目
的
の
た
め
に
先
住
民
族
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
が
流
域
に
及
ぼ
す

可
能
性
の
あ
る
影
響
を
補
償
し
た
り
、
軽
減
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
断
し
た
。

⑷
　
考
　
察

　

本
判
決
で
は
、
た
と
え
影
響
が
可
能
性
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
先
住
民
族
は
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
提
起
で
き
る
と
し
、
影
響
を

受
け
た
と
い
う
証
明
は
不
要
で
あ
る
と
し
た
事
案
で
あ
る
。

　

ま
た
、
協
議
に
関
し
て
は
、K

ichw
a de Sarayaku V

s. Ecuador

事
案
を
引
用
し
て
、
要
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、

Saram
aka

判
決
を
引
用
し
て
、
協
議
の
な
い
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
権
利
付
与
に
つ
い
て
協
議
の
要
件
を
検
討
し
、
不
適
切
で
あ

る
旨
判
示
し
た
。
し
か
し
、Saram

aka

判
決
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
権
利
付
与
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
本
事
案
は
水
道
橋
の

建
設
と
そ
れ
に
よ
る
取
水
に
関
し
て
で
あ
り
、
影
響
の
内
容
が
違
う
。
こ
の
点
、
本
事
案
で
最
高
裁
判
所
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
利
益

を
受
け
る
側
（
取
水
さ
れ
た
水
を
受
け
る
側
の
国
民
）
も
考
慮
に
い
れ
、
水
道
橋
の
建
設
で
は
な
く
管
理
に
お
い
て
、
先
住
民
族
が
影
響
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
当
局
は
当
該
先
住
民
族
と
協
議
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
コ
ン
セ
ン

ト
が
得
ら
れ
な
く
て
も
、
水
道
橋
の
建
設
に
関
し
て
は
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
先
住
民
族
の
保
護
を
特
権
的
に
扱
わ
ず
、
国
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民
全
体
の
利
益
を
鑑
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
事
案
に
並
行
し
て
、
メ
キ
シ
コ
国
家
人
権
委
員
会
の
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
勧
告
後
二
〇
一
三
年
五
月
に
メ
キ
シ
コ
天

然
資
源
環
境
省
が
判
決
厳
守
を
表
明
し
た
も
の
の
、Y

aqui

族
の
代
表
者
は
メ
キ
シ
コ
が
協
議
す
る
ま
で
工
事
を
停
止
す
る
べ
き
で
あ
る

と
抗
議
し
た
の
で
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
最
高
裁
判
所
は
、
環
境
省
の
担
当
者
は
先
住
民
族
と
協
議
し
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
に
認
可
さ

れ
た
環
境
影
響
調
査
を
実
質
的
に
存
在
し
な
い
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
判
決
文
を
明
確
化
し
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
協
議
の

プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
が
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
」
の
要
件
が
適
し
て
い
な
い
とY

aqui

族
か
ら
抗
議
が
あ
り
、
同
時
にY

aqui

族
は
、

建
設
の
差
止
を
求
め
る
訴
訟
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
、Y

aqui

族
と
当
局
間
で
協
議
が
開
始
さ
れ
た
。

２　

遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
事
件
（Am

paros en Revisión 499/2015 y 500/2015

）

⑴
　
事
　
実

　

二
〇
一
五
年
三
月
一
八
日
に
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
含
有
使
用
、
段
階
別
環
境
放
出
、
販
売
、
輸
入
、
輸
出
を
規
定
す
る
遺
伝
子
組

換
え
生
物
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
法
律
（
西
：Ley de Bioseguridad de O

rganism
os Genéticam

ente M
odificados

）
が
メ
キ

シ
コ
連
邦
官
報
に
載
っ
た
。
特
に
一
条
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
が
取
引
さ
れ
る
た
め
に
は
、
①
試
験
放
出（（11
（

（
西
：liberación 

experim
ental

）、
②
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
放
出（（11
（

（
西
：liberación en program

a piloto

）、
③
商
業
的
放
出（（11
（

（
西
：liberación 

com
ercial

）
の
三
段
階
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
関
す
る
許
可
は
、
メ
キ
シ
コ
天
然
資
源
環
境
省

も
し
く
は
、
メ
キ
シ
コ
農
畜
水
産
農
村
開
発
食
料
省
（
西
：Secretaría de A

gricultura y D
esarrollo Rural

、SA
GA
RPA

）
に
よ
っ
て
付

与
さ
れ
る
。

　

二
〇
一
二
年
六
月
五
日
、Cam

peche

州
、Q

uintana Roo

州
、Y

ucatán

州
、T

am
aulipas

州
、San Luis Potosí

州
、

V
eracruz 

州
、Chiapas

州
の
複
数
の
先
住
民
族（（11
（

の
近
く
で
、
メ
キ
シ
コ
農
畜
水
産
農
村
開
発
食
料
省
は
、
企
業
に
対
し
「
遺
伝
子
組

み
換
え
大
豆
」
の
商
業
的
放
出
許
可
を
付
与
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
保
護
を
求
め
て
、
先
住
民
族
は
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
提
起
し
た
。
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遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
法
律
二
条
�
項
に
お
い
て
、
公
開
協
議
に
よ
っ
て
関
係
す
る
国
民
の
参
加
を
促

す
よ
う
明
記
さ
れ
て
お
り
実
施
は
し
た
が
「
協
議
権
」
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
。

⑵
　
本
判
決
前
の
裁
判
経
過

　

先
住
民
族
側
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
の
商
業
的
放
出
の
許
可
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
の
植
え
付
け
に
使
用
さ
れ
る
除
草
剤
な

ど
か
ら
環
境
や
動
植
物
な
ど
の
地
域
の
天
然
資
源
に
損
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
憲
法
四
条
で
認
め
ら
れ
て
い
る
健
康
な
環
境

を
得
る
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
は
協
議
を
行
う
た
め
に
必
要
な
手
段
を
模
索
す
る
義
務
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
行
わ
ず
情
報
提
供
も
電
子
媒
体
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
協
議
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
先
住
民
族
が
生
産
し
Ｅ
Ｕ
に
輸
出
す
る
蜂
蜜
が
汚
染
さ
れ
、
正
当
な
理
由
な
く
労
働
す
る
権
利
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

憲
法
五
条
（
労
働
権
）
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
、
環
境
影
響
調
査
に
お
い
て
先
住
民
族
へ
の
被
害
に
関
す
る
意
見
が
挙
が
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
検
討
し
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
一
月
二
七
日Cam
peche
州
の
地
方
裁
判
所
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
の
商
業
的
放
出
段
階
に
お
け
る
環
境
放
出
許
可

は
、
先
住
民
族
の
基
本
的
権
利
の
剝
奪
を
直
接
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
先
住
民
族
が
脆
弱
性
を
持
つ
特
別
な
状
況
下
で
、
憲
法

及
び
国
際
法
レ
ベ
ル
で
特
別
な
保
護
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
か
ら
、
一
六
九
号
条
約
を
根
拠
に
許
可
に
先
立
ち
先
住
民
族

ら
へ
協
議
権
を
与
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
先
住
民
族
に
有
利
な
判
決
を
下
し
た
。

　

そ
こ
で
、
責
任
の
あ
る
当
局
は
、
主
に
、
次
の
事
を
理
由
に
上
告
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
先
住
民
族
側
が
主
張
す
る
行
為
は
、

遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
の
環
境
中
へ
の
実
験
的
放
出
の
仮
許
可
の
付
与
を
前
例
と
し
て
い
た
の
で
、
事
前
に
合
意
さ
れ
た
行
為
で
あ
る

（
論
点
①
）。
次
に
、
損
害
の
可
能
性
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
潜
在
的
な
も
の
で
も
仮
説
的
な
も
の
で
も
な
く
先
住
民
族
側

は
実
際
の
利
益
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
（
論
点
②
）。
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
上
告
し
、
申
し
立
て
は
受
理
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
事
案
に
お
い
て
、
原
告
適
格
に
つ
い
て
の
争
い
も
あ
っ
た
。
旧
ア
ン
パ
ロ
法
七
三
条
Ⅴ
款
で
は
「
申
立
人
の
法
益
（
西
：
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interés jurídico

）
に
影
響
を
与
え
な
い
行
為
」
は
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
。
被
告
ら
は
、
直
接
的
な
影
響
を
証
明
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
原
告
ら
に
は
原
告
適
格
が
な
い
と
主
張
し
た（（12
（

。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
の
改
正
に
よ
っ
て
連
邦
憲
法
一
〇
七
条
Ⅰ
款

が
、
法
益
の
み
な
ら
ず
、
個
別
的
ま
た
は
集
団
的
な
正
当
な
利
益
（
西
：interés legítim

o

）
を
有
す
る
者
に
も
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
の
原
告
適

格
が
あ
る
と
規
定
し
た
。
そ
こ
で
、
高
等
裁
判
所
は
旧
ア
ン
パ
ロ
法
七
三
条
Ⅴ
款
を
新
憲
法
の
解
釈
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
新
憲
法
二
条

の
定
め
る
「
先
住
民
族
の
自
決
権
」
を
利
用
し
た
。
つ
ま
り
、
先
住
民
族
の
自
決
権
を
根
拠
と
し
、
原
告
ら
は
先
住
民
と
し
て
の
自
己
認

識
の
み
で
、
民
族
の
構
成
員
と
し
て
認
め
ら
れ
、
正
当
な
利
益
が
あ
る
た
め
、
原
告
適
格
が
あ
る
と
判
示
し
た
。

⑶
　
裁
判
所
の
判
断

　

二
〇
一
五
年
一
一
月
四
日
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　

ま
ず
、
原
告
適
格
に
関
し
て
、
最
高
裁
判
所
は
原
告
ら
の
原
告
適
格
を
認
め
て
、
正
当
な
利
益
で
は
な
く
、
保
護
さ
れ
て
い
る
法
益
が

あ
る
と
認
め
た
。
そ
の
後
本
事
案
の
よ
う
な
法
益
の
間
接
的
侵
害
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
「
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
省
庁
間
委
員
会
お
よ
び
先
住
民
開
発
の
た
め
の

国
家
委
員
会
は
、
こ
の
文
書
に
定
め
ら
れ
た
目
的
の
た
め
に
協
議
」
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
ま
た
、「
メ
キ
シ
コ
農
畜
水
産

農
村
開
発
食
料
省
は
、
影
響
を
受
け
る
先
住
民
族
に
対
し
て
協
議
プ
ロ
セ
ス
を
開
始
す
る
ま
で
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
に
関
す
る
認
可
手

続
き
を
停
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
判
断
し
た
。

　

ま
ず
、
メ
キ
シ
コ
の
主
張
に
お
け
る
論
点
①
に
関
し
て
は
、「
実
験
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
商
業
の
三
つ
の
段
階
の
い
ず
れ
に
お
い
も
、
遺

伝
子
組
み
換
え
生
物
の
放
出
許
可
は
、
各
々
異
な
る
目
的
を
持
ち
、
多
様
な
効
果
を
生
み
出
す
能
力
を
持
つ
自
律
的
な
行
政
行
為
を
構

成
」
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、「
実
験
お
よ
び
試
験
段
階
の
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
の
放
出
許
可
は
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
争
わ
れ
て
い
た
許
可
（
商
業
的
段
階
で
の
リ
リ
ー
ス
に
関
す
る
許
可
）
が
（
先
住
民
族
ら
）
の
同
意
を
得
て
い
た
」
と
い
う
見

解
は
、
そ
も
そ
も
当
該
三
つ
の
許
可
は
別
個
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
根
拠
が
な
い
、
と
し
た
。
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次
に
論
点
②
に
関
し
て
は
、
先
住
民
族
側
に
は
そ
の
影
響
が
直
接
間
接
問
わ
ず
法
的
利
益
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、

「
主
観
的
権
利
の
侵
害
お
よ
び
原
告
の
法
的
領
域
へ
の
直
接
的
か
つ
間
接
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
憲
法
二
条
お
よ
び
一
六
九
号
条
約
に

基
づ
き
、
国
家
の
活
動
が
先
住
民
族
の
環
境
や
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
先
住
民
族
は
協
議
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
」
と
示
し
た
。
ま
た
、
国
連
の
基
準
を
引
用
し
て
、
先
住
民
族
と
の
協
議
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
大
な
影
響
の
基

準
を
ⅰ）
伝
統
的
領
域
を
喪
失
し
た
場
合
、
ⅱ）
領
域
か
ら
の
立
退
き
が
必
要
な
場
合
、
ⅲ）
再
定
住
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
ⅳ）
物
質
・
文
化
的

存
続
に
必
要
な
資
源
が
枯
渇
す
る
場
合
、
ⅴ）
伝
統
的
な
先
住
民
族
の
環
境
を
破
壊
・
汚
染
す
る
場
合
、
ⅵ）
社
会
的
混
乱
及
び
民
族
内
の
混

乱
が
起
こ
る
場
合
、
ⅶ）
先
住
民
族
の
健
康
等
に
悪
影
響
が
出
る
場
合
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
使
用
自
体
は
、
環
境
へ
の
危
険
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ
遺

伝
子
組
換
え
大
豆
の
環
境
放
出
が
生
物
多
様
性
や
動
植
物
の
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
や
、
養
蜂
業
に
よ
っ
て
蜂
が
運
ぶ
花
粉
を

介
し
て
他
の
生
物
の
遺
伝
物
質
を
汚
染
す
る
可
能
性
を
示
し
、
さ
ら
に
、
先
住
民
族
に
、
汚
染
さ
れ
た
蜂
蜜
は
二
〇
一
四
年
に
Ｅ
Ｕ
が
輸

入
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
経
済
的
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
、
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
に
は
発
が
ん
性
が
あ
る
と
い
う
研
究
報
告
か

ら
先
住
民
族
の
健
康
を
害
す
る
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
直
接
的
、
間
接
的
を
問
わ
ず
先
住
民
族
や
先
住
民
族
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
先
住
民
族
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
旨
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
を
受
け
る
権
利
は
先
住
民
族
と
民
族
の
基
本
的
権
利
で
あ
り
、
他
の
権
利
を
保
障
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
成
す
る
と
し
た
。

加
え
て
、
米
州
人
権
裁
判
所
の
基
準
を
参
考
に
、
協
議
の
要
件
を
明
ら
か
に
し
、
本
事
案
の
公
開
協
議
が
基
準
を
満
た
す
か
否
か
検
討
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
先
住
民
族
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
に
関
す
る
正
確
な
情

報
を
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
専
門
性
が
高
い
場
合
に
は
当
該
先
住
民
族
の
言
語
で
理
解
し
や
す
く
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

り
、
調
査
を
要
す
る
場
合
に
は
、
先
住
民
族
の
協
力
を
仰
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
事
案
で
は
、
当
該
問
題
に

関
心
を
持
つ
人
や
社
会
団
体
等
を
相
手
に
お
こ
な
っ
た
公
開
協
議
は
、
先
住
民
族
の
慣
習
や
伝
統
を
考
慮
し
た
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
お
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ら
ず
、
先
住
民
族
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
か
も
確
認
せ
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
化
的
に
不
適
切
で
あ

っ
た
と
し
た
。
さ
ら
に
、
先
住
民
族
が
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
を
先
住
民
族
に
提
供
せ
ず
、
調
査
に
お

い
て
も
先
住
民
族
ら
と
協
力
せ
ず
、
先
住
民
族
の
言
語
に
翻
訳
せ
ず
、
専
門
用
語
の
使
用
を
避
け
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
誠
意
を
持
っ
て
行
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
不
適
切
な
協
議
で
あ
っ
た
と
し
た
。

⑷
　
考
　
察

　

本
事
案
は
提
起
さ
れ
た
時
期
が
二
〇
一
一
年
の
憲
法
改
正
後
で
あ
っ
た
た
め
、
先
住
民
族
に
関
す
る
事
例
と
し
て
改
正
憲
法
を
基
に
判

断
が
な
さ
れ
た
。
旧
ア
ン
パ
ロ
法
七
三
条
Ⅴ
款
で
は
、
申
立
人
の
法
律
上
の
利
益
関
係
の
証
明
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
改
正
憲
法
二
条

Ａ
項
Ⅱ
款
、
Ⅲ
款
で
は
、
先
住
民
族
は
個
人
的
、
集
団
的
関
与
を
同
時
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
保
護
法
益
の

存
在
は
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
先
住
民
族
の
集
団
的
利
益
の
法
的
な
位
置
と
判
断
基
準
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

ま
た
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
使
用
自
体
は
、
環
境
へ
の
危
険
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ
遺
伝
子
組
換
え

大
豆
の
環
境
放
出
が
自
然
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
や
、
養
蜂
業
に
よ
っ
て
蜂
が
運
ぶ
花
粉
を
介
し
て
他
の
生
物
の
遺
伝
物
質
を

汚
染
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
ま
た
汚
染
さ
れ
た
蜂
蜜
は
二
〇
一
四
年
に
Ｅ
Ｕ
が
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
住
民
族
に
経
済

的
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
な
ど
、
直
接
的
影
響
ば
か
り
で
な
く
間
接
的
影
響
が
確
認
も
し
く
は
想
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
国
家
最
高

司
法
裁
判
所
は
、
以
上
の
メ
キ
シ
コ
側
の
主
張
を
、
憲
法
二
条
や
一
六
九
号
条
約
か
ら
当
該
先
住
民
族
に
は
保
護
法
益
が
あ
る
と
判
断
し

斥
け
た
。

　

ま
た
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
協
議
権
を
含
む
基
本
的
権
利
を
規
定
さ
れ
て
い
る
先
住
民
族
に
の
み
認
め
ら
れ
、
法
人
に
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
当
該
先
住
民
族
の
法
的
利
益
を
前
提
と
し
て
、
間
接
的
な
影
響
で
あ
っ
て
も
先
住
民
族
の
協
議
を
受
け
る

権
利
は
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
の
点
、T

ribu Y
aqui

事
件
で
は
、
協
議
が
必
要
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
に
つ
い
て
、
実
質
的
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影
響
で
は
な
く
「
可
能
性
」
の
範
囲
も
認
め
て
い
た
が
、
本
事
案
で
は
、
さ
ら
に
間
接
的
影
響
の
範
囲
を
広
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
の
改
正
憲
法
に
よ
り
、
先
住
民
族
の
構
成
員
が
、
集
団
的
利
益
の
た
め
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
本
事
案
で
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
適
用
さ
れ
た
利
益
に
基
づ
き
協
議
が
必
要
と
な
る
先
住
民
族
へ
の
影
響
は
間
接

的
な
も
の
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
事
案
で
は
当
該
問
題
に
関
心
を
持
つ
人
や
社
会
団
体
等
を
相
手
に
公
開
協
議
を
行
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
が
、
米
州
人
権
裁
判

所
のSarayaku
判
決
同
様
、
行
わ
れ
た
協
議
を
要
件
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
特
に
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
」

の
要
件
を
詳
細
に
検
討
し
て
お
り
、
提
供
す
る
情
報
を
先
住
民
族
言
語
に
訳
さ
な
か
っ
た
こ
と
や
専
門
性
の
高
い
情
報
を
先
住
民
族
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
な
か
っ
た
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
と
い
う
専
門
性
の
高
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
事
案
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
協
議
要
件

に
よ
る
検
討
は
事
案
ご
と
の
慎
重
な
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

３　

協
議
権
に
係
る
国
内
法
制
定
に
関
す
る
訴
訟
（Am

paro en Revisión 1144/2019

）

⑴
　
事
　
実

　

二
〇
〇
一
年
八
月
一
四
日
の
憲
法
改
正
で
は
、
連
邦
憲
法
二
条
Ｂ
項
Ⅸ
款
で
、
国
家
開
発
計
画
お
よ
び
州
・
市
の
計
画
作
成
に
お
い
て
、

先
住
民
族
と
協
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
先
住
民
族
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
協
議
の
義
務
の

順
守
を
保
証
す
る
た
め
に
、
連
邦
議
会
や
市
議
会
は
、
各
権
限
の
範
囲
内
と
予
算
内
で
、
こ
れ
ら
の
義
務
履
行
の
為
の
具
体
的
項
目
を
定

め
、
民
族
が
参
加
す
る
た
め
の
形
態
及
び
手
順
を
定
め
る
旨
も
明
記
さ
れ
た
。
加
え
て
、
先
住
民
族
及
び
先
住
民
族
に
匹
敵
す
る
全
て
の

民
族
が
権
利
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
行
動
及
び
法
律
に
従
っ
て
、
同
じ
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
と
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
憲
法
改
正
後
一
五
年
以
上
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
憲
法
二
条
Ｂ
項
Ⅸ
款
で
明
記
さ
れ
た
先
住
民
族
の
協
議
を

規
制
す
る
規
則
法
が
発
布
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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⑵
　
本
判
決
前
の
裁
判
経
過

　

二
〇
一
八
年
五
月
二
九
日
三
名
の
先
住
民
族
は
、
下
院
議
会
、
上
院
議
会
、
連
邦
議
会
が
、
事
前
で
、
自
由
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
で
、

文
化
的
に
適
切
で
、
誠
意
あ
る
協
議
に
係
る
国
内
法
を
作
成
し
な
か
っ
た
こ
と
で
二
〇
〇
一
年
の
憲
法
改
正
以
来
、
先
住
民
族
の
権
利
行

使
を
阻
害
す
る
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
主
張
し
て
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
九
月
一
〇
日
、O

axaca

州
地
方
裁
判
所
は
、
連
邦
議
会
が
立
法
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
、
先
住
民
族
に
有
利
な

判
決
を
下
し
た
。

　

地
方
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
、
下
院
議
会
（
西
：Cám
ara de D

iputados

）
は
、
連
邦
憲
法
二
条
Ｂ
項
Ⅸ
款
に
お
い
て
は
民
族
の
協
議

義
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
協
議
法
を
発
布
す
る
義
務
は
負
っ
て
い
な
い
と
反
論
し
た
。
上
院
議
会
も
、
一
六
九
号
条
約
で
国
の

協
議
権
を
規
定
し
て
い
る
が
、
メ
キ
シ
コ
は
立
法
措
置
や
行
政
措
置
が
人
民
に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
は
、
憲
法
や
基
本
法
・
個
別
法
に

お
い
て
、
協
議
を
行
う
と
決
め
て
い
る
た
め
、
規
定
を
遵
守
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
加
え
て
、
元
老
院
（
西
：Cám

ara de 

Senadores

）
は
、
二
〇
〇
一
年
の
憲
法
改
正
に
お
け
る
、
連
邦
憲
法
二
条
の
規
定
は
、
具
体
的
に
事
前
で
、
自
由
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

で
、
文
化
的
に
適
切
で
、
誠
意
あ
る
協
議
に
係
る
国
内
法
を
発
布
す
る
義
務
を
明
示
的
に
定
め
た
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た
、

一
六
九
号
条
約
の
六
条
、
七
条
、
一
五
条
は
、
先
住
民
と
の
協
議
は
、
先
住
民
の
権
利
と
利
益
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
行
動
や

措
置
に
直
面
し
た
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
六
九
号
も
憲
法
二
条
Ｂ
項
Ⅺ
款
も
、
先
住
民
族
と
の
協
議
を
適
切
な
手

続
き
、
特
に
代
表
機
関
（
伝
統
的
機
関
）
を
通
じ
て
国
家
開
発
計
画
の
作
成
に
お
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

法
律
制
定
の
義
務
を
課
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
、
上
告
受
理
申
立
を
行
い
、
認
容
さ
れ
た
た
め
審
理
は
国
家
最
高
司
法
裁
判

所
へ
と
移
さ
れ
た
。

⑶
　
裁
判
所
の
判
断

　

二
〇
二
〇
年
六
月
一
〇
日
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

321-398_07_吉川_大学院論文集61号.indd   381321-398_07_吉川_大学院論文集61号.indd   381 2021/06/17   15:242021/06/17   15:24



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集61号（令和３年度）

� 382

　

連
邦
議
会
は
先
住
民
族
や
ア
フ
ロ
共
同
体
の
協
議
権
を
規
定
す
る
「
法
律
」
を
発
行
す
る
義
務
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
二
〇
〇
一
年

の
憲
法
改
正
の
連
邦
憲
法
二
条
に
基
づ
き
、
権
限
の
範
囲
内
で
、
法
律
に
適
応
し
た
り
、
特
別
な
法
律
を
発
行
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
。
事
実
上
、
連
邦
憲
法
は
、
手
続
き
に
関
し
て
具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
連
邦
憲
法
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
進
め
、
規
制
す
る
連
邦
法
と
地
方
憲
法
を
適
合
さ
せ
、
連
邦
議
会
と
州
の
立
法
府
の
両

方
が
協
議
の
姿
を
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
令
が
導
き
出
さ
れ
る
と
示
し
た
。

　

そ
し
て
、
連
邦
議
会
が
自
由
で
、
事
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
及
び
誠
実
な
事
前
協
議
に
関
す
る
法
律
の
発
布
を
怠
っ
た

こ
と
が
実
証
さ
れ
、
法
律
が
発
効
さ
れ
て
い
な
い
間
、
先
住
民
族
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
連
邦
議
会
は
、
連
邦
憲
法
二
条
及
び
一
六
九
号
条
約
六
条
に
基
づ
い
て
、
自
由
で
、
事
前
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

で
、
文
化
的
に
適
切
で
、
誠
意
あ
る
協
議
を
受
け
る
権
利
を
規
定
す
る
法
律
を
発
布
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
、
法

律
の
発
布
に
関
し
、
先
住
民
族
と
事
前
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
立
法
府
が
取
り
扱
う
問
題
に
対
す
る
参
加
を
通
じ
て
、
先
住
民
族
の
意

見
を
考
慮
に
入
れ
、
決
定
の
民
主
的
性
質
を
確
保
す
る
よ
う
尽
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
示
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
検
討
の
中
で
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
先
住
民
族
の
一
体
的
な
発
展
は
、
先
住
民
族
と
共
同
で
設
計
さ
れ
、
運
営
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
先
住
民
族
に
影
響
を
与
え
る
欠
点
や
格
差
に
対
処
す
る
た
め
に
当
局
は
、
国
家
開
発
計
画
等
先
住
民
族
の
領
域
に

お
け
る
計
画
の
作
成
に
お
い
て
先
住
民
族
と
協
議
し
必
要
に
応
じ
て
先
住
民
族
の
勧
告
及
び
提
案
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

　

特
に
、
直
接
影
響
を
与
え
る
立
法
措
置
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
二
〇
日
の
違
憲
訴
訟
（
西
：acción de inconstitucionalidad 

81/2018

）
を
引
用
し
て
、
１
．
事
前
協
議
の
段
階
、
２
．
情
報
発
信
と
協
議
プ
ロ
セ
ス
普
及
に
係
る
情
報
提
供
の
段
階
、
３
．
内
部
審
議

の
段
階
、
４
．
国
の
代
表
と
先
住
民
族
代
表
に
よ
る
対
話
の
段
階
、
５
．
意
思
決
定
、
結
果
伝
達
、
意
見
発
信
の
段
階
を
踏
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
し
た
。
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⑷
　
考
　
察

　

本
事
案
は
、
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
協
議
に
係
る
国
内
法
を
発
布
す
る
よ
う
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
が
初
め
て
命
じ
た
事
案
で
あ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
連
邦
憲
法
二
条
Ｂ
項
Ⅸ
款
に
お
い
て
は
、
国
家
開
発
計
画
等
に
お
い
て
先
住
民
族
と
協
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
先
住
民
族

の
勧
告
及
び
提
案
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
、
協
議
権
に
つ
き
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
で
は
、
確
か
に
、
法
律
制
定
義
務
の
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
連
邦
議
会
と
州
の
双
方
が
協
議
の
形
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
命
令
が
導
き
出
さ
れ
る
と
し
た
。

　

協
議
権
に
関
し
て
、
協
議
に
関
す
る
特
別
法
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
は
、San Luis Potosí

州（（12
（

、D
urango

州（（12
（

、O
axaca

州（（12
（

の
み
に
限

ら
れ
る
。
ま
た
、
連
邦
法
に
関
し
て
は
、
憲
法
の
他
に
、
前
記
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
事
件
に
お
い
て
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
バ
イ
オ
セ

ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
法
律
に
、
作
物
の
環
境
放
出
に
関
し
て
公
開
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
明
記
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
基
本
法
や
個
別

法
に
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
、
地
域
単
位
で
は
な
く
国
全
体
の
協
議
権
の
国
内
法
を
作
成
す
る
旨
命
じ
た
点

は
、
今
後
の
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
協
議
権
発
展
に
大
き
く
前
進
し
た
点
、
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
事
案
で
は
、
先
住
民
族
に
限
ら
ず
、
ア
フ
ロ
共
同
体
に
関
し
て
も
先
住
民
族
同
様
、
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
の
あ
る
計
画
等

に
つ
い
て
は
協
議
権
が
認
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
、
先
住
民
族
に
限
ら
ず
、
そ
の
起
源
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植

民
地
時
代
の
奴
隷
と
す
る
民
族
な
ど
対
象
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
考
え
る
。
二
〇
二
〇
年
四

月
三
日
、
連
邦
の
立
法
府
に
お
い
て
「
先
住
民
族
の
協
議
に
係
る
国
内
法
を
制
定
す
る
政
令
」
草
案
が
提
出
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
二
〇
二
一
年
一
月
現
在
、
い
ま
だ
発
布
は
し
て
い
な
い
。
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㈢　

小　

括

　

メ
キ
シ
コ
に
は
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
と
い
う
憲
法
上
の
紛
争
や
違
憲
訴
訟
と
並
ん
で
合
憲
性
を
監
視
す
る
た
め
の
司
法
手
段
が
存
在
す
る
。

二
〇
一
一
年
憲
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
の
保
護
法
益
は
、
集
団
的
・
拡
散
的
権
利
に
ま
で
広
が
っ
た
。
つ
ま
り
、
個
人
的

な
権
利
を
持
つ
者
だ
け
で
な
く
、
集
団
的
・
拡
散
的
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
り
制
限
さ
れ
た
り
し
た
と
き
に
も
、
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
を
提
起
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
先
住
民
族
の
集
団
的
権
利
も
保
護
法
益
と
な
っ
た（（12
（

。

　

協
議
権
に
関
し
て
は
、
協
議
が
必
要
と
な
る
先
住
民
族
の
影
響
に
関
し
て
は
、
そ
の
範
囲
を
検
討
し
た
。T

ribu Y
aqui

事
件
に
お
い

て
は
、
影
響
が
可
能
性
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
旨
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
遺
伝

子
組
換
え
大
豆
事
件
に
お
い
て
は
、
そ
の
影
響
を
間
接
的
な
影
響
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
協
議
権
の
要
件
は
主
に
米
州
人
権

裁
判
所
のSarayaku

判
決
やSurinam
判
決
を
引
用
し
、
参
考
に
し
つ
つ
事
案
ご
と
の
協
議
プ
ロ
セ
ス
に
適
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討

し
た
。

　

ま
た
、
協
議
権
に
係
る
国
内
法
制
定
に
関
す
る
訴
訟
で
示
さ
れ
た
通
り
、
メ
キ
シ
コ
は
憲
法
に
協
議
権
の
保
障
が
存
在
す
る
が
、
詳
細

は
特
別
法
な
ど
事
案
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
規
が
異
な
る
。
ゆ
え
に
、
事
案
に
よ
る
基
準
の
違
い
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
る
可
能
性
も

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
事
案
で
、
協
議
権
に
係
る
国
内
法
発
布
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
は
、
先
住
民
族
の
権
利
保
障
の
観

点
か
ら
大
き
な
前
進
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
メ
キ
シ
コ
の
国
内
事
例
は
、
米
州
人
権
委
員
会
や
米
州
人
権
裁
判
所
の
事
例
同
様
、
先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
を
認
め
、

先
住
民
族
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
の
協
議
権
の
重
要
性
も
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
住
民
族
の
権
利
に
偏
り
が
出
て
他
の
国
民
の
権

利
侵
害
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
米
州
人
権
委
員
会
や
米
州
人
権
裁
判
所
の
事
例
よ
り
強
く
両
者
の
権
利
の
重
要
性
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。
こ
の
点
、T

ribu Y
aqui

事
件
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
利
益
を
受
け
る
側
（
取
水
さ
れ
た
水
を
受
け
る
側
の
国
民
）
も
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考
慮
に
い
れ
、
水
道
橋
の
建
設
で
は
な
く
、
水
の
管
理
部
分
に
関
し
て
先
住
民
族
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
メ
キ
シ
コ
の
国
内
事
例
で
は
、
協
議
権
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
、
重
要
性
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
先
住
民
族
の
権
利
保

障
は
、
先
住
民
族
を
絶
対
的
に
保
護
す
る
も
の
で
は
な
く
他
の
国
民
の
権
利
も
同
様
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
こ
の

点
、
米
州
人
権
委
員
会
や
米
州
人
権
裁
判
所
の
よ
う
な
地
域
的
人
権
保
障
機
関
は
「
人
権
保
障
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
が
、
国
家
最
高

司
法
裁
判
所
は
「
メ
キ
シ
コ
国
民
の
権
利
保
障
」
を
担
っ
て
お
り
先
住
民
族
の
み
を
優
遇
す
る
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
は
で
き
ず
、
慎

重
に
判
断
さ
れ
て
い
る
。

六　

む
す
び
に
代
え
て

㈠　

共
同
体
財
産
権

１　

共
同
体
財
産
権
の
概
要

　

先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
は
、
一
般
的
な
財
産
法
の
概
念
と
は
異
な
り
、
先
住
民
族
と
領
域
の
「
特
別
な
関
係
」
か
ら
生
ま
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
関
係
性
に
つ
い
て
例
示
は
あ
っ
て
も
定
義
は
な
い
。A

w
as T

ingni V
s. N
icaragua

で
は
、
先
住
民
族
が
伝
統
的
に
集
団

で
使
用
・
占
有
し
て
き
た
と
い
う
特
別
な
関
係
性
か
ら
共
同
体
財
産
権
を
認
め
た
。
加
え
て
、Y

akye A
xa V

s. Paraguay

で
は
霊

的
・
儀
式
的
な
結
び
つ
き
、
狩
猟
な
ど
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
伝
統
な
ど
を
特
別
な
関
係
の
あ
り
様
と
し
て
、
具
体
的
に
挙
げ

て
い
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
、
先
住
民
族
の
形
は
一
様
で
は
な
く
、
各
集
団
に
よ
っ
て
文
化
も
伝
統
も
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
領
域
や
資
源
に
関

し
て
、
登
記
等
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
い
う
概
念
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
故
に
、
以
上
の
よ
う
な
「
特
別
な
関
係
」
を
要
件
と
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し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
先
住
民
族
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
有
益
で
あ
る
。

２　

継
続
的
占
有

　

共
同
体
財
産
権
の
「
特
別
な
関
係
」
の
要
件
に
、
継
続
的
占
有
は
必
要
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
、
継
続
的
占
有
は
以
上
の
よ

う
な
関
係
を
認
め
る
た
め
の
絶
対
条
件
で
は
な
い
。A

w
as T

ingni V
s. N
icaragua

で
は
、A

w
as T

ingni

族
が
当
該
領
域
に
居
住
を

し
て
い
た
期
間
は
六
〇
年
ほ
ど
で
、
伝
統
的
と
は
言
え
な
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
共
同
体
財
産
権
が
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、「
伝
統

的
」
と
表
さ
れ
る
関
係
は
、
継
続
的
占
有
の
み
な
ら
ず
、
密
接
な
関
係
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
先
住

民
族
は
必
ず
し
も
伝
統
的
領
域
に
継
続
的
占
有
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
文
化
を
持
つ
先
住
民
族
に
権
利
保
障
が
で
き
る
。

３　

第
三
者
と
の
権
利
対
立

　

こ
の
よ
う
に
不
明
瞭
な
共
同
体
財
産
権
は
、
時
に
第
三
者
と
領
域
や
資
源
に
関
す
る
権
利
が
対
立
す
る
場
合
も
あ
る
。Y

akye A
xa 

V
s. Paraguay

に
お
い
て
第
三
者
の
所
有
に
よ
っ
て
先
住
民
族
の
集
団
的
な
権
利
が
中
断
さ
れ
た
場
合
に
、
民
族
と
領
域
の
特
別
な
関

係
を
考
慮
し
て
、Y

akye A
xa V

s. Paraguay

に
お
い
て
共
同
体
財
産
権
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
共
同
体
財
産
権
が
認
容
さ
れ
た

と
し
て
も
直
ち
に
領
域
の
復
帰
に
至
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
者
と
民
族
が
当
該
領
域
に
つ
き
権
利
の
対
立
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ど
ち

ら
を
優
先
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
点
、Y

akye A
xa V

s. Paraguay

で
は
、
国
内
法
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
と

さ
れ
た
。

㈡　

協
議
権

１　

協
議
権
の
概
要

　

先
住
民
族
が
持
つ
土
地
、
領
域
、
資
源
な
ど
の
財
産
を
尊
重
す
る
手
段
と
し
て
、
協
議
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
協
議
権
と
は
、

先
住
民
族
が
影
響
を
受
け
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
お
い
て
、
自
己
の
権
利
保
護
の
た
め
に
協
議
を
受
け
ら
れ
る
権
利
の
こ
と
で
あ
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る
。
特
徴
は
、
自
由
と
誠
意
、
事
前
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
、
適
切
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
は
足

り
ず
、
目
的
と
し
て
合
意
の
獲
得
も
し
く
は
コ
ン
セ
ン
ト
（
同
意
）
の
達
成
が
必
要
で
あ
る
。

２　

影
響
の
範
囲

　

協
議
権
が
発
生
す
る
先
住
民
族
が
受
け
る
影
響
の
範
囲
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
点
、
メ
キ
シ
コ
の
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
は
そ
の
範

囲
に
つ
い
て
判
決
を
下
し
て
い
る
。
ま
ず
、T

ribu Y
aqui

事
件
に
お
い
て
は
、
影
響
が
可
能
性
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
と
し
て
も
認
め
ら

れ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
遺
伝
子
組
換
え
大
豆
事
件
に
お
い
て
は
、
そ
の
影
響
を
間
接
的
な
影
響
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。

　

つ
ま
り
、
実
質
的
な
影
響
ば
か
り
で
な
く
、
直
接
的
・
間
接
的
問
わ
ず
そ
の
影
響
か
ら
協
議
権
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
可
能
性
レ

ベ
ル
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
権
利
侵
害
の
予
防
措
置
と
し
て
も
協
議
権
を
活
用
で
き
る
。

３　

コ
ン
セ
ン
ト
と
の
違
い

　

協
議
権
の
目
的
は
、
合
意
の
獲
得
ま
た
は
コ
ン
セ
ン
ト
の
達
成
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
ン
ト
と
は
、
先
住
民
族
が
影
響
を
受
け
る
開
発

な
ど
に
お
い
て
、
自
己
決
定
権
に
基
づ
い
て
賛
成
か
反
対
か
発
意
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
協
議
権
よ
り
高
い
基
準
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
六
九
号
条
約
で
は
強
制
移
住
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
の
国
連
宣

言
で
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
規
定
箇
所
が
増
え
、
適
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
六
九
号
条
約
は
一
九
八
九
年
に
採
択
さ
れ
、

協
議
権
を
含
む
様
々
な
先
住
民
族
の
権
利
保
護
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
時
と
と
も
に
先
住
民
族
の
状
況
も
変
わ
っ
て
い
く
た
め
、
裁
判
所

の
解
釈
に
よ
っ
て
適
用
範
囲
を
変
え
て
い
く
行
為
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

４　

協
議
権
は
拒
否
権
に
当
た
ら
な
い
の
か

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
し
て
同
様
、
先
住
民
族
の
拒
否
権
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
先
住
民
族
が
「
協
議
権
」
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
影
響
を
受
け
る
自
己
の
権
利
の
範
囲
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
メ
キ
シ
コ

の
国
家
最
高
司
法
裁
判
所
も
、T

ribu Y
aqui

事
件
に
お
い
て
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
側
の
国
民
の
利
益
も
考
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（
１
）		

札
幌
地
判
平
九
・
三
・
二
七
判
時
一
五
九
八
・
三
三

	

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
領
域
に
お
い
て
、
ダ
ム
の
建
設
が
決
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
北
海
道
収
用
委
員
会
が
権
利
取
得
裁
決
及
び
明
渡
裁
決
取
消
請
求
を

提
起
し
た
と
こ
ろ
、
土
地
の
権
利
者
で
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
二
名
が
、
事
前
の
事
業
認
定
で
建
設
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
が
影
響
さ
れ
る
可

能
性
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
な
い
と
し
て
、
以
上
の
請
求
取
り
消
し
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
。
本
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
が
、
①
ア
イ
ヌ

民
族
が
先
住
民
族
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
と
し
て
初
め
て
認
め
た
こ
と
、
②
憲
法
一
三
条
に
関
し
て
、
国
は
、「
国
内
に
共
存
す
る
ア
イ
ヌ
民
族
に

対
し
て
も
民
族
の
尊
厳
を
最
大
限
尊
重
し
、
そ
れ
を
損
な
っ
た
り
、
そ
の
文
化
そ
の
も
の
や
そ
の
伝
承
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
は
な
ら
な

い
義
務
を
負
う
」
と
判
示
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
。

（
２
）		

ア
イ
ヌ
民
族
の
法
制
度
に
関
し
て
、
中
村
睦
男
『
ア
イ
ヌ
民
族
法
制
と
憲
法
』
北
海
道
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
八
）。

（
３
）		

小
坂
田
裕
子
『
先
住
民
族
と
国
際
法
―
―
略
奪
の
歴
史
か
ら
権
利
の
承
認
へ
―
―
』
信
山
社
（
二
〇
一
七
）。

（
４
）		

常
本
照
樹
「『
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
』
の
採
択
と
そ
の
意
義
」
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
ア
イ

ヌ
研
究
の
現
在
と
未
来
』
北
海
道
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
一
）
一
九
三
―
二
一
〇
頁
。

（
５
）		

佐
々
木
雅
寿
「
先
住
民
族
の
権
利
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
―
―
カ
ナ
ダ
憲
法
を
参
考
に
し
て
―
―
」
同
右
一
四
二
―
一
八
〇
頁
。

（
６
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
二
二
五
頁
。

（
７
）		

二
〇
一
五
年
国
勢
調
査
（C

o
n

sejo N
a

cio
n

a
l d

e P
o

bla
ció

n <CN
P>, In

fo
gra

fía P
o

bla
ció

n In
d

ígen
a 1 <2016><M

ex.>

）
に
よ
れ
ば
、

メ
キ
シ
コ
に
は
当
時
一
億
二
一
〇
〇
万
の
人
口
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
二
一
・
五
％
が
文
化
・
歴
史
・
伝
統
に
基
づ
い
た
先
住
民
族
、
一
・
六
％
が

部
分
的
な
先
住
民
族
、
七
四
・
七
％
が
先
住
民
が
ど
う
か
自
覚
が
な
い
人
で
あ
る
。
ま
た
、
先
住
民
族
が
多
い
州
と
し
て
は
、
オ
ア
ハ
カ
州
、
チ

ア
パ
ス
州
、
ユ
カ
タ
ン
州
の
南
部
の
州
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
三
州
の
先
住
民
族
数
の
総
数
は
、
メ
キ
シ
コ
の
先
住
民
族
全
体
の
四
二
・
六
％
に

も
及
ぶ
。

（
８
）		

石
井
陽
一
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
先
住
民
法
：
ア
イ
ヌ
新
法
と
の
比
較
を
含
め
て
」
法
学
研
究
七
一
巻
一
号
（
一
九
九

え
な
く
て
は
な
ら
い
と
し
て
、
水
道
橋
の
建
設
で
は
な
く
取
水
の
管
理
に
お
い
て
協
議
権
を
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
協
議
権
は
、
先
住

民
族
を
絶
対
的
に
保
護
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
協
議
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
事
案
に
よ
っ
て
は
先
住

民
族
で
な
い
他
の
国
民
の
権
利
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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八
）
二
三
三
頁
―
二
三
四
頁
。

（
９
）		

上
村
英
明
「『
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
』
獲
得
へ
の
長
い
道
の
り
（
特
集 

国
連
先
住
民
族
権
利
宣
言
の
歴
史
的
選
択
）」
プ
ラ
イ

ム
二
七
号
（
二
〇
〇
八
）
五
五
頁
。

（
10
）		
上
村
・
前
掲
注
（
９
）
五
五
頁
。

（
11
）		
石
井
・
前
掲
注
（
８
）
二
三
四
頁
。

（
12
）		

中
野
育
男
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
と
先
住
民
種
族
民
の
参
加
・
協
議
・
同
意
」
専
修
商
学
論
集
一
〇
五
号
（
二
〇
一
七
）
一
二
〇
頁
。

（
13
）		

小
坂
田
裕
子
「
米
州
に
お
け
る
先
住
民
族
の
土
地
に
対
す
る
権
利
：
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
葛
藤
」
神
戸
法
学
年
報
二
四
巻
（
二
〇
〇
八
）

一
七
三
頁
。

（
14
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
13
）
一
七
三
頁
。

（
15
）		

北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
（A

/RES/61/295

）」、https://w
w
w
.

un.org/esa/socdev/unpfii/docum
ents/D

RIPS_japanese.pdf

（2021.1.02

参
照
）。

（
16
）		

上
村
・
前
掲
注
（
９
）
五
四
頁
。

（
17
）		

北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
・
前
掲
注
（
15
）。

（
18
）		

石
井
章
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
農
地
改
革
論
』
学
術
出
版
（
二
〇
〇
八
）
九
〇
頁
。

（
19
）		

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
物
の
性
質
を
変
え
ず
に
他
者
の
者
を
使
用
し
て
そ
こ
か
ら
果
実
を
収
受
す
る
権
利
で
あ
る
「
使
用
・
果
実
収
受
権
」

の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、「
利
用
権
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
七
八
条
）」
と
さ
れ
、
他
者
が
所
有
権
を
持
つ
物
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
を

維
持
す
る
義
務
を
負
い
つ
つ
利
用
す
る
権
利
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
中
里
実
「
信
託
税
制
の
現
状
と
課
題
」
信
研
第
三
七
号
（
二

〇
一
二
）。

（
20
）		

石
井
・
前
掲
注
（
18
）
六
三
頁
。

（
21
）		G
a

briela T
o

rres-M
a

zu
era, Jo

rge F
ern

á
n

d
ez M

en
d

ibu
ra, C

la
u

d
ía G

ó
m

ez G
o

d
d

y, D
u

e P
ro

cess o
f L

a
w F

o
u

n
d

a
t

io
n, In

fo
rm

e 
so

bre la Ju
risd

icció
n A

gra
ría y lo

s D
erech

o
s H

u
m

a
n

o
s d

e lo
s P

u
eblo

s In
d

ígen
a

s y C
a

mp
esin

o
s en M

éx
ico 8-11 （2018

）.

（
22
）		

石
井
・
前
掲
注
（
18
）
七
二
―
七
三
頁
。

（
23
）		

石
井
・
前
掲
注
（
18
）
七
五
頁
。

（
24
）		

石
井
・
前
掲
注
（
18
）
七
七
頁
。

321-398_07_吉川_大学院論文集61号.indd   389321-398_07_吉川_大学院論文集61号.indd   389 2021/06/17   15:242021/06/17   15:24



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集61号（令和３年度）

� 390

（
25
）		

一
九
一
七
年
憲
法
は
頻
繁
に
改
正
を
重
ね
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
複
数
の
学
説
が
存
在
す
る
も
の
の
、
近
年
の
メ
キ
シ
コ

の
憲
法
学
者
は
、
憲
法
に
一
般
原
則
以
外
に
も
適
用
細
則
が
記
さ
れ
て
お
り
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
革
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
ロ
サ
レ
ス=

シ
エ
ラ
「〈
要
旨
〉
メ
キ
シ
コ
憲
法
が
頻
繁
に
改
正
さ
れ
る
一
因
に
つ
い
て

の
考
察
一
第
二
七
条
お
よ
び
第
一
二
三
条
の
改
正
に
関
す
る
連
邦
議
会
議
事
録
の
検
討
を
通
じ
て
」
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
年
報 N

o. 29

（
二
〇

〇
九
）
一
五
七
頁
。

（
26
）		

米
村
明
夫
「
国
際
法
、
メ
キ
シ
コ
憲
法
に
見
る
先
住
民
の
権
利
の
発
展
（
論
稿
）」
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
レ
ポ
ー
ト
三
二
巻
（
二
〇
一
五
）
七
三
頁
。

（
27
）		

米
村
・
前
掲
注
（
26
）
七
三
頁
。

（
28
）		

米
村
・
前
掲
注
（
26
）
七
四
頁
。

（
29
）		

米
村
・
前
掲
注
（
26
）
七
五
―
七
六
頁
。

（
30
）		

二
〇
一
六
年
ま
で
は
、
周
辺
の
自
治
体
を
含
み
「
連
邦
区
」
と
し
て
州
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
廃
止
さ
れ
た
の
ち
「
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ

ィ
」
と
な
っ
た
。

（
31
）		D

PLF, Imp
lem

en
t

a
ció

n d
e la C

o
n

su
lt

a y C
o

n
sen

t
im

ien
t

o P
rev

io, L
ibre e In

fo
rm

a
d

o: E
x

perien
cia

s C
o

mp
a

ra
d

a
s en A

m
érica 

L
a

t
in

a y D
iscu

sio
n

es so
bre u

n
a L

ey d
e C

o
n

su
lt

a en M
éx

ico 3 （2018

）.

（
32
）		

Ibidem
.

（
33
）		

坂
口
安
紀
「
第
２
章　

メ
キ
シ
コ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
」
星
野
妙
子
編
「『
二
一
世
紀
の
メ
キ
シ
コ
：
近
代
化
す
る
経
済
、
分
極
化
す
る
社
会
』

調
査
研
究
報
告
書
」
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
（
二
〇
一
七
）
二
五
頁
。

（
34
）		

契
約
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
契
約
（
西
：contratos de servicios

）、
利
益
分
配
契
約
（
西
：contratos de utilidad

）、
生
産
物
分
配
契
約
（
西
：

contratos de producción com
partido

）、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
（
西
：contratos de licencia

）
が
存
在
す
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
坂
口
・

前
掲
注
（
33
）
三
二
頁
。

（
35
）		G

ru
eso C

a
st

elbla
n

co, L
ibia R

o
sa

rio, O
ficin

a en C
o

lo
m

bia d
el A

lt
o C

o
m

isio
n

a
d

o d
e la

s N
a

cio
n

a
les U

n
id

a
s pa

ra lo
s 

D
erech

o
s H

u
m

a
n

o
s, E

l d
erech

o d
e lo

s P
u

eblo
s In

d
ígen

a
s a la C

o
n

su
lt

a P
rev

ia, L
ibre e In

fo
rm

a
d

a 16 （2013

） （C
o

lo
m.

）.

（
36
）		

Id. at 17.

（
37
）		

Id. at 7.

（
38
）		K

ichw
a de Sarayaku

族
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
石
油
が
見
つ
か
り
、
政
府
はK

ichw
a de Sarayaku

族
と
協
議
を
せ
ず
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
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の
石
油
会
社
（
西
：Com

pañía General de Com
bustibles

）
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
権
利
を
付
与
し
、
石
油
会
社
は
国
か
ら
の
許
可

に
基
づ
き
掘
削
を
始
め
た
。
民
族
が
反
対
の
声
を
上
げ
る
と
、
政
府
は
脅
迫
と
欺
瞞
で
協
議
の
義
務
を
果
た
そ
う
と
試
み
、
さ
ら
に
は
石
油
会
社

の
行
動
を
承
認
す
る
者
と
し
な
い
者
と
に
よ
っ
て
先
住
民
族
が
分
裂
し
た
判
決
・K

ichw
a Indigenous People of Sarayaku v. Ecuador 

Inter-A
m
. Ct.H

.R （ser C.

） No. 245 （27 June 2012

）.

（
39
）		
小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
二
二
七
頁
。

（
40
）		A

m
paro en Revisión 923/2016.

（
41
）		O

N
U
, In

fo
rm

e d
el R

ela
t

o
r E

specia
l so

bre la S
it

u
a

ció
n d

e lo
s D

erech
o

s H
u

m
a

n
o

s y la
s L

ibert
a

d
es F

u
n

d
a

m
en

t
a

les d
e lo

s 
In

d
ígen

a
s （A

/H
RC/12/34

） （2009

）.

（
42
）		D

avid González V
ega Gutiérrez, El D

erecho a Consulta com
o H
erram

ienta para la Garantía del Respeto de T
erritorios 

A
ncestrales y Recursos N

aturales Indígenas 78 

（2017

） （unpublished B. A
. disertation, U

niversidad N
acional A

utónom
a de 

M
éxico

）.

（
43
）		

メ
キ
シ
コ
国
家
人
権
委
員
会
と
は
、
国
家
人
権
委
員
会
は
、
メ
キ
シ
コ
国
家
の
自
律
的
な
公
的
機
関
で
あ
り
、
そ
の
使
命
は
、
メ
キ
シ
コ
の
憲

法
、
国
際
条
約
、
法
律
に
認
め
ら
れ
た
人
権
の
擁
護
、
促
進
、
研
究
、
普
及
で
あ
る
。https://w

w
w
.cndh.org.m

x/index.php/cndh/
antecendentes

（2021.1.02

参
照
）。

（
44
）		C

o
m

isio
n N

a
cio

n
a

l d
e lo

s D
erech

o
s H

u
m

a
n

o
s 

（CN
D
H

）, R
eco

m
en

d
a

ció
n G

en
era

l N
o. 27/2016 so

bre E
l d

erech
o a la 

C
o

n
su

lt
a P

rev
ia d

e lo
s P

u
eblo

s y C
o

m
u

n
id

a
d

es In
d

ígen
a

s d
e la R

epú
blica M

ex
ica

n
a, para. 85.

（
45
）		

各
機
関
の
構
成
詳
細
は
、V

ega G
u

t
iérrez supra note 42 at 79-80.

（
46
）		PEM

EX

ま
た
は
、
割
当
（
西
：asignación

、
連
邦
政
府
が
、
割
当
地
域
に
お
い
て
炭
化
水
素
探
査
・
抽
出
活
動
を
行
う
権
利
を
、
特
定
期
間

に
限
っ
て
割
当
者
に
付
与
す
る
法
的
行
政
行
為
）
の
資
格
を
持
ち
、
割
当
地
域
（
西
：área de asignación

、
炭
化
水
素
の
探
鉱
・
抽
出
を
委
託

さ
れ
た
深
度
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
決
定
し
た
表
面
、
深
度
、
並
び
に
当
該
深
度
に
つ
い
て
の
当
該
表
面
上
の
垂
直
投
影
図
に
含
ま
れ
る

地
層
）
を
管
理
す
る
州
内
の
生
産
性
の
高
い
企
業
の
こ
と
（
炭
化
水
素
法
四
条
Ⅴ
項
〜
Ⅶ
項
）。

（
47
）		PEM

EX

や
炭
化
水
素
に
関
す
る
収
入
法
（
西
：Ley de Ingresos sobre H

idrocarburos

）
に
基
づ
き
、
国
家
炭
化
水
素
委
員
会
（
西
：

Com
isión N

acional de H
idrocarburos

）
と
個
別
に
、
ま
た
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
や
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
、
探
査
と
抽
出
の
た
め
の
契
約

を
締
結
し
て
い
る
他
の
生
産
的
な
国
家
企
業
ま
た
は
法
人
（
四
条
Ｘ
項
）。
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（
48
）		V

ega G
u

t
iérrez supra note 42 at 80. 

（
49
）		C

ésa
r R

o
d

rígu
ez G

a
ra

v
it

o, N
a

t
a

lia O
rd

u
z S

a
lin

a
s, la C

o
n

su
lt

a P
rev

ia: D
ilem

a
s y S

o
lu

cio
n

es L
eccio

n
es d

el P
ro

ceso d
e 

co
n

st
ru

cció
n d

el d
ecret

o d
e repa

ra
ció

n y rest
it

u
ció

n d
e t

ierra
s pa

ra pu
eblo

s in
d

ígen
a

s en C
o

lo
m

bia. 9 （2012

） （CO
LO
M
.

）.
（
50
）		C

o
m

isió
n In

t
era

m
erica

n
a d

e D
erech

o
s H

u
m

a
n

o
s 

（CID
H

）, D
erech

o
s d

e lo
s P

u
eblo

s In
d

ígen
a

s y T
riba

les so
bre S

u
s T

ierra
s 

A
n

cest
ra

les y R
ecu

rso
s N

a
t

u
ra

les, N
o

rm
a

s y Ju
rispru

d
en

cia d
el S

ist
em

a In
t

era
m

erica
n

o d
e D

erech
o

s H
u

m
a

n
o

s para. 318 

（2009
）. 

（
51
）		CN

D
H
 supra 44 at para. 60.

（
52
）		R

o
d

rígu
ez G

a
ra

v
it

o supra note 49 at 9.

（
53
）		O

N
U
 supra note 41 at para. 47.

（
54
）		CN

D
H
 supra note 44 at 70.

（
55
）		O

N
U
 supra note 41 at para. 46.

（
56
）		CN

D
H
 supra note 44 at para. 55.

（
57
）		Pleno de la Suprem

a Corte 
（SCJN

）. D
écim

a Época. Registro: 2004170. Instancia: Prim
era Sala. T

esis A
islada. Fuente: 

Sem
anario Judicial de la Federación y su Gaceta, D

écim
a Época, tom

o I, A
gosto de 2013 T

esis: 1a. CCX
X
X
V
I/2013 （10a.

）

（
58
）		V

ega G
u

t
iérrez supra note 42 at 84.

（
59
）		CN

D
H
 supra note 44 at para. 62

（
60
）		O

N
U
 supra note 41 at para. 46.

（
61
）		CN

D
H
 supra note 44 at para. 66

（
62
）		

正
式
な
日
本
語
訳
は
「
訴
訟
」
で
あ
る
が
、
広
い
意
味
を
と
る
こ
と
を
勘
案
し
本
稿
で
は
「
法
的
手
続
き
」
と
訳
し
た
。

（
63
）		ILO
, R

epresen
t

a
t

io
n （article 24

）, B
ra

zil （GB.304/14/7
） para. 42 （2006

）.

（
64
）		
Id.

（
65
）		CN

D
H
 supra note 44 at para. 72.

（
66
）		Saram

aka

族
の
領
域
で
は
、
ス
リ
ナ
ム
がSaram

aka

族
の
人
々
と
十
分
か
つ
効
果
的
に
協
議
す
る
こ
と
な
く
第
三
者
へ
の
伐
採
権
と
鉱
業
権

の
付
与
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
、
ス
リ
ナ
ム
は
、Saram

aka

族
の
領
域
上
に
水
力
発
電
の
た
め
の
貯
水
池
、
ダ
ム
を
建
設
し
、
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こ
れ
ら
の
建
設
を
原
因
と
し
て
、
洪
水
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
故
に
、Saram

aka

族
は
当
該
領
域
を
追
い
出
さ
れ
、
移
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
米
州
人
権
裁
判
所
は
ス
リ
ナ
ム
のSaram

aka

族
の
権
利
侵
害
を
認
め
た
。・Saram

aka People v. Surinam
e Inter-A

m
. 

Ct.H
.R （ser C.

） No. 172 （28 N
ovem

ber 2007

）.
（
67
）		
メ
キ
シ
コ
に
は
多
様
な
固
有
言
語
が
あ
り
、
現
在
六
八
の
言
語
と
三
六
四
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。
代
表
的
な
言
語
は
ナ
ワ
ト
ル
語
、

マ
ヤ
語
、
ツ
ェ
ル
タ
ル
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、CN

P supra note 7 at 4.

（
68
）		M

a
ria C

la
ra G

a
lv

is, D
u

e P
ro

cess o
f L

a
w F

o
u

n
d

a
t

io
n, E

l d
erech

o a la C
o

n
su

lt
a P

rev
ia, L

ibre e In
fo

rm
a

d
a d

e lo
s P

u
eblo

s 
In

d
ígen

a
s la S

it
u

a
ció

n d
e B

o
liv

ia, C
o

lo
m

bia, E
cu

a
d

o
r y P

erú 23 （2011

）.

（
69
）		O

N
U
, P

ro
m

o
t

io
n a

n
d P

ro
t

ect
io

n o
f a

ll H
u

m
a

n R
igh

t
s, C

iv
il, P

o
lit

ica
l, E

co
n

o
m

ic, S
o

cia
l a

n
d C

u
lt

u
ra

l R
igh

t
s, In

clu
d

in
g 

t
h

e R
igh

t t
o D

ev
elo

pm
en

t （A
/H
RC/12/34

） （2009

） para. 49.

（
70
）		O

N
U
 supra 41 at 11-12.

（
71
）		

Id. at 12-13.

（
72
）		

Id. at 13.

（
73
）		

Id. at 14.

（
74
）		CN

D
H
 supra 44 at para. 160.

（
75
）		V

ega G
u

t
iérrez supra note 42 at 92.

（
76
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
二
二
七
頁
。

（
77
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
二
二
八
頁
。

（
78
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
二
二
八
頁
。

（
79
）		Saram
aka

判
決
を
参
照
。

（
80
）		Sentencia T

-769/09.

（
81
）		O
N
U
 supra 69 at para. 48.

（
82
）		CN

D
H
 supra 44 at para. 51.

（
83
）		

Id. at para. 52.

（
84
）		

米
州
機
構
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
高
野
雄
一
「
国
際
法
概
論　

上
」
弘
文
堂
（
一
九
八
五
）
四
〇
五
頁
。
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（
85
）		

高
野
・
前
掲
注
（
84
）
四
九
頁
。

（
86
）		

こ
の
件
に
関
し
てF

ra
n

cisco J. R
iv

era Ju
a

rist
i, U
.S. E

x
cept

io
n

a
lism a

n
d t

h
e S

t
ren

gt
h

en
in

g P
ro

cess o
f t

h
e In

t
er-A

m
erica

n 
H

u
m

a
n R

igh
t

s S
y

st
em, 20 H

um
an Rights Brief 19 （2013

） 

を
参
照
。

（
87
）		
米
州
人
権
裁
判
所
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
最
高
法
規
と
し
て
の
憲
法
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
小
委
員
会
（
平
成
一
六
年
四
月
）「
衆
憲
資
五
〇

号
、
憲
法
と
国
際
法
（
特
に
、
人
権
の
国
際
的
保
障
）
に
関
す
る
基
礎
的
資
料
」
五
〇
頁
、
齊
藤
功
高
「
国
家
の
米
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
遵
守

義
務
と
そ
の
実
態
」『
文
教
大
学
国
際
学
部
紀
要
』
第
二
五
巻
一
号
（
二
〇
一
七
）、
一
二
―
一
三
、
一
八
頁
を
参
照
。

（
88
）		Case of the M

ayagna 

（Sum
o

） A
w
as T

ingni Com
m
unity v N

icaragua, M
ayagna 

（Sum
o

） A
w
as T

ingni Com
m
unity v 

N
icaragua Inter-A

m
. Ct. H

. R （ser. C

） No. 79 （31 A
ugust 2001

）.

（
89
）		

今
後
の
事
案
で
、
地
域
開
発
基
金
（
西
：fondos de desarrollo com

unitario

、FD
C

）
も
し
く
は
基
金
（
西
：fondo

）
と
さ
れ
る
賠
償
。

名
誉
棄
損
、
精
神
的
苦
痛
な
ど
無
形
の
被
害
に
連
動
し
た
賠
償
措
置
と
し
て
、
設
定
さ
れ
る
。
被
害
者
を
違
法
行
為
以
前
の
状
況
に
可
能
な
限
り

近
づ
け
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
多
く
の
方
法
の
一
つ
。
先
住
民
族
の
地
域
開
発
基
金
は
、
先
住
民
族
の
価
値
観
や
生
き
方
、
社
会
的
、

文
化
的
、
霊
的
な
慣
習
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
い
る
。
単
な
る
金
銭
賠
償
で
は
な
く
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
職
業
訓
練
、

生
存
者
お
よ
び
犠
牲
者
の
家
族
の
た
め
の
心
理
的
・
医
療
ケ
ア
に
資
金
を
提
供
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
、Á

n
gel S

a
lv

a
d

o
r 

F
errer, E

l F
o

n
d

o d
e D

esa
rro

llo C
o

m
u

n
it

a
rio co

m
o R

epa
ra

ció
n C

o
lect

iv
a pa

ra la
s C

o
m

u
n

id
a

d
es In

d
ígen

a
s, 62 Revista IID

H
 

59 （2015

） 

を
参
照
。

（
90
）		V

ega G
u

t
iérrez supra note 19 at 68.

（
91
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
一
二
一
頁
。

（
92
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
一
二
二
頁
。

（
93
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
一
三
二
頁
。

（
94
）		O
rder of the Inter-A

m
erican Court of H

um
an Rights of A

pril 3, 2009, Case of the M
ayagna 

（Sum
o

） A
w
as T

ingni 
Com

m
unity v. N

icaragua （M
onitoring Com

pliance w
ith Judgm

ent

）.

（
95
）		Case of the Y

akye A
xa Indigenous Com

m
unity v Paraguay, Y

akye A
xa Indigenous Com

m
unity v Paraguay Inter-A

m
. 

Ct. H
. R （ser C.

） No. 125 （17 June 2007

）.

（
96
）		

一
九
九
三
年
八
月
一
五
日
、Y

akye A
xa

族
の
構
成
員
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
先
住
民
問
題
研
究
所
（
西
：Instituto Paraguayo del Indígena

、
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IN
D
I

）
に
、
先
住
民
族
の
国
家
登
録
簿
（
西
：Registro N

acional de Com
unidades Indígenas

）
に
登
録
す
る
こ
と
を
申
請
し
、
一
九
九
六

年
九
月
一
八
日
、
許
可
さ
れ
た
。

（
97
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
一
二
五
頁
。

（
98
）		
小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
一
二
六
頁
。

（
99
）		Case of the Saw

hoyam
axa Indigenous Com

m
unity v Paraguay, Saw

hoyam
axa Indigenous Com

m
unity of the Enxet-Lengua 

people v Paraguay Caso Com
unidad Indígena Saw

hoyam
axa V

s. Paraguay, Inter-A
m
. Ct. H

. R 

（ser C.

） N
o. 146 

（29 M
arch 

2006

）. 

一
九
世
紀
に
売
却
さ
れ
た
パ
ラ
グ
ア
イ
のChaco

地
方
に
伝
統
的
に
住
ん
で
い
たSaw

hoyam
axa

先
住
民
族
の
土
地
が
私
有
化
さ
れ
、
先

住
民
族
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
以
来
メ
ン
バ
ー
は
悲
惨
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
先
住
民
族
は
伝
統
的
な
領
域
の
権
利

を
主
張
し
、
複
数
の
司
法
・
行
政
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、
先
住
民
族
の
法
人
格
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
間
、
予
防
措
置

と
し
て
こ
れ
ら
の
地
域
を
開
発
し
な
い
よ
う
に
裁
判
所
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
膨
大
な
量
の
森
林
が
伐
採
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
要
請
を
受
け
て
米
州
人
権
委
員
会
が
、
米
州
人
権
裁
判
所
に
訴
状
を
提
出
し
た
事
案
。
米
州
人
権
裁
判
所
は
、
国
は
、
正
当
な
手

続
を
と
る
権
利
が
あ
り
、
ま
た
先
住
民
族
の
共
同
体
財
産
権
や
生
活
を
保
障
す
る
義
務
に
違
反
し
た
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
先
住
民
族
の
先
祖

代
々
の
領
域
を
特
定
し
て
無
償
で
与
え
る
こ
と
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の
義
務
で
あ
り
、
一
方
で
基
本
的
な
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
民
族
の
構
成
員
に
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。

（
100
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
13
）
一
九
三
―
一
九
四
頁
。

（
101
）		O

rder of the Inter-A
m
erican Court of H

um
an Rights of February 8, 2008 Case of the Y

akye A
xa Indigenous Com

m
unity 

v. Paraguay （M
onitoring Com

pliance w
ith Judgm

ent

）.

（
102
）		A

m
n

est
y In

t
ern

a
t

io
n

a
l, P

a
ra

gu
a

y: S
u

bm
issio

n t
o t

h
e UN


 C

o
mm


itt


ee o

n E
co

n
o

m
ic, S

o
cia

l a
n

d C
u

lt
u

ra
l R

igh
t

s, 54th 
session （23 February- 6 M

arch 2015

）, A
M
R 45/001/2015 13 （2015

）.

（
103
）		K
ichw

a Indigenous People of Sarayaku v. Ecuador, Inter-A
m
. Ct. H

. R （ser C.

） No. 245 （27 June 2012

）.

（
104
）		K
ichw

a

語
で
伝
統
的
指
導
者
を
意
味
す
る
。

（
105
）		K

ichw
a

語
で
熟
達
し
た
知
識
人
（sabios

）
を
意
味
す
る
。

（
106
）		

市
民
参
加
基
本
法
（
西
：Ley O

rgánica de Participación Ciudadana
）
は
、
先
住
民
を
含
め
、
個
人
と
団
体
の
立
法
・
司
法
・
行
政
機
関

の
政
策
に
関
す
る
協
議
に
参
加
す
る
権
利
を
規
定
し
て
い
る
。
協
議
の
実
施
は
各
当
局
に
託
さ
れ
て
い
る
た
め
、
統
一
の
協
議
方
法
が
な
い
。
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（
107
）		

小
坂
田
・
前
掲
注
（
３
）
二
一
八
頁
。

（
108
）		

ア
ク
セ
ス
可
能
と
は
、
先
住
民
族
が
利
用
で
き
、
理
解
で
き
る
こ
と
の
意
味
。
言
語
を
先
住
民
族
の
言
葉
に
翻
訳
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
詳
細
は
、
本
稿
第
三
章
㈠
４
⑷
を
参
照
。

（
109
）		
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
と
は
、
先
住
民
族
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
の
う
せ
い
の
あ
る
開
発
等
に
関
し
て
、
先
住
民
族
が
リ
ス
ク
を
理
解
で
き
る
よ
う
情

報
提
供
を
十
分
に
行
う
こ
と
。
詳
細
は
本
稿
第
三
章
㈠
４
⑶
を
参
照
。

（
110
）		

詳
細
は
、
本
稿
第
五
章
㈡
１
を
参
照
。

（
111
）		

詳
細
は
、
本
稿
第
五
章
㈡
２
を
参
照
。

（
112
）		

メ
キ
シ
コ
の
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
に
つ
い
て
は
、M

o
isés Ja

im
e B

a
iló

n C
o

rres, D
erech

o
s In

d
ígen

a
s en M

éx
ico 2001-2019 A

lgu
n

a
s 

co
n

sid
era

cio
n

es so
bre la ev

o
lu

ció
n d

e la
s reso

lu
cio

n
es d

el P
o

d
er Ju

d
icia

l d
e la F

ed
era

ció
n 123-125 （2019

） （M
ex.

）.

（
113
）		

Id. A
t 125.

（
114
）		

生
態
系
バ
ラ
ン
ス
の
保
全
、
回
復
、
環
境
保
護
に
関
し
て
規
定
す
る
「
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
及
び
環
境
保
護
に
関
す
る
一
般
法
」
に
基
づ
き
、

メ
キ
シ
コ
天
然
資
源
環
境
省
が
、
環
境
へ
の
悪
影
響
を
回
避
又
は
最
小
化
す
る
た
め
に
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
や
活

動
が
、
規
定
に
定
め
ら
れ
た
制
限
を
超
え
る
場
合
の
条
件
を
定
め
る
手
続
き
で
あ
る
（
環
境
保
全
総
合
法
二
八
条
）。
つ
ま
り
、
開
発
等
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
う
前
に
実
施
す
る
環
境
の
影
響
に
係
る
評
価
で
あ
り
、
認
可
さ
れ
な
け
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
115
）		

各
先
住
民
族
に
は
、
伝
統
的
に
、
そ
の
地
域
の
慣
習
に
基
づ
い
て
選
出
さ
れ
た
独
自
の
機
関
が
あ
り
、
内
政
問
題
を
解
決
し
、
外
部
の
当
局
に

対
し
て
代
表
の
立
場
と
な
る
機
関
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
最
高
権
力
者
た
る
長
老
や
長
の
評
議
会
」
や
「
地
域
社
会
の
成
人
男
性
が
一
堂
に
会

し
、
す
べ
て
の
人
に
影
響
を
与
え
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
集
会
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
伝
統
的
機
関
に
つ
い
て
は
選
挙
や
任
命
の
プ
ロ

セ
ス
が
あ
ま
り
明
確
で
は
な
か
っ
た
り
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
問
題
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（
116
）		

実
験
段
階
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
環
境
に
導
入
し
、
環
境
と
の
接
触
を
制
限
す
る
た
め
に
、
物
理
的
、
化
学
的
、
生
物
学
的
に
必
要
な

全
て
の
封
じ
込
め
措
置
を
常
に
講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
117
）		

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
段
階
で
は
、
人
や
環
境
と
の
接
触
を
制
限
す
る
た
め
に
必
要
な
物
理
的
、
化
学
的
、
生
物
学
的
に
必
要
な
封
じ
込
め

措
置
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
環
境
へ
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
導
入
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
118
）		

商
業
的
放
出
段
階
で
は
、
国
内
及
び
国
際
市
場
で
の
販
売
、
又
は
そ
の
他
の
認
可
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
人
口
や
環

境
と
の
接
触
を
制
限
す
る
た
め
に
必
要
な
物
理
的
、
化
学
的
、
生
物
学
的
封
じ
込
め
措
置
を
採
用
せ
ず
に
環
境
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
119
）		M

aya

族
、H

uasteca

族
、N

áhuatl

族
、Pam

e

族
、T

epehua

族
、Popoluca

族
、T

otonaca

族
、Chol

族
、M

am
e

族
、T

zetzil

族
、

U
bicadas

族
が
挙
げ
ら
れ
た
。

（
120
）		

新
ア
ン
パ
ロ
法
五
条
Ⅰ
款
は
、
二
〇
一
一
年
に
改
正
さ
れ
た
憲
法
一
〇
七
条
Ⅰ
款
に
合
わ
せ
、
個
別
的
又
は
集
団
的
法
益
あ
る
い
は
正
当
な
利

益
を
持
つ
者
に
ア
ン
パ
ロ
訴
訟
が
提
起
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
同
法
の
経
過
措
置
で
は
、
旧
ア
ン
パ
ロ
法
に
基
づ
い
て
開
始
さ
れ
た

訴
訟
は
、
旧
ア
ン
パ
ロ
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
事
案
に
お
い
て
、
旧
ア
ン
パ
ロ
法
七
三
条
Ⅴ
款
に
明
記
さ
れ
て

い
る
法
益
は
、
正
当
な
利
益
を
認
め
る
憲
法
一
〇
七
条
Ⅰ
款
に
違
反
す
る
た
め
解
釈
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。

（
121
）		

「San Luis Potosí

州
及
び
市
町
村
の
た
め
の
先
住
民
族
協
議
に
関
す
る
法
律
（
西
：Ley de Consulta Indígena para el Estado y 

M
unicipios de San Luis Potosí

）」、
二
〇
一
〇
年
七
月
八
日
官
報
に
掲
載
。

（
122
）		

「D
urango

州
と
自
治
体
の
た
め
の
先
住
民
族
協
議
法
（
西
：Ley de Consulta Indígena para el Estado y M

unicipios de D
urango

）」、

二
〇
一
五
年
九
月
六
日
官
報
に
掲
載
。

（
123
）		

「O
axaca

州
の
先
住
民
族
、
ア
フ
ロ
系
メ
キ
シ
コ
人
の
自
由
、
事
前
及
び
情
報
提
供
に
よ
る
協
議
に
関
す
る
法
律
（
西
：Ley de Consulta 

Previa, Libre e Inform
ada de los Pueblos y Com

unidades Indígenas y A
from

exicanas para el Estado de O
axaca

）」、
二
〇
二

〇
年
二
月
二
二
日
官
報
に
掲
載
。

（
124
）		

詳
細
は
、
本
稿
第
四
章
㈠
を
参
照
。

�

吉
川
　
利
黎�

（
よ
し
か
わ　

り
ら
）

　

所　
　

属　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
二
年

　

専
攻
領
域　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
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